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編集後記

　本協会設立50周年を迎えた2016年は、さまざまな記念行事を行いました。なかでも、キャンプの

実践やキャンプに関連した研究発表を行なう場として、6月に開催された第20回日本キャンプミーティ

ング、10月末に開催された第6回アジア・オセアニア・キャンプ大会では、それぞれ多くの実践報告

と研究発表が行なわれました。こうしたこともあり、第20巻目となる今回の『キャンプ研究』には、

2点の実践報告と講演録、特別寄稿の合計4点の掲載となりました。

　「野外救急法を取り巻く最新の動向」は、野外救急法の国際的な動きとともに国内の現状を分析し、

野外指導者が身につけたほうが望ましい救急法について報告しています。また、我が国でも野外業

界全体で体系的に救急法の標準化を進めることや、社会に対して説明責任を果たさなければならな

い時期が来ていることも指摘しており、今後の動向にも注目です。「ろう児のキャンプにおける親プ

ログラム実践の成果と考察」は、キャンプに参加する親自身がろう者講師による活動を体験し、そ

れをもとに子ども達にプログラムを提供した成果と課題を報告しており、ろう児の野外活動での支

援方法を提示した貴重な内容でした。「Organized Camping in Japan」は、第6回アジア・オセアニア・

キャンプ大会基調講演の記録です。日本のキャンプの歴史、キャンプの意義と効果、野外教育の特

性など、キャンプや野外教育に携わる人たちが押さえておいた方がよい内容と、キャンプ体験を通

した文化の伝承についての興味深い内容でした。「組織キャンプの先駆者小西孝彦が残したもの」は、

2015年に他界された小西孝彦氏の功績を称える特別寄稿です。キャンプ界に多くの影響を与えた先

駆者の業績を紐解く内容から、日本のキャンプの原点を知ることができました。

　いずれの原稿もキャンプの価値や魅力を広く世間に伝えるために重要なものでした。「キャンプ研

究」では、引き続き多様なキャンプの研究報告、実践報告を掲載し、広く社会へキャンプをアピー

ルしていきたいと思います。次号もみなさまからの投稿をお待ちしています。
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実践報告

֎ٸٹ๏ΛऔΓ࠷͘ר৽のಈ

-asUinH SiUuaUion in 8iMEFrnFss .FEiDinF

岡村泰斗（backcountry classroom Inc.）・高山昌紀（Asobenture Life Japan）

5aiUo 0,A.63Aɾ.asaLi 5A,AYA.A

1．はじめに

野外救ٸ๏とは、1
 医ྍػ関に引き渡すため

に長時間要し、2
 きびしい環境にമされ、3
 専

門的な医ྍ器具に制限があるような݅下で

の救ٸ๏である 1
。2016 年現在において、զ

が 国 は、4lipTtream +apan 8ilEerneTT MeEiDal 

ATToDiate +apan� 8MA+ 8ilEerneTT MeEiDine 

5raining Center� 8M5C 	 提供ػ関 � CaDLDoVntry 

DlaTTroom *nD�
 の 3 団体が、日本人向けにίース

を開催し、（社）日本山ַガイド協会は、会員向

けに、ٸة時対応として、野外救ٸ๏をؚむ講習

を、2 年に 1 度義務化している。

国外では、アウトワードバウンドのインストラ

クターは、100�8'3 が義務づけられており 2
、

8ilEerneTT &EVDation ATToDiation が示す野外指

導者のカリキュラムにも、8'3 の取得が前提

݅となっている 3
。つまり、野外遠活動を行う

団体では、すでに 8'3 の取得がίモンセンスと

なっている。さらに、全米の組織キャンプを統ׅ

する、AmeriDan Camping ATToDiation が示すキャ

ンププログラムの公認マニュアルにも、2012 年

より、救ंٸが౸ணするまでに 30 分以上かかる

場所では、スタッフが 8'A の֨ࢿを有している

ことが定められている 4
。また、ボーイスカウト

アメリカ連ໍでも、14 以上のスカウトリーダー࠽

に対して、8'A の֨ࢿを義務づけている 5
。

զが国で行われるいる野外教育プログラムの中

には、短時間※ 1 に救ंٸが౸ணすることができ

ず、自然環境の中で、専門的な医ྍ器具がない場

所で行われるものがあることは明നである。これ

まで、主催団体、指導者の自ݾ研ᮏによってプレ

ホスピタルの応ٸॲ置を行ってきたが、これらの

国際的な動向から、今後զが国でも、各組織、統

ׅ協会及び、野外業界全体として、体ܥ的に救ٸ

๏のඪ४化をਐめ、社会に対し説明責任を果たさ

なければならないときが来るのも時間の問題と言

えよう。

2．野外救急法小史

5ilton ＆ )VCCell 6
 が、著した l8ilEerneTT 'irTt 

3eTponEerz には、野外救ٸ๏の歴史として以下

のように記されている。

北米において、開時代は、ほとんどのྍ࣏が、

野外救ٸ๏であった。また、近代における戦Ӕは、

まさに野外ঢ়گとなり、野外救ٸ๏の技術が発展

した。

1905 年に、米国ेࣈが発足し、プレホスピ

タルにおける応ٸॲ置の講習が全国的に広まっ

た。その後、全米ハイウェイ安全๏の制定により、

プレホスピタルに長時間を要するハイウェイの事

救ٸ救命ॲ置が確立され、救ٸに対して、救ނ

命࢜が誕生した。さらに、北米心ଁ協会は、C13

の技術を開発し、全国的に講習が開始された。

戦後の経ࡁ成長と、余Ջの֦大により、野外で

余Ջを過ごす人たちが激૿した。それにい、野

外における病気やոզも大きな社会問題となっ

た。1950 年代には、米国ेࣈが、登山者向け

の野外救ٸ๏プログラムを開始するものの、体ܥ

的なテキストがなかったが、1967 年に、+ameT 

8ilLerTon 医ࢣにより、初の野外救ٸ๏のテキス
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ト「登山医学」が出版された。

1970 年代になると、野外教育の分野でも野外

救ٸ๏の普及は加化し、1977 年には、アパラ

チアンサーチ＆レスキューが、バージニア大学で

野外救ٸ๏のクラスを開始し、/ational 0VtEoor 

-eaEerTIip 4DIool� /0-4 は、野外指導者に対し

て、野外救ٸ๏ίースを提供し始めた。

1977 年 2 月、野外指導者に対して、野外救

 ๏を専門に指導する組織として、4toneIeartIٸ

0pen -earning 0pportVnitieT� 40-0 が、 ニ ュ ー

ハンプシャーभに設立し、そのテキストである「野

外救ٸ๏」の著者である8illiam 'orgey医ࢣは「野

外救ٸの」とশされることとなった。1984 年

に 8'3 カリキュラムを成させ、1985 年には、

アウトワードバウンドに対する最初の 8'3 ίー

スが行われた。

1983 年には、医ࢣが中心となり、野外救ٸ

๏に関する学術団体として 8ilEerneTT MeEiDal 

4oDiety� 8M4 が設立し、野外救ٸ๏は医学界に

おいてステイタスを得た。同時に、8ilEerneTT 

MeEiDal ATToDiateT� 8MA、8ilEerneTT MeEiDal 

*nTtitVte� 8M* など数多くの野外救ٸ๏プロバイ

ダーが次々と誕生し、野外指導者が野外救ٸ๏ࢿ

֨を取得する環境がண々と整った。

3．WFA/WFR 実践ガイドライン

2010 年 10 月（2012 月 12 日վగ）、北米の

主要な野外救ٸ๏プロバイダーが一同に会し、

野外救ٸ๏֨ࢿのඪ४化を目的とし、4Dope of 

1raDtiDe for 8'A � 8'3（ 以 下 401） の 調 印

が行われた。このガイドラインを共同開発し、

൷ । す る 団 体 は 次 の 通 り で あ る。8ilEerneTT 

MeEiDal  ATToDiateT、8ilEerneTT MeEiDal 

*nTtitVte、40-0、8ilEerneTT MeEiDine 5raining 

Center、Aerie、8ilEerneTT MeEiDine 0VtptterT、

3emote MeEiDal *nternational、%eTert MoVntain 

MeEiDine。これらの団体間では、֨ࢿのߋ新、互

。が可能となっている

401 のక結により、これまで団体間で必ずし

も統一的な見解が得られていなかった野外救ٸ๏

の֨ࢿ内容ついても、未だ、団体間で若干の違い

はあるものの、֓ね以下のように定められた 7
。

1
8ilEerneTT 'irTt AiE

・主としてレスキューと連བྷをとることのできる

日ؼりの野外指導者が対象

・事ނ発生から 8 時間以内にレスキューが౸ண

する

・事ނ発生から 12 時間以内に医ྍػ関に引き渡

すことができる

2
8ilEerneTT AEvanDe 'irTt AiE

・主としてレスキューと連བྷをとることのできる

数日間の野外指導者が対象

・事ނ発生から 12 時間以内にレスキューが౸ண

する

・事ނ発生から 24 時間以内に医ྍػ関に引き渡

すことができる

3
8ilEerneTT 'irTt 3eTponEer

・主としてレスキューと連བྷをとることができな

い数日間の野外指導者が対象

・事ނ発生からレスキューが౸ணするまで 12 時

間以上かかる可能性がある

・事ނ発生から医ྍػ関に引き渡すまで 24 時間

以上かかる可能性がある

401 では、8'A と 8'3 についてのみ、必ਢ

カリキュラムが示されている。以下、401 に示

されている 8'A の݅である 8）。なお、8'3 に

関しては同ガイドラインを参考にされたし 9）。

8'A ֓ཁ

8'A ίースは、医ྍの専門家のためのίース

ではない。

・応ٸॲ置に෭次的な責任をもつ者

・より高度な܇࿅を受けたもののアシスタントと

して動く者

・人々を野外でガイドする能力があり、効果的な

対応ができる者ػة

・個人、家族、༑人と旅行にいく者

以下のঢ়گにおける

・救助隊が 8 時間以内に౸ணし、その助けを受

けてආを行うことができる

・日ؼり、キャンプ、定住型のウィルダωスキャ

ンプ、週の家族旅行、キャンプ場などのフロ

ントカントリーの野外レクリエーシϣン

以下の֨ࢿが追加で必要である
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・成人、子どもの C13

・A&%

ఆٛ

・ίアɿ8'A 取得者に期待されるスキル

・選ɿ特別な参加者に対するิ足的なスキル

ίʔε֓ཁ

・8'A は、実践や実技࿅習を中心とする 16 時

間のίースである。ίアトピックをཏできる

最小限の時間である。

ίΞεキϧ

・ոզや変形を同定できる全体検査、ই病歴と共

に、ஹ候、ঢ়、バイタルサインのධՁ

・活動、環境によるই病の༧

定、創のݻ）事ଶを安定化するためのॲ置ٸۓ・

ॲ置、ݻ定、体温調અ）

・持参ༀを用いたই病者のケア

・ආレベルのద切な判断

ༀ

8'A 取得者は、個人のॲ方ༀ（ニトロ、アス

ピリン、ٵ引器）を持っているই病者のケアを、

医ࢣの指示のもとするかもしれない。8'A 取得

者は、ই病者が、ॲ方ༀを用すべきかすべきで

ないか、判断すべきではない。

ҎԼ 8'A ʹؚ·Εͳ͍

定ݻ引ݗ・

・創の๓合

・アナフィラキシーに対するエピペン以外のॲ方

ༀ

・注ࣹݮѹ

・ૠ管

・野外でのࢭ血ଳの解除

・ෳࡶな࣬病ධՁ

࿅ʹΑΔՃతεキϧ܇

の受動的整෮ࠎとක֖ݞ・

・ධՁとݻ定

ίΞεキϧ

ইප者ධՁͱ #-S

・全体ධՁ（安全性のධՁ）

・一次ධՁ

˓呼ٵ器ܥ

� 基本的な #-4 技術か回෮体Ґによる気道確

保

� マスクによるద切な気

˓॥環器ܥ

� 心ഥ数と生命ஹ候のධՁ、ࠎڳѹഭ、もし

可能であれば A&%

� 直接ѹഭ、バンテージ、ࢭ血ଳを用いた深

血ࢭな出血のࠁ

˓神経ܥ

� 意識レベルのධՁ、ଛইの理解とマω

ジメント

� 意識のないই病者の気道の確保

・二次ධՁ

˓ոզや変形を同定する全身検査

˓バイタルサインの測定と؍察（意識、心ഥ数、

　呼ٵ数、ൽෘ）

˓ই病歴の聞き取り

˓ই病者の変化の؍察

˓ऩ集したデータとධՁとॲ置の記録

・ආの計画、実施と、救助への連བྷ

以下はؚまれない
˓血ѹの測定

˓ഏのԻのධՁ

˓ಏのධՁ

˓ෳࡶな࣬病のධՁ

˓ૠ管

˓注ࣹݮѹ

॥ܥث

・ボリュームシϣックの一般的な原Ҽの同定

・ボリュームシϣックஹ候とঢ়の認識と、交感

神経性ٸ性ストレス反応との違いの同定

・ॲ置

˓意識のあるই病者に対する経口の水分ิ給

˓ոզの安定化

˓直接ѹഭや、バンテージやࢭ血ଳによる外出

　血のίントロール

˓厳しい環境からの保護

・ボリュームシϣックのݥةがあるই病者のආ

開始

˓体ӷのଛ失がࢭめられない

˓好ましくないバイタルサイン

˓体温のҡ持ができない

৺࣬ױ

・ஹ候とঢ়の認識

・ॲ置

˓運動中ࢭ
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˓意識があるই病者にॲ方ༀ（ニトロ、アスピ

　リン）のॲ方

・ආと救助要

ܥثٵݺ

・一般的な原Ҽと、呼ٵ不全（ᄶ息、気道閉࠹、

　外ই）のஹ候とঢ়の認識

・ॲ置

˓楽な体Ґ

˓気道と気の確保

˓ॲ方ༀ（ٵ引器）を用いたই病者ケア

・深ࠁな呼ٵ不全のݥةがあるই病者のආ開始

˓呼ٵ不全がվ善されない

˓ॲ置に関わらずঢ়がѱ化する

˓不自然な心理ঢ়ଶ

以下はؚまれない
˓ᄶ息のॲ置へのエピωフィリンの使用

ਆܥܦ

・主な原Ҽ（外ই、温度、低ࢎૉ、低血、発作）

　を理解する。

・頭௧、ܯռ的な心理ঢ়ଶのஹ候とঢ়を理解す

　る。

˓意識ありʴܯռ

˓意識なし

˓脳とう、ࡨཚ

・頭௧に対する一次ॲ置

˓気道確保

˓ݻ定

˓厳しい環境からの保護

・外ইのない不自然な意識ঢ়ଶ

˓経口の質

˓高温環境での冷٫

˓軽度低体温に対する加温

˓低ࢎૉに対する気、ࢎૉٵ入

˓ই病者の保護（気道、、環境）

・深ࠁな神経ܥの障害があるই病者のආ開始

ཚࡨ、ռ的な意識ঢ়ଶܯ˓

˓意識の低下

˓ॲ置をしてもվ善がない

ଛই

・ଛইのメカニズムを理解する。

˓意識失がある落下

˓強い力のかかった外ই（M7A、クライミン

　グのフォール、スキー、マウンテンバイクの

転）

˓ 3 フィート（1 メートル）以上からの落下

˓頭部やᢈ部からの落下

・ଛইのஹ候とঢ়を理解する

˓のѹ௧

˓の運動神経、感֮神経のଛ失

˓意識ない、不自然な意識ঢ়ଶ

・ॲ置

˓の安定化

˓ই病者を検査、保護するのときに、ロール、

　リフト、ݗ引

・ଛইのݥةの高いই病者のආでは༌送の

　方๏をద切に判断する



・命のݥةある出血を理解する

・୯७な創とハイリスクの創（汚છ、ւ༸、ෳࡶ

　な創、関અの開放、ᄐই）を区別する。

・ॲ置

˓直接ѹഭや、バンテージやࢭ血ଳによる外出

　血の統制

˓創のચড়（高ѹચড়、ポピドン༹ӷ）と保護

˓バンテージによるѹഭ

˓水᙮のॲ置

˓異物がさった創のॲ置

� 気道の異物の除ڈ

� 肢のみ࢛して良いのはڈさった異物を除

で、異物の安定化ができず、؆୯にとれて

しまい、異物が原Ҽで出血の統制ができな

い場合に限る。

・局所、全身感છのஹ候とঢ়を理解する

˓局所感છのॲ置ɿ保温パック、のଅਐ、؍

　察

˓全身感છのॲ置ɿ同上に加え、ආ

・༧ɿM34A、Ӵ生管理

ই

・表と深の違いを理解する

˓深さɿ表か深

˓広さ

˓ハイリスクな場所ɿঠ、足のཪ、إ、気道、

間ވ　

・ॲ置

˓冷٫、Ӵ生、保湿、೪ண性のあるバンテージ

　をしない
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˓ආの判断

・༧ɿ日মけ、౬

・ハイリスクな創、ইのආ。ほとんどのই

は、ই病者が不շであり、遠を継続すること

ができないためආする。

以下はؚまれない
˓๓合

˓生命のݥةのあるࢭ血ଳの開放

˓ॲ方の߅生物質の与

のոզܥ֨ࠎے

のոզのஹ候とঢ়の認識と、安定しܥ֨ࠎے・

たոզと不安定なոզの区別

のハイリスクなոզの理解ܥ֨ࠎے・

˓大଼ࠎ、ࠎ൫のંࠎ

˓開放ંࠎ

˓ C4M（॥環 � 感֮ � 運動）障害

˓主要器ܥ（॥環、呼ٵ、神経）の関与

・ॲ置

˓安定してոզに対する 3*C& と、必要に応じ

　てテープのॲ置

˓不安定なոզに対し

� 長ࠎの解学的に正しいҐ置へのݗ引

� 関અの可動域の中角度へのݗ引（C4M 障害

がない場合）

� 長期のݻ定と、血ྲྀをげない、安定して、

不շ感のないݻ定

・不安定なոզに対するආ

以下はؚまれない
˓大଼ࠎに対するݗ引ݻ定

ΞϨϧΪʔԠ

・局所アレルΪー反応のஹ候とঢ়の理解

・ॲ置

˓局所アレルΪー反応 � 冷٫、ѹഭ、局所ίル

　チίイド

˓中度アレルΪー反応ɿ経口の߅ヒスタミン

౼ආの検ٸۓ・

ΞφϑΟϥキγʔ

・アナフィラキシーのஹ候／ঢ়の理解

・ॲ置

˓エピペン、߅ヒスタミン、ආ

以下はؚまれない
˓アンプルやバイアルからのエピωフィリン

　与

˓ίルチίステロイドの与

ো

・中 � 水 � ࣹ病のஹ候とঢ়の理解

・ॲ置

˓中 � 水

� 経口のิ水とి解質

� վ善がない場合はආ

˓ࣹ病

� ただちにੵۃ的冷٫

� ආ

・༧ɿ要Ҽとなる天候の同定と༧ࡦ

� ิ水 � 過ิ水のࢭ

ମԹ

・軽度から重度の低体温のஹ候とঢ়の理解

・ॲ置

˓軽度低体温

� ิ水、カロリー、低温環境からの保護

� վ善がない場合はආ

˓重度低体温

� ଛ出の્ࢭ（ハイポパッケージ）

� 安੩、ආ

・༧ɿ要Ҽとなる天候の同定と༧ࡦ

མཕ

・༧ɿハイリスクなঢ়گの理解と༧ࡦ

˓地域の天候の理解、そばにいるか

・ॲ置

˓問題のॲ置、ආの開始

నΕ

・ॲ置

˓問題のॲ置、特にɿ

� 呼ࢭఀٵ

� ଛই

� 低体温

・脳とう、呼ٵ不全がなくともすべてආ

・༧ɿハイリスクなঢ়گの理解と、個人の安全

を考ྀした༧ࡦ

Ұൠతͳ࣬ප

・ආの必要なレッドフラッグのஹ候とঢ়の理

解

˓腹部の௧み（局所のѹ௧、発、ᅅు、12

　時間を超えてѱ化）

˓ᅅు � 下ཀྵ（出血、発、ѹ௧、ઁ取量以上

　にഉ出）
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˓血ӷのࠞじったศ、、ᅅు

˓֏ �63*（呼ٵ不全、発、ೱいᙹ）

˓ 65*（発、എ中の௧み � ѹ௧、ᅅు）

˓ &/5（視֮障害、発、気管不全）

˓発（不自然な心理ঢ়ଶ、頭௧、異変）

・༧ɿӴ生管理（手ચい、調理）、水のড়化

以下はؚまれない
˓一般的な࣬病におけるৄ細な病ଶ学、ஹ候、

　ঢ়、ॲ置

બ߲

選項目は、特定の受講者のニーズに応じて加

える。局所低温障害、高度障害、毒ヘビ、毒虫、

ւ༸性のݥة生物、ӓ、ධՁ。

ӓ

・特定の対象に対する選項目

のӓの受動的整෮ݞ・

・ක֖ࠎの受動的整෮

・指のӓの整෮

以下はؚまれない
൫、ග、足ट、手ट、කࠎ˓

ධՁ

・16 時間の 8'A ίースでධՁ（/&964� 修

正版カナダ /&964）を正しく理解し、正確に

実践するのはしい。8'A プロバイダーは、

ධՁとݻ定をカバーするプログラムを

ঢ়گに応じてิ足する。

ধԹোʢౚই � ඇౚ݁ੑԹোʣ

・ౚইとඇౚ結性低温障害のஹ候とঢ়を理解す

る。

・ॲ置

˓もしౚ結していなかったら、加温

˓もしౚ結していたら、温水（37�39ˆ）で加

　温

ౚ結からの保護、放ࣹによる加温とマッ࠶˓

　サージの禁ࢭ

・水᙮ができたらආ、ױ部の使用の禁࠶、ࢭౚ

結の保護

・༧ɿ要Ҽとなる天候の同定と༧ࡦ

පࢁߴ

・高山病（AM4）のஹ候とঢ়と重度高山病

（)AC&�)A1&）の要Ҽの理解

・ॲ置

˓ঢ়が出たら登行の中ࢭ

˓վ善しなかったら下山

˓呼ٵ不全（)A1&）や、運動失調 � 心理ঢ়ଶ

　の変化（)AC&）があったら、ただちに下山

・呼ٵ不全（)A1&）や、運動失調 � 心理ঢ়ଶの

変化（)AC&）があったらආ

・༧ɿ要Ҽとなる天候の同定と༧ࡦ

以下はؚまれない
˓高山病༧ༀのॲ方

தಟ

・一般的な野外毒の理解

・ॲ置

˓接触性中毒ɿケアとආ、中毒センターに連

　བྷ

入ٵૉࢎ、引性中毒ɿ安全場所に移動ٵ˓

・༧

ಟϔϏ

・ॲ置

（ࢭѹഭの禁）定ݻ部のױ˓

˓根ڌのない、信用のないॲ置をආける（冷٫、

ి、引ٵ　 気激、ࢭ血ଳ、ѹഭ、たたきなど）

˓病院にٸۓආ

˓毒反応の؍察

・༧ɿ毒ऄにᄐまれる人間の一般的な行動を理

解する。

以下はؚまれない
˓根ڌがなく、問題となるॲ置（ٵ引、ѹഭ、

　冷٫など）

ಟ

・༧ࡦ（、虫ωット、虫除け、ࡴ虫ࡎ）

・対ॲྍ๏

・湿、発、頭௧がある場合はආ

・サソリにされた場合ٸۓආと߅毒ૉの与

ւ༸ੑのಟੜ

・ద切なॲ置

๔毒のॲ置（クラゲ、サンゴ、イソΪン・

チャク）

˓Ԙ水で残った๔をચいྲྀす。温水か、アル

　ίール、ਣにਁし、残った๔をこそ͗とる。

ইのॲ置（カサゴ類、エイ、ウニ）・

˓温水で௧みがなくなるまで30�90分間ਁす。

　一般的な創のॲ置。

・ආɿもし௧みが࣏まらず、湿がѱ化し、リ

ンパઅにそってみが広がる場合。または、ױ
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部がくजれ、௧み、ѹ௧がある場合。

野外プログラムのプロバイダー、及び指導者

は、各自の提供、指導する野外プログラムに४じ、

8'A、8A'A、8'3 の֨ࢿを選する。զが国

の山ַ環境や、救助体制の整උから、もし通信手

段が確保されていれば、医ྍػ関に引き渡すまで

に 8'A のタイムリミットである 12 時間以上要

するケースは考えにくい。一方で、いかに多くの

山域が携ଳి話通話可能になったとしても、必ず

しも安定的でないことや、むしろཬ山環境におい

て、通信環境が未整උなところも多いことから、

野外ঢ়گにおいて、常に 8'3 のスキルが必要な

るঢ়گにؕる可能性があることをཹ意されたい。

4．まとめ

/iDola[[o10
 は、野外プログラムのプロバイダー

の๏的Ӵ力を高めるために次の点を挙げてい

る。1
 業界基४、2
 参加同意書、3
 顧問医4、ࢣ


ద切な救5、֨ࢿٸ
40A1 ϊート、6
 通信手段、7



時対応、8ٸۓ ๏ྩ९守を挙げている。これら

とൺֱし、զが国の野外プログラムプロバイダー

を取り巻く社会ঢ়گは、1
 国内基४の整උ、2


医ྍ従事者の公的な参画、3
 野外救ٸ๏プロバ

イダー、インストラクター、ίース、及び開催地

域の֦大など、解決に多くの時間を要す問題が残

されている。一方で、同氏は、野外指導者個人の

๏的Ӵ力を高めるためには、1
 ద切な֨ࢿの

取得、2
 知識とスキルのҡ持、3
40A1 ϊートに

よる記録、4
 所属団体の手ॱの९守、5
 ๏ྩ९

守を挙げている。つまり、野外教育者個人として、

国際スタンダードを満たすことは、個々の意識で

े分に可能なところにようやくたどりついた。

引用文献

1）5ilton #� � )VCCell '� 	1998
 tIe 8ilEerneTT 

'irTt 3eTponEer 5Ie (roCe 1eRVot 1reTT p�1�

2）*TaaD +� 	1998
 0VtXarE #oVnE 8ilEerneTT 

'irTt�AiE )anECooL 'alDon (ViEeT p�Yii�

3）1elDIat C� 	2015
 CommiTTion on 0VtEoor 

&EVDation anE -eaEerTIip ADDreEitation 

ManVal 8ilEerneTT &EVDation ATToDiation 

p�103

4）AmeriDan Camping ATToDiation 	2012
 

ADDreEitation 4tanEarET for Camp 1rogram 

anE 4erviDeT AmeriDan Camping ATToDiation 

p�54�55�

5）#oy 4DoVt of AmeriDa 	2016
 8ilEerneTT 

'irTt AiE�8Iat *T *t anE 8Iy 4IoVlE YoV 

Care �Ittp���XXX�TDoVting�org�TDoVtToVrDe�

)ealtIanE4afety�5raining�XilEerneTT@fa�aTpY

6）前掲書 1
 p�2�3

7）8ilEerneTT MeEiDine 5raining Center 

	2016
 *ntroEVDtion of 8ilEerneTT MeEiDal 

CoVrTeTIttp���XXX�XilEmeEDenter�Dom�

introEVDtion�to�XmtD�meEiDal�DoVrTeT�Itml

8）%aviE +� et al�	2012
MinimVm (ViEelineT 

anE 4Dope of 1raDt iDe for 8ilEerneTT 

'irTt AiEIttp���XXX�XilEmeEDenter�Dom�

VploaET�5�9�8�2�5982510�Xfa@Top@v@

EeD@2012�1�pEf

9）%aviE +� et al�	2012
MinimVm (ViEelineT 

anE 4Dope of 1raDt iDe for 8ilEerneTT 

'irTt AiEIttp���XXX�XilEmeEDenter�Dom�

VploaET�5�9�8�2�5982510�Xfr@Top@v@

may@2014�pEf

10）/iDola[[o 1� 	2014
 tIe Art � 5eDIniRVe 

of 8ilEerneTT MeEiDine tIe 8ilEerneTT 

MeEiDine 5raining Center *nD� pp�7�8�

11）西川渉（2012）救ٸ医ྍと時間基४ � 世界

主要国のレスポンスタイムとその意義 � 平成

厚生労働科学特別研究事業  pp�1�12�

※注 1ɿ西川 11
 によれば、世界主要国では、救

、の౸ண時間について、๏ྩ、ガイドラインंٸ

事業ঝ認の݅として、くて 15 分、通常 8

分の౸ண時間を定めているところが多い。一方

で、զが国は平ۉ 7�7 分であるが、その基४が

明確でないのが現ঢ়である。
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実践報告

Ζ͏ࣇのキャンプʹ͓͚ΔプϩάϥϜ࣮ફのՌͱߟ

5IF rFsuMU anE DonsiEFraUion aCouU QraDUiDF oG QarFnUs` QroHraN in $aNQ Gor DFaG DIiMErFn

廣瀬彩奈（埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園）・久保香菜子（坂戸クラブ）

AZana HI30S&ɾ,anaLo ,6#0

1．はじめに

ʰ坂戸クラブʱは、࡛ۄ県立特別支援学校坂戸

ろう学Ԃをڌ点に、毎月 1 回曜日にろう・

ௌの子どもたちが活動する「曜クラブ」として、

2006 年にスタートした。一部の教員や保護者有

志、学生などのボランティアによって運Ӧしてい

る。

坂戸クラブでは年 1 回、夏キャンプを実施し

ており、2015 年で 9 回目を迎えた。キャンプの

活動内容については、༧約した施設の自然環境と

その年の参加者のঢ়گ及びキャンプスタッフの力

量に応じて設定している。活動内容は毎年異なる

が、lろう者によるろう児のためのキャンプz と

いうスタイルは一؏しており、キャンプの方向性

として当事者性を反映させることを意識してい

る。

キャンプでは 1 ധ 2 日という長い時間を共に

過ごすこともあり、「会話が見えるキャンプ環境

づくり」をスタッフやボランティア、参加する保

護者に呼びかけている。ྫえば、ௌの大人同࢜で

会話する時も手話で話すことを大切にしている。

これらの「視える情報」はろう児にとってはঢ়گ

や行動を判断する材料になり、情報のインプット

量が対になることで自由な自ݾ表現を可能に

し、お互いに気持ちを共有しあうことを容易にす

る。こうしたίミュニケーシϣン環境があって初

めて、自然の本質を感じる体験を提供することが

できる。

近年では、小学生の時にキャンプに参加してい

た子どもが中学生になってからサポーターとして

参加してくれるようになり、こうしたॎのつなが

りを通して、ろう児のキャンプにおけるスキル

や、それぞれのキャンプに対する思いが次世代に

継続されつつある。

本報ࠂでは、2014 年夏に実施したキャンプで

導入した親プログラムの実践内容とධՁについて

述べる。障害児キャンプに親プログラムを取り入

れたྫでは、発達障害児を対象としたキャンプに

おいて親が子どもの行動を؍٬的に؍察するػ会

をもち、親同࢜で支援方๏を共有しながら子ども

プログラムを実践することで、子どものద応行動

に導いたという報ࠂがみられる（ۚ山，2010）1。

本実践においては、親自身がろう者によるレク

チャーを受けながらプログラムを体験し、ろう児

の野外活動における支援方๏について親同࢜で共

有しながら子どもプログラムの提供を行なった。

2．実践概要

2.1．キャンプの概要

（日時）2014 年 8 月 23 ～ 24 日

（場所）࡛ۄ県青少年総合野外活動センター

（参加者）

˔キッズ 	 小学部 
ɿ18 名（低学年 10 名、

高学年 8 名）

˔ベビー＆ペアレント（0 ～ 5 歳児の未ब学

児とその保護者）ɿ7 組

※未ब学児 1 名につき保護者 1 名の同

˔親（上記の未ब学児保護者をؚむ）ɿ15 名

（内、ろう者 4 名）

˔サポーター（中学生以上）ɿ18 名（内、ろ
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う者 9 名）

˔スタッフ（高卒以上）ɿ5 名（内、ろう者

2 名）

2.2．親プログラムの概要

1 日目はキッズ（小学部）と親のそれぞれにプ

ログラムを実施した。親プログラムのྲྀれとして

は、1 日目の午後（14 時～ 16 時）に野外講࠲

を実施し、親自身がろう者講ࢣによるωイチャー

ゲームを体験しながら、施設周ลの自然環境ίー

ス（山道など）を歩いた。そのプログラムをもと

に、1 日目の夜に親同࢜で打ち合わせと४උを行

ない、2 日目の午前（8 時～ 10 時）に親が

子ども達に対してプログラムを提供した。

1 日目の午後の野外講࠲では、ωイチャーゲー

ムの体験だけでなく、2 日目のオリエンテーリン

グプログラムのためのίースの下見やチェックポ

イントの確認を兼ねた。そのつど、子ども達の野

外活動時の注意点についても確認し合えるように

した。親自身が「直接体験」し、ろう児への野外

活動プログラム提供を考える上で重要となる「意

識を共有」することを目指した。

講࠲中は親達 4 ～ 5 人のグループに分かれ、

グループでωイチャーゲームを体験してもらっ

た。5 か所のチェックポイントをつくり、それぞ

れの場所で可能なωイチャーゲームを 7 つ提供

した。

最初に親達に、自分がろう児の立場になったつ

もりで、どの提示方๏が分かりやすいかを考えて

もらいながらωイチャーゲームに参加するという

ことを確認した。ゲームを始める前の子ども達に

対する注意ש起として、野外にજむݥةに対する

注意事項、らないようにすること、グループか

ら離れないようにして行動することを挙げた。

ωイチャーゲームについては、ろう児にとって

視֮的に分かりやすく、主体的に自然発見を楽し

むことができるゲームや、手話の基本要ૉである

C-（ClaTTiperɿ類別ࢺ 
 を活かしたゲームを採り

入れた。それぞれのゲームは、グループ内で૬ஊ

や確認が必要となる方๏にし、グループ内でのί

ミュニケーシϣンを深められるようにした。採り

入れたωイチャーゲーム
1

は以下の通りである。

　①カモフラージュ

自然環境の中にあらかじめ隠しておいた人工

物を探す。

1　 本報ࠂで実践したωイチャーゲーム①～⑦のうち、日

本シェアリングωイチャー協会の登録ωイチャーゲームは

①、②、④、⑦である。

図 1　キャンプ組織体制

児とその保護者)㸸7 組 
※ᮍᑵ学児 1 ྡにつき保護者 1 ྡの同క 
㸸15（ࡴ上記のᮍᑵ学児保護者をྵ）ぶە
ྡ（ෆ、ࢁう者 4 ྡ） 
ーター(中学生௨上)㸸18࣏サە （ྡෆ、ࢁ

う者 9 ྡ） 
㸸5(高卒௨上)ࣇスタッە ྡ（ෆ、ࢁう者

2 ྡ） 

 
ᅗ㸯 キャンプ組織య制 

 
2.2㸬ぶプࣟグラ࣒のᴫせ 

1 日┠はキッズ（小学部）とぶのそれࡒれ

にプࣟグラ࣒を実施した。ぶプࣟグラ࣒のὶ

れとしては、1 日┠の༗後（14 時༙㹼16 時）

に㔝እ講ᗙを実施し、ぶ自㌟がࢁう者講ᖌに

よるࢳࢿャーࢤー࣒をయ㦂しながら、施設

࿘㎶の自↛⎔ቃࢥース（山㐨など）を歩いた。

そのプࣟグラ࣒をもとに、1 日┠のኪにぶ同

ኈでᡴち合わせと‽ഛを行ない、2 日┠の༗

前（8 時༙㹼10 時༙）にぶが子ども㐩に対し

てプࣟグラ࣒をᥦ౪した。 
1 日┠の༗後の㔝እ講ᗙでは、ࢳࢿャー

2、ࡃのయ㦂だけでな࣒ーࢤ 日┠のオリ࢚ン

テーリングプࣟグラ࣒のためのࢥースの下見

や࢙ࢳック࣏ンࢺの☜ㄆを兼ࡡた。そのつ

ど、子ども㐩の㔝እ活ື時のὀ意Ⅼについて

も☜ㄆし合えるようにした。ぶ自㌟が「┤᥋

య㦂」し、ࢁう児への㔝እ活ືプࣟグラ࣒ᥦ

౪を⪃える上で㔜せとなる「意㆑を共᭷」す

ることを┠指した。 
講ᗙ中はぶ㐩㸲㹼㸳ேのグループに分かれ、

グループでࢳࢿャーࢤー࣒をయ㦂してもら

った。5 か所の࢙ࢳック࣏ンࢺをつࡃり、 

表㸯 プࣟグラ࣒ෆᐜ（ኴᯟ͐本報࿌ෆᐜ） 

 
時㛫 キッズ 

(小学部) 
ぶ 

㸶
月
㸰
㸱
日 

14:00 
14:30 
16:30 
18:30 
20:00 
 
21:30 

฿╔ 
⏬ 
夕食࡙ࡃり 
夕食 
きもだめし 
ⰼⅆ 
ᑵᐷ 

 
㔝እ講ᗙ 
 う者による講₇会ࢁ
 
 
 
ᡴち合わせと 

‽ഛ 

㸶
月
㸰
㸲
日 

6:30 
 
7:00 
8:30 
 
10:30 
12:00 
13:00 
13:20 

㉳ᗋ 
朝のయ᧯ 
朝食 
オリ࢚ンテ

ーリング 
自⏤㐟ࡧ 
食 
ᖐりのあい

さつ 
出発࣭ゎᩓ 

 

それࡒれの場所でྍ⬟なࢳࢿャーࢤー࣒を

7 つᥦ౪した。 
最初にぶ㐩に、自分がࢁう児の立場になっ

たつもりで、どのᥦ♧᪉ἲが分かりやすいか

を⪃えてもらいながらࢳࢿャーࢤー࣒に参

加するということを☜ㄆした。ࢤー࣒をጞめ

る前の子ども㐩に対するὀ意ႏ㉳として、㔝

እに₯ࡴ༴㝤に対するὀ意事㡯、㉮らないよ

うにすること、グループから㞳れないように

して行ືすることをᣲげた。 
う児にとࢁ、については࣒ーࢤャーࢳࢿ

ってどぬⓗに分かりやすࡃ、主యⓗに自↛発

見をᴦしࡴことができるࢤー࣒や、ᡭヰのᇶ

本せ⣲であるCL（Classifier㸸㢮ูモ)を活か

したࢤー࣒を᥇りධれた。それࡒれのࢤー࣒

は、グループෆで┦ㄯや☜ㄆがᚲせとなる᪉

ἲにし、グループෆでのࢥミࣗニࢣーシࣙン

を῝められるようにした。᥇りධれたࢳࢿ

オリ࢚ンテーリング 
（ぶによるプࣟグラ࣒ᥦ౪） 

表 1　プログラム内容（太枠…本報告内容）

時間 キッズ
（小学部）

親

̔
月
̎
̏
日

14�00
14�30
16�30
18�30
20�00

21�30

౸ண
画ا
夕食づくり
夕食
きもだめし
ՖՐ
ब৸

　野外講࠲
　ろう者による講演会

　打ち合わせと४උ

̔
月
̎
̐
日

6�30

7�00
8�30

10�30
12�00
13�00

13�20

起চ
朝の体ૢ
朝食

自由遊び
ன食
りのあいؼ
さつ
出発・解ࢄ

オリエンテーリング
（親によるプログラム提供）

写真 1　親の「カモフラージュ」体験
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　②フィールドビンゴ

グループごとにビンゴカード（図 2）を 1 ຕ

ずつ用意した。ビンゴカードは、未ब学児も参

加しやすいようにイラストをつけた。発見した

実物をグループ全員で確認してから、色シール

を֘当するにషる。

　③わたしの宝

1 グループで 1 つずつ、自然の宝と思えるも

のを落ちている自然物の中から探して持ってき

てもらい、宝にした理由を説明しながら発表す

る。

　④森の色あわせ

1 つのグループに対し 1 つの色カードを提示

し、周ลの自然環境からࣅた色の自然物を探す。

　⑤い探し

各グループで、いいいがする自然物を 1

つ探し、発表する。

　⑥葉っぱじゃんけん

1 グループで 3 ຕずつ、落ちている葉っぱを

集める。講ࢣが「ʓʓ葉っぱ」（ふわふわ、や

わらかい、厚い、など）を指示し、指示された

ものに近い葉っぱを各グループで 1 ຕ決める。

一番近い葉っぱを挙げたグループがじゃんけん

উちになる。

　⑦木の葉のカルタとり

いろいろな種類の葉っぱをനい画用紙の上に

ฒべる。講ࢣが 1 ຕの葉っぱの形及び大きさ

を C- で示す。この C- が示している葉っぱは

どれかを当てる。

これらのωイチャーゲームを通して、「自然は

面നいʂ自分でも発見できたʂ」というتびを共

有できるようにした。また、キャンプऴྃ後も、

親子で公Ԃでも楽しめるような内容にすること

で、親子のίミュニケーシϣンの 1 つとしても

ωイチャーゲームを楽しめようにした。

2 日目のオリエンテーリングでは、各チェック

ポイントで実施するωイチャーゲームを親達で૬

ஊして決め、४උをしてもらった。親自身でਐ行

を行ない、各チェックポイントではそれぞれの

ゲームを担当する親達が待ػした。子ども達は

6 グループに分かれ、グループごとに 4 か所の

チェックポイントを回り、親達の説明を受けなが

らωイチャーゲームを体験した。

図 2　「フィールドビンゴ」で使用したビンゴカード

写真 2　オリエンテーリング開始の前に、親が説明中

写真 3　「フィールドビンゴ」で生き物の痕跡探し

　写真 4　色カードと、自分たちの探した葉っぱが
　　　　　   同じ色かどうか、親が審査中
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3．成果と考察

3.1．親の介入プログラムの成果

参加した親のうち、ろう者は 3 分の 1 近くで

あったが、ௌ者の親でも手話ができ、ろう者に対

する理解のある人が多かったため、子どもに対し

てのプログラムਐ行もスムーズであった。このよ

うな基൫があることで、スタッフだけでなく親も

ؚめて全員で子どもを見守る体制ができ、野外活

動における安全管理にも役立ったと思われる。

また、定ྫの坂戸クラブ活動で見׳れているス

タッフではなく、自分達の親が説明をしてくれる

ということは、子ども達にとっては珍しかったよ

うである。自分の親が家庭の中の会話とはまた

違った話し方をしていることや、スタッフの手話

とは違う話し方にڵ味をもち、説明を一生ݒ命に

見ていた。ろうの親の方が子どものڵ味をऒきつ

けるような説明のしかたに長けており、オリエン

テーリング・プログラムの最後にർれが出てきた

子ども達にとっては、もはやௌの親の対応手話
2

で

2　 手話には、日本手話と日本ޠ対Ԡ手話がある。対Ԡ手
話はԻ日本ޠのจ๏にそͬて手話୯ޠをてはめたもの
であるが、日本手話はಠ自のจ๏体ܥをもち、ろう者にと
ͬての自然ޠݴである。

の説明は目に入らないঢ়ଶであった。

このような親プログラムは、坂戸クラブの夏

キャンプ 9 年目にして初めての試みであったが、

親もキャンプに参加して自然体験だけでなくろう

児との向き合い方について学ぶという意識付けが

できた。まず 1 日目の午後に、ろう児の野外体

験について考えながら自身でプログラムを体験し

たこと、その日の夜に親同࢜で実践のしかたにつ

いて意見を共有し合ったこと、そして 2 日目に

子ども達にプログラムを提供したことで、親自身

へのフィードバックにもなった。

ྫ年のキャンプでは、親は炊事のཪ方४උに

専念しがちで、キャンプ中は子ども達やろう者ス

タッフとの関わりがബくなり、キャンプを通して

ろうの世界にどっりਁかるという体験ができて

いるとは言いい。本キャンプでは、野外講࠲の

後に、ろう文化やろうの世界についての講演会

（ろう者講ࢣによる）を実施したが、この 2 つ

のプログラムを通してろうの世界に対する意識が

さらに高まったと思われる。次回の親プログラム

では、野外プログラムを実施する前に、ろう者に

よる講演を最初に導入する形をとりたい。ろう者

の講演をௌくことによって、これから始まるキャ

ンプに向け、ろうとは何か、手話とは何かを考え

るػܖとなり、「キャンプˏろうの世界」に入る

ための「アイスブレイク」にもつながるであろう。

3.2．ネイチャーゲームの可能性

ωイチャーゲーム体験は子どもだけでなく親自

身もເ中になって楽しむ様子がみられた。「フィー

ルドビンゴ」のビンゴカードにも導入した「モグ

ラの」については、実物を初めて見る親が多く、

親同࢜、モグラの探しにເ中になっていた。

このように、親自身もಐ心にかえって自然の中で

ωイチャーゲームを楽しんでいた。この体験は、

学校や家庭など日常生活にった後も、子どもと

一緒にモグラのを探そうという気持ちにつなが

る。親が子どもにをかけて一緒に自然を探そう

とするなど、親子のίミュニケーシϣンを広げる

。会にもなるػ

野外講࠲で親が体験した「木の葉のカルタと

り」では、ろうの親に 2 ຕの葉っぱの形の違い

を C- で表現してもらい、いろいろな形をもつ葉っ

写真 5　「大きな葉っぱ、あるかな？」

　　写真 6　「つるつるの葉っぱ、見つけたよ！」
　　　　　　   「どれどれ？」
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ぱの多様性に気づくことができた。同じΪβΪβ

の葉っぱでも C- では細かな違いを表現すること

が可能であり、ろうの親にとっても新しい発見で

あった。

子どもに向けての実践プログラムでは、子ども

達が集めてきた葉っぱの中に、親が指示する「ʓʓ

葉っぱ」と同じものがあるかどうかを確認する

ゲームを親が考案し実践したが、指示する葉っぱ

の特徴を C- で表すよりも、実物の葉っぱをその

まま提示する場面が目立った。ௌの親にとって

は、葉っぱの C- 表現はレベルが高かったようで

ある。この体験を通して C- のスキルアップの必

要性を感じるきっかけになったと思われる。

このように、「キャンプˏろうの世界」におけ

るωイチャーゲーム実践は、親子のίミュニケー

シϣンのきっかけ作りとなるだけでなく、ろう

児・ろう者の視点を意識するػܖとなり、手話表

現のスキル向上につながるなど、様々な可能性を

示ࠦしてくれた。

3.3．ろう児の野外活動プログラムへのフィード

バック

ろう児の野外活動プログラムにおいては、山道

を歩く際の情報伝達のしかたについてஸೡに説明

する必要があった。親向けの野外講࠲において親

だけで 1 ྻになって山道を歩いている時、「モグ

ラのがあったよ」と先頭にいるろう者講ࢣが近

くの人に伝え、さらにྻの後ろを見渡し、遠くの

ྻにいる人と目が合うたびに情報を伝えたつもり

であったが、結局その場にいた全員がこの情報を

共有できていなかった。本来は、先頭にいる人か

ら伝えられた情報を、自分の後ろにいる人に次々

に伝えていくような形が、ろう者のやり方である

が、そのやり方を知らないௌ者が多く、情報がྻ

の్中で్切れるঢ়گが生じてしまう。ろう者と

ௌ者の情報伝達のしかたの違いについて意識した

上で説明することが課題である。

キャンプऴྃ後の親によるアンケートの記述内

容を以下に挙げる。

˔親だけのオリエンテーリングはとても楽しめ

た。子どもから離れて、子ども気分に返り、

ۤ手な山登りが楽しかった。運動不足解ফに

なりました。来年も、親だけのオリエンテー

リングをやりたいです。

˔（親だけの）オリエンテーリングは楽しかっ

た。久しぶり登山気分でした。

˔山歩きもو重な体験で楽しかったですが、サ

ポートする大人の数が少なかったので少々ة

なՕ所があったので、もうちょっと大人のݥ

手があったら安全だったかな、と感じまし

た。それとせっかくなので、100m り台と

かの遊具で、子ども達がるػ会があっても

良かったかなと思いました。大人がっても

楽しかったです。

以上の感想から、親自身も野外活動を楽しんだ

様子が伝わるが、子どもにどんな体験をしてཉし

いかを考える視点がみられたのはアンケートに

記入した 3 名のうち 1 名だけである。୯に面ന

かったという感想でऴわるのではなく、子どもの

野外活動におけるねらいとཹ意点について、親の

フィードバックを図るػ会があると良かった。親

対象の野外講࠲を通して、ろう児の野外活動にお

ける注意点やろう児に伝わる提示のしかたを振り

返るとともに、親自身が自然に対して感じたこと

を子ども対象のプログラムにؐ元できるようにし

ていく必要がある。

4．まとめ

本キャンプの親プログラムで見出された成果を

まとめると、

・親がプログラムをਐめるという物珍しさ

・親だからこそできるプログラム作りの可能性

・親としてのろう児との向き合い方や、ろう児

とのίミュニケーシϣンを広げるػ会

・手話のスキルをຏく 1 つである C- を活かし

たωイチャーゲームの可能性

・野外活動におけるろう児対象のプログラムの

注意点とねらいをスタッフとともに共有する

きっかけ作り

が挙げられる。1 日目の親自身による野外体験を

通して、「直接体験」をし、それとともにろう児

への野外活動プログラムのਐめ方に関する「知識」

を知り、親同࢜で「意識を共有」してろう児向け

のプログラムをਐめることができた。

一般的に子どもだけで参加するキャンプは、親

の子離れ及び子の親離れをଅし、子ども同࢜の世
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界を形成・発展させるػ会になるが、本キャンプ

では親子で参加しつつ、親プログラムを提供する

ことで、親と子の関係を考える良いػ会になった。

親自身のフィードバックがे分ではなかったと

いう課題がみられることから、本キャンプを通し

て、親自身の意識の変化が明確に表われたとは言

いい。本キャンプの親プログラムにおけるス

タッフのねらいと親との間に、ろう児の野外活動

に対する認識のずれが生じていた可能性もある。

今後はスタッフ自身もキャンプにおけるろう児へ

の教育的意義について認識を深め、親プログラム

の実施においてスタッフと親がねらいを共有でき

るようにしていく必要がある。

引用文献

1）ۚ山好ඒ（2010）体験型親プログラムを取り入れた
発達障害児キャンプの効果、キャンプ研究、日本キャンプ
協会、14	1
、44�45
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ୈ � ճΞδΞɾΦηΞχΞɾキャンプେձ جௐߨԋ

0rHani[FE $aNQinH in +aQan

星野敏男（日本キャンプ協会会長　明治大学教授）

5osIio H0SHI/0

はじめに

今日の私のお話は、「日本のキャンプ」という

テーマをいただきました。実行委員長のϲ谷先

生からは「キャンプと文化の関係などにも触れて

お話しいただきたい」ということでした。全体と

して、どのような話にするか、あれこれいまし

たが、私は、大学の教員として、キャンプもؚめ

た野外教育を研究してきましたので、前部分

は、日本のキャンプの歴史や日本のキャンプの特

徴などについて触れ、後部分は、私の専門研究

分野である「野外教育」の視点から、私が組織キャ

ンプをどう見ているか、組織キャンプについてど

のようなことを考えているかについて話していこ

うと思います。

なお、この場で私が使うキャンプという用語

は、主に青少年を対象に行われている教育的な組

織キャンプ、いわΏる 0rgani[eE Camping と呼

ばれているキャンプを指していることをお断りし

ておきたいと思います。

1．組織キャンプの歴史

日本の組織キャンプの歴史と特徴についてհ

していきます。実は、この前部分の話の一部

は、2000 年に日本で行われました、*CC2000（第

5 回国際キャンプ会議）の時にもհした内容で

す。最初に、؆୯に日本のキャンプの歴史につい

てհしましょう。

私たち日本キャンプ協会が設立されたのは、

1966 年、いまから 50 年前の事です。今年がちょ

うど 50 周年ということになります。日本キャン

プ協会が設立される前も、青少年のためのキャン

プは、国内のいろいろなところで実施されてきま

した。日本における青少年を対象とした組織キャ

ンプの始まりは、今から約 100 年ほど前になり

ます。北米で行われていた組織キャンプをお手本

に、1920 年ࠒから日本では始められました。

この写真は、初期に行われた日本のボーイスカ

ウトのキャンプの様子です。ここにհした写真

は大変古いو重なもので、それぞれの協会からお

借りしてきた写真です。当時のＹＭＣＡキャン

プ、ガールスカウトキャンプ、Ｙ̬ＣＡのキャン

プです。日本の最初のࠒの組織キャンプは、民

間の青少年団体によりਪਐされていました。当時

の様子がうかがい知れます。第二次世界大戦中に

は、日本のキャンプも中断の時期がありました

が、戦後、ふたたび青少年のためのキャンプも෮

活しました。1953 年には、文部省が「キャンプ

 �

 本✏は �016 年 10 月 �9 日から開催された、第 6回アࢪア࣭オセアニア࣭キャンプ大会でのᇶㄪ講₇（10 月 �1 日）

「2UJDQL]HG &DPSLQJ LQ -DSDQ」のෆᐜです。ᥖ㍕にあたり、発表者のᢎㅙを得て一部加➹ಟ正しています。 

 

2UJDQL]HG &DPSLQJ LQ -DSDQ 

 

ᫍ㔝ᩄ⏨（日本キャンプ協会会長 ᫂大学教授） 

7RVKLR +26+,12 

 

はじめに 

 日の私のおヰは、「日本のキャンプ」という

テー࣐をいただきました。実行ጤ員長の㔪ࣨ㇂

先生からは「キャンプと文化の関係などにもゐ

れておヰしいただきたい」ということでした。 

全యとして、どのようなヰにするか、あれこれ㏞

いましたが、私は、大学の教員として、キャンプ

もྵめた㔝እ教育を◊✲してきましたので、前༙

部分は、日本のキャンプの歴史や日本のキャンプ

の特徴などについてゐれ、後༙部分は、私のᑓ㛛

◊✲分㔝である「㔝እ教育」のどⅬから、私が組

織キャンプをどう見ているか、組織キャンプにつ

いてどのようなことを⪃えているかについてヰし

ていこうとᛮいます。   

 なお、この場で私がうキャンプという⏝語は、

主に青少年を対象に行われている教育ⓗな組織キ

ャンプ、いわࡺる 2UJDQL]HG &DPSLQJ とࡤれて

いるキャンプを指していることをお᩿りしておき

たいとᛮいます。 

 

1㸬組織キャンプの歴史 

 日本の組織キャンプの歴史と特徴について⤂

していきます。実は、この前༙部分のヰの一部

は、�000 年に日本で行われました、,&&�000（第

5回国㝿キャンプ会㆟）の時にも⤂したෆᐜで

す。最初に、⡆༢に日本のキャンプの歴史につい

て⤂しましࡻう。 

 私たち日本キャンプ協会が設立されたのは、

1966 年、いまから 50 年前の事です。年がちࡻ

うど 50 ࿘年ということになります。日本キャン

プ協会が設立される前も、青少年のためのキャン

プは、国ෆのいࢁいࢁなとこࢁで実施されてきま

した。日本における青少年を対象とした組織キャ

ンプのጞまりは、から⣙ 100 年ほど前になりま

す。米で行われていた組織キャンプをおᡭ本に、

19�0 年㡭から日本ではጞめられました。 

 

初期の࣎ースカウࢺキャンプ 

 この┿は、初期に行われた日本の࣎ースカ

ウࢺのキャンプの様子です。ここに⤂した┿

は大ኚྂい㈗㔜なもので、それࡒれの協会からお

りしてきた┿です。こちらが、当時の㹗㹋㹁

㸿キャンプ、࢞ールスカウࢺキャンプ、㹗㹕㹁㸿

のキャンプです。日本の最初の㡭の組織キャンプ

は、民㛫の青少年団యにより᥎㐍されていました。

当時の様子がうかがい知れます。第ḟୡ⏺大戦

中には、日本のキャンプも中᩿の時期がありまし

たが、戦後、ࡩたたࡧ青少年のためのキャンプも

活しました。195� 年には、文部省が「キャン

プ指導のᡭᘬき」を発行し、学校教育や社会教育

での青少年育成のためのキャンプを᥎ 

初期のボーイスカウトキャンプ
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指導の手引き」を発行し、学校教育や社会教育で

の青少年育成のためのキャンプをਪਐしていまし

た。第二次世界大戦後は、日本では経ࡁも安定し、

人々も生活にΏとりが出来ました。

スキーやւ水ཋなど国民のアウトドアレジャー

もんに行われていました。

2．東京オリンピックとスポーツ振興法

戦後の日本社会における大変大きな出来事とし

て、1964 年開催の東ژオリンピックをあげるこ

とが出来ます。東ژオリンピック（1964）は、

社会の۱々まで、とても大きな影響を及ぼしまし

た。

オリピック開催の少し前、1961 年に「スポー

π振ڵ๏」という新しい๏が制定されました。

この๏は、オリンピック開催に向けて、日本全

体で各種のスポーπを振ڵすることを目的に作ら

れた๏です。日本のスポーπ界はもちろんのこ

とですが、私たちがかかわるキャンプをؚめた日

本全体の野外活動に対してもとても大きな影響を

及ぼしました。

この๏では、各種のスポーπの他、身体運動

にかかわるె歩旅行（ホステリング）、自転ं旅

行（サイクリング）、キャンプ活動（教育キャンプ、

組織キャンプ）などの「野外活動」を振ڵさせる

ことも文に書かれました、つまり、日本のキャ

ンプは、スポーπ振ڵ๏の中で取りѻわれました

ので、๏上は、キャンプは「野外活動の一部」

であり、野外活動は「身体運動としてのスポーπ

の一部」とされましたので、日本のキャンプは 	 行

的には 
 スポーπや体育として、長いあいだѻ

われることとなりました。このことが、その後の

日本の学校キャンプやྛ間学校で行われるキャン

プにも大きな影響を及ぼしました。この๏の影

響もあり、日本のキャンプは、集団॓ധ܇࿅、登

山やオリエンテーリングなどの体育・スポーπ的

な身体運動をともなう野外活動と野外炊飯、キャ

ンプファイアーなどがキャンプの定番として行わ

れるようになっていきました。

また、一方で、東ژオリンピックを間近にひか

え、国立大学の体育学部にも野外活動、野外運動

などを専門に研究する講࠲、研究室が用意されま

した。東ژ教育大学（現在のஜ大学）体育学部

に「野外運動研究室」が開設されましたのが、ちょ

うど 1964 年、東ژオリンピックの年でした。私

がこの大学に入ったのは、研究室が出来て 6 年

後の 1970 年ことです。

この写真は、私が大学生のࠒのこの研究室の実

習の様子です。ӈが私ですが、そのྡは、当時

の研究室の先生であった長谷川७三先生です。現

在も日本キャンプ協会顧問として活躍されていま

す。他にも研究室には、梅田先生や、今回いらっ

しゃっていますᴡ౻保夫先生も教ฬをࣥっておら

初期のガールスカウトキャンプ

初期のＹＭＣＡキャンプ

初期のＹＷＣＡキャンプ
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初期の㹗㹋㹁㸿キャンプ 

 

初期の࢞ールスカウࢺキャンプ 

 

初期の㹗㹕㹁㸿キャンプ 

 

㐍していました。第ḟୡ⏺大戦後は、日本では

⤒῭もᏳᐃし、ே々も生活にࡺとりが出᮶ました。 

スキーやᾏỈᾎなど国民のアウࢻࢺアࣞࢪャーも

┒んに行われていました。 

�㸬ᮾிオリンピックとス࣏ーࢶ⯆ἲ 

 戦後の日本社会における大ኚ大きな出᮶事と

して、1964 年開催のᮾிオリンピックをあげる

ことが出᮶ます。ᮾிオリンピック（1964）は、

社会の㝮々まで、とても大きなᙳ㡪をཬࡰしま

した。 

 オリピック開催の少し前、1961 年に「ス࣏ー

。⯆ἲ」という新しいἲᚊが制ᐃされましたࢶ

このἲᚊは、オリンピック開催にྥけて、日本

全యでྛ✀のス࣏ーࢶを⯆することを┠ⓗに

作られたἲᚊです。日本のス࣏ーࢶ⏺はもちࢁ

んのことですが、私たちがかかわるキャンプを

ྵめた日本全యの㔝እ活ືに対してもとても大

きなᙳ㡪をཬࡰしました。 

 このἲᚊでは、ྛ✀のス࣏ーࢶの、㌟య㐠

ືにかかわるᚐ歩᪑行（࣍ステリング）、自㌿㌴

᪑行（サクリング）、キャンプ活 （ື教育キャ

ンプ、組織キャンプ）などの「㔝እ活ື」を

⯆させることも᮲文に書かれました、つまり、

日本のキャンプは、ス࣏ーࢶ⯆ἲの中でྲྀり

ᢅわれましたので、ἲᚊ上は、キャンプは「㔝

እ活ືの一部」であり、㔝እ活ືは「㌟య㐠ື

としてのス࣏ーࢶの一部」とされましたので、

日本のキャンプは�行ᨻⓗには�ス࣏ーࢶやయ育

として、長いあいだᢅわれることとなりました。

このことが、その後の日本の学校キャンプやᯘ

㛫学校で行われるキャンプにも大きなᙳ㡪をཬ

しました。このἲᚊのᙳ㡪もあり、日本のキࡰ

ャンプは、㞟団ᐟἩカ⦎、Ⓩ山やオリ࢚ンテー

リングなどのయ育࣭ス࣏ーࢶⓗな㌟య㐠ືをと

もなう㔝እ活ືと㔝እ⅕飯、キャンプࣇア

ーなどがキャンプのᐃ␒として行われるように

なっていきました。 

 また、一᪉で、ᮾிオリンピックを㛫㏆にࡦ

かえ、国立大学のయ育学部にも㔝እ活ື、㔝እ

㐠ືなどをᑓ㛛に◊✲する講ᗙ、◊✲ᐊが⏝意

されました。ᮾி教育大学（現ᅾの⟃Ἴ大学）

య育学部に「㔝እ㐠ື◊✲ᐊ」が開設されまし
 �
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య育学部に「㔝እ㐠ື◊✲ᐊ」が開設されまし
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れ、飯田ູ先生はアメリカཹ学中でした。

日本のキャンプには、スポーπ・体育ܥの教員

や研究者が多くかかわっているというのは、この

ように๏をؚめた日本の歴史的എܠがありま

す。このような時代എܠの中で日本キャンプ協会

は設立されました。日本キャンプ協会は、1966

年に全国各地の青少年関連団体や野外活動研究

者、指導者、教育者などによって、キャンプの普

及と振ڵ、指導者養成 ŋ 認定、Ҧ査֨ࢿ ŋ 研究な

どを目的とする任意団体として設立されました。

長谷川७三先生、ᴡ౻保夫先生、そして関西のञ

井雄先生など、戦後す͙からキャンプの෮ڵに

関わってこられました多くの先輩ॾ氏に、վめ

て、この 50 年間のご力にお礼申し上げたいと

思います。

3．青少年教育施設と学校教育

話題を少し変えましょう。日本では、国や県が

青少年教育施設を多数保有し運Ӧしています。

1959 年 	 ত 34 年 
 にߖ太子఼下（現在の天

成婚記念事業としてզが国最初の青少ޚ（ต下ߖ

年教育施設（国立中央青年の家）が富࢜山の麓に

開設されました。現在では、国立の青少年自然の

家、青少年交ྲྀの家をはじめとして、都道府県、

市ொ村立の活動センターなど青少年教育にかかわ

る国公立施設は全国に数ඦϲ所以上あり、キャン

プ場をซ設している施設も数多くあります。

国や自࣏体が、青少年教育のための施設やキャ

ンプ場の管理運Ӧを行っているということは、お

そらく、世界の中でも日本の特徴的なことの一つ

かと思います。青少年育成を目的にこれらの施設

やキャンプ場を使用する場合は、食費以外は、ほ

とんど無償で（無料で）利用することができるた

め、数多くの学校や民間団体がこれらの施設を利

用して、キャンプや野外学習、野外活動（登山や

ハイキング、各種のアウトドアスポーπ）を実施

しています。

4．さまざまな日本のキャンプ

*CC2000 の時に、日本のキャンプがどのよう

な向にあるかお話しさせていただきました。そ

の時は、日本のキャンプは一言で言うと、多様化

しているとհさせていただきました。これは現

在もそのまま続いています。1970 年代から 80

年代にかけて、当時アメリカで行われていたキャ

ンププログラムやその考え方がさまざまな人々に

より伝達されたことや環境意識や環境教育の広ま

りも影響があるとお話ししました。また、その後、

日本では、/10 ๏が整උされ、さまざまなキャ

ンプ関係の /10 団体が設立されたことも大きな

影響を及ぼしています。

現在日本のキャンプでは、冒ݥ教育的活動や協

力・協調型プログラム、それに、環境教育や地域

の文化にかかわる活動など、数多くのキャンププ

ログラムが提供されています。日本のキャンプが

多様に展開されているഎܠには、多様な分野の人

たちがキャンプに関わっていることが考えられま

すが、しかし、この多様さの一番の要Ҽは、なん

と言っても、日本の自然の豊かさが関係している

のだろうと私は考えています。

今回この場に世界各地から参加された方々はط

に気づかれていると思いますが、日本は世界でも

類を見ないほどに豊富な自然環境を有していま

す。य़、夏、ळ、冬の季અはもとより、山、川、

ւ、ބ、都市部から農山村まで、さまざまな季અ、

多様な場所でキャンプ活動を展開することが可能

です。また、それぞれに地域ݻ有の気候風や長

い歴史の中でഓわれてきた文化があり、田২えな

どの農作業、ཬ山でのྛ業体験、伝ঝ遊び、各地

域の生活文化体験など、キャンプに取り入れるこ

とのできるプログラムが豊富に存在しています。

各国がஙき上げてきたキャンプ文化とզが国ݻ有

のキャンプ文化を交ྲྀ、༥合させることで、今後

さらに新しい日本型のキャンプ文化が育っていく

ことに大いに期待しているところです。本大会後

学生時代

 �

たのが、ちࡻうど 1964 年、ᮾிオリンピックの

年でした。私がこの大学にධったのは、◊✲ᐊ

が出᮶て 6年後の 1970 年ことです。 

 

学生時代 

この┿は、私が大学生の㡭のこの◊✲ᐊの実

習の様子です。ྑ➃が私ですが、その㞄は、当

時の◊✲ᐊの先生であった長㇂ᕝ⣧三先生です。

現ᅾも日本キャンプ協会㢳ၥとして活㌍されて

います。にも◊✲ᐊには、ᱵ田先生や、回

いらっしࡷっています㰺⸨保夫先生も教㠴をᇳ

っておられ、飯田⛱先生はアメリカ␃学中でし

た。 

 日本のキャンプには、ス࣏ー࣭ࢶయ育⣔の教

員や◊✲者が多ࡃかかわっているというのは、

このようにἲᚊをྵめた日本の歴史ⓗ⫼ᬒがあ

ります。このような時代⫼ᬒの中で日本キャン

プ協会は設立されました。日本キャンプ協会は、

1966 年に全国ྛᆅの青少年関連団యや㔝እ活

ື◊✲者、指導者、教育者などによって、キャ

ンプのᬑཬと⯆、指導者養成㺃㈨᱁ㄆᐃ、ㅝᰝ㺃

◊✲などを┠ⓗとする௵意団యとして設立され

ました。長㇂ᕝ⣧三先生、㰺⸨保夫先生、そし

て関西の㓇ဴ㞝先生など、戦後すࡄからキャ

ンプの⯆に関わってこられました多ࡃの先㍮

ㅖẶに、ᨵめて、この 50 年㛫のごດຊにお♩⏦

し上げたいとᛮいます。 

�㸬青少年教育施設と学校教育 

 ヰ㢟を少しኚえましࡻう。日本では、国や┴が

青少年教育施設を多数保᭷し㐠Ⴀしています。

1959 年� �4 年�にⓚኴ子Ẋ下（現ᅾのኳⓚ㝎

下）ᚚ成፧記念事業としてᡃが国最初の青少年教

育施設（国立中央青年の家）がᐩኈ山の麓に開設

されました。現ᅾでは、国立の青少年自↛の家、

青少年交ὶの家をはじめとして、㒔㐨ᗓ┴、市⏫

ᮧ立の活ືセンターなど青少年教育にかかわる

国බ立施設は全国に数ⓒࣨ所௨上あり、キャンプ

場をే設している施設も数多ࡃあります。 

 国や自యが、青少年教育のための施設やキャ

ンプ場の⟶理㐠Ⴀを行っているということは、お

そらࡃ、ୡ⏺の中でも日本の特徴ⓗなことの一つ

かとᛮいます。青少年育成を┠ⓗにこれらの施設

やキャンプ場を⏝する場合は、食㈝௨እは、ほ

とんど↓ൾで（↓ᩱで）⏝することができるた

め、数多ࡃの学校や民㛫団యがこれらの施設を

⏝して、キャンプや㔝እ学習、㔝እ活 （ືⓏ山や

ྛ、キングࣁ ✀のアウࢻࢺアス࣏ーࢶ）を実施

しています。 

 

4㸬さまࡊまな日本のキャンプ 

 ,&&�000 の時に、日本のキャンプがどのような

ഴྥにあるかおヰしさせていただきました。その

時は、日本のキャンプは一言で言うと、多様化し

ていると⤂させていただきました。これは現ᅾ

もそのまま⥆いています。1970 年代から 80 年代

にかけて、当時アメリカで行われていたキャンプ

プࣟグラ࣒やその⪃え᪉がさまࡊまなே々によ

りఏ㐩されたことや⎔ቃ意㆑や⎔ቃ教育のᗈま

りもᙳ㡪があるとおヰししました。また、その後、

日本では、132 ἲがᩚഛされ、さまࡊまなキャン

プ関係の 132 団యが設立されたことも大きなᙳ

㡪をཬࡰしています。 

 現ᅾ日本のキャンプでは、ෑ㝤教育ⓗ活ືや協

ຊ࣭協ㄪᆺプࣟグラ࣒、それに、⎔ቃ教育やᆅᇦ

の文化にかかわる活ືなど、数多ࡃのキャンププ

ࣟグラ࣒がᥦ౪されています。日本のキャンプが

多様にᒎ開されている⫼ᬒには、多様な分㔝のே
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のπアーもا画されています。みなさまにも日本

の多様な自然と文化を味わっていただきたいと思

います。

5．教育の視点から見るキャンプの意義や効果

さて、さらに話題を少し変えましょう。私は野

外教育の研究者でもあります。今日は、これまで

日本国内で発表されてきたキャンプに関わる研究

結果や調査結果などをհしたいと思います。こ

こに上げた教育効果は、多くの研究者の研究結果

をまとめたものです。

キャンプの教育効果に関する研究は、これま

で、さまざまな視点からの研究がなされ、多くの

研究結果が報ࠂされています。日本野外教育学会

発行の「野外教育研究」や国立オリンピック記念

青少年総合センターの調査結果報ࠂ書、日本キャ

ンプ協会発行の「キャンプ研究」などでは、キャ

ンプの教育的効果をѻった研究論文や研究報ࠂが

数多く掲載されています。これらの研究の中か

ら、特にキャンパー個人の成長や変容にয点をあ

てた研究で、教育効果が明らかにされたものを

հします。まず、キャンプの教育的効果は、大ࡶ

にまとめますと以下の三つに分類することがで

きます。

	1
 個人の成長、心理的ଆ面の効果 

	2
 他者とのίミュニケーシϣンや 

	2
 社会的ଆ面の効果  

	3
 自然認識や環境行動のଆ面における効果

さらに、具体的に実証された具体的項目では、以

下のものが向上するとされています。

①達成動ػの向上 

②自尊心、有能感の向上

③自心、զຫ、責任感の向上 　

④他者受容感・ڽ集性の向上

⑤自ݾ決定感の向上

⑥自然意識・感性の向上

　範意識・学習意ཉの向上ن⑦

　他者受容感・ڽ集性の向上など

この他にも、私たちがいま集まっています、こ

のオリンピックセンターでは、青少年教育振ػڵ

の本部があり「体験の風をおこそう運動」を展ߏ

開しています。本部には研究センターもあり、青

少年にかかわるたくさんの調査を行っています。

その調査結果では、子どものࠒに、生活体験、自

然体験、社会体験などの「体験活動の経験が多い

人ほどやる気や生きがいを持っている人が多い」

という調査結果を報ࠂしています。ここまでհ

してきたキャンプの教育効果は、データや数と

して証明、実証されてきた効果です。他にもさま

ざまな研究データや調査結果、また、キャンパー

へのインタビューや感想文などから分ੳする質的

研究の結果などもあります。

これまで多くの研究者がキャンプについて研究

をਐめてきていますが、子どもたちがキャンプで

成長する要Ҽとして挙げているものには、以下の

ようなものがあります。つまり、キャンプを通し

てよりキャンパーのより良い成長や教育的効果を

期待するのであれば、次の要ૉをキャンプにり

込むことがਪされます。

1．仲間との共同生活やグループで何かを成し

げたり、解決したりする場面があること

2．ۤしいことや大変なことに自らチャレンジし

て成ޭする場面があること

3．自然の中で本物の自然や自然物に直に触れる

会があることػ

4．グループや参加者がおかれたঢ়گをよくѲ

し、支援ができる指導者がհ在すること

5．みんなで一緒にらしを作ること

6．一日の出来事や考えたこと、思ったことなどを

みんなでふりかえる時間を持つこと、などです。

この図（図 1）は、冒ݥ教育の分野で用いら

れている図で、子どもたちのこころが少しずつ

大きく広がっていく様子を図示したものです。

 �

௨下のようなものがあります。つまり、キャン

プを㏻してよりキャンࣃーのよりⰋい成長や教

育ⓗຠᯝを期ᚅするのであれࡤ、ḟのせ⣲をキ

ャンプに┒り込ࡴことが᥎ዡされます。 

  1㸬௰㛫との共同生活やグループでఱかを成し㐙

げたり、ゎỴしたりする場㠃があること 

�㸬ⱞしいことや大ኚなことに自らࢳャࣞンࢪ

して成ຌする場㠃があること 

�㸬自↛の中で本物の自↛や自↛物に┤にゐれ

るᶵ会があること 

4㸬グループや参加者がおかれた≧ἣをよࡃᢕ

ᥱし、ᨭができる指導者がᅾすること、 

5�みんなで一⥴にᬽらしを作ること 

6㸬一日の出᮶事や⪃えたこと、ᛮったことなど

をみんなでࡩりかえる時㛫を持つこと、などで

す。  

 

ᅗ 1 ෑ㝤教育におけるここࢁの成長 

 このᅗ（ᅗ 1）は、ෑ㝤教育の分㔝で⏝いられ

ているᅗで、子どもたちのここࢁが少しࡎつ大

きࡃᗈがっていࡃ様子をᅗ♧したものです。㏻

常私たちは、Ᏻ心でᏳ全にᒃられる ーンࢰ�&

�FRPIRUWDEOH ]RQH�ෆで生活しています。キャ

ンプでは、子どもたちに意ᅗⓗにこの ーンࢰ�&

から一歩㋃み出すయ㦂をᥦ౪します。さまࡊま

なయ㦂をしながら少しࡎつ少しࡎつここࢁが成

長していきます。㌟長のኚ化やయ㔜のኚ化など

は、数್で表すことができますが、ここࢁの成

長ኚ化は、数್化はࡎࡴかしいです。このෑ㝤

教育理ㄽの⪃え᪉は、ここࢁが成長していࡃ㐣

⛬を上ᡭにあわしていますので、分かりやすい

ᅗとなっています。こどもたちは、キャンプయ

㦂を㏻して、（1）自分自㌟との関係（�）௰㛫、

者とのࢥミࣗニࢣーシࣙン（�）自↛や社会࣭

⎔ቃとの関係が少しࡎつ少しࡎつ、ᣑ大、ᨵၿ

し、ここࢁも大きࡃなっていきます。こどもは

య㦂を㏻して自から成長していきます。 

 

6�㔝እ教育の特ᛶ  

 キャンプや㔝እ教育の教育としての特ᛶにつ

いて、少しゎㄝしたいとᛮいます。さまࡊまな

キャンプ活ືを㔝እ教育や㔝እ学習としてとら

えた場合、教ᐊእの㔝እや自↛⎔ቃという場を

どう⪃え、そこで、ఱをどう教えるのか、とい

う教育┠ᶆやෆᐜ、教育᪉ἲのၥ㢟、そして、

子どもたちはయ㦂を㏻してఱを学習しているの

かといったၥ㢟が㔝እ教育には常につきまとっ

ています。キャンプを㔝እ教育として見た場合、

子どもたちはキャンプを㏻してఱを学習してい

るのでしࡻうか㸽私は◊✲の中で、教ᐊの中で

の教育と教ᐊのእでの教育のẚ㍑をしてみまし

た。キャンプなどの㔝እ教育を学校での教ᐊで

の教育とẚ㍑すると、ᵓ造ㄽⓗに教ᐊの「ෆと

እ」という⣲ᮔなᵓ造ࣔࢹルとして⪃えること

がྍ⬟です。アメリカでキャンプ教育を㔝እ教

育へと発ᒎさせた、/�%�シャープという᭷ྡな

᪉がいます。彼の᭷ྡなよࡃ知られたことࡤ

 

ᅗ � /�%�シャープの言ⴥ 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

図 1　冒険教育におけるこころの成長
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通常私たちは、安心で安全にډられる C� ゾーン

	DomfortaCle [one
 内で生活しています。キャン

プでは、子どもたちに意図的にこの C� ゾーンか

ら一歩౿み出す体験を提供します。さまざまな体

験をしながら少しずつ少しずつこころが成長して

いきます。身長の変化や体重の変化などは、数

で表すことができますが、こころの成長変化は、

数化はむずかしいです。この冒ݥ教育理論の考

え方は、こころが成長していく過程を上手にあわ

していますので、分かりやすい図となっていま

す。子どもたちは、キャンプ体験を通して、（1）

自分自身との関係（2）仲間、他者とのίミュニ

ケーシϣン（3）自然や社会・環境との関係が少

しずつ少しずつ、֦大、վ善し、こころも大きく

なっていきます。子どもは体験を通して自ら成長

していきます。

6．野外教育の特性

キャンプや野外教育の教育としての特性につい

て、少し解説したいと思います。さまざまなキャ

ンプ活動を野外教育や野外学習としてとらえた場

合、教室外の野外や自然環境という場をどう考

え、そこで、何をどう教えるのか、という教育目

ඪや内容、教育方๏の問題、そして、子どもた

ちは体験を通して何を学習しているのかといった

問題が野外教育には常につきまとっています。

キャンプを野外教育として見た場合、子どもたち

はキャンプを通して何を学習しているのでしょう

か？私は研究の中で、教室の中での教育と教室の

外での教育のൺֱをしてみました。キャンプな

どの野外教育を学校での教室での教育とൺֱす

ると、ߏ造論的に教室の「内と外」というૉな

造モデルとして考えることが可能です。アメリߏ

カでキャンプ教育を野外教育へと発展させた、

-�#� シャープという有名な方がいます。彼の有名

なよく知られたことばに次のようなことば（図 2）

があります・・・教室の中でより良く教えること

ができることは教室内で、学校外で直接体験を通

してより良く学べることは、学校の外（教室外）

で学ばれるべきである。

この図（図 3）は、-�#� シャープが言っている、

教科書で容易に教えることができることと、教科

書ではなかなか教えることがむずかしいことの関

係です。たとえば、読み書きそろばん（33T）と

言われるような教科学習は教室内でより教えやす

いですが、体験を通してはじめてわかるもの、た

とえば、川あそびの気持ちよさとか、山登りの達

成感、༑だちとの関係づくり、雪山でのスキーや

川での泳͗方などは教科書だけでは教えることが

できません。私たちのѻうキャンプは、主に、こ

の教室の外での教育となります。

少しむずかしい話になりますが、-�#� シャープ

が言う教室の内と外でѻう学習内容の関係は、実

は、学分野の「形式知と҉知」あるいは、「間

接体験と直接体験」「؍٬的知と主؍的知」「科学

的思考と情動的思考」などの知の二項関係でとら

えることができます。「ࠨ脳とӈ脳」　「*2 と &2」

「デジタルとアナログ」との関係とも同じ関係で

す。

実は、キャンプでよく行う「ふりかえり」とい

う行ҝは、キャンプで体験したۃめて個人的で主

的な思い（図のӈଆの内容）をふりかえりとい؍

う行ҝを経て、いわΏる学習されたものへと変図 2　L.B. シャープの言葉

 �

௨下のようなものがあります。つまり、キャン

プを㏻してよりキャンࣃーのよりⰋい成長や教

育ⓗຠᯝを期ᚅするのであれࡤ、ḟのせ⣲をキ

ャンプに┒り込ࡴことが᥎ዡされます。 

  1㸬௰㛫との共同生活やグループでఱかを成し㐙

げたり、ゎỴしたりする場㠃があること 

�㸬ⱞしいことや大ኚなことに自らࢳャࣞンࢪ

して成ຌする場㠃があること 

�㸬自↛の中で本物の自↛や自↛物に┤にゐれ

るᶵ会があること 

4㸬グループや参加者がおかれた≧ἣをよࡃᢕ

ᥱし、ᨭができる指導者がᅾすること、 

5�みんなで一⥴にᬽらしを作ること 

6㸬一日の出᮶事や⪃えたこと、ᛮったことなど

をみんなでࡩりかえる時㛫を持つこと、などで

す。  

 

ᅗ 1 ෑ㝤教育におけるここࢁの成長 

 このᅗ（ᅗ 1）は、ෑ㝤教育の分㔝で⏝いられ

ているᅗで、子どもたちのここࢁが少しࡎつ大

きࡃᗈがっていࡃ様子をᅗ♧したものです。㏻

常私たちは、Ᏻ心でᏳ全にᒃられる ーンࢰ�&

�FRPIRUWDEOH ]RQH�ෆで生活しています。キャ

ンプでは、子どもたちに意ᅗⓗにこの ーンࢰ�&

から一歩㋃み出すయ㦂をᥦ౪します。さまࡊま

なయ㦂をしながら少しࡎつ少しࡎつここࢁが成

長していきます。㌟長のኚ化やయ㔜のኚ化など

は、数್で表すことができますが、ここࢁの成

長ኚ化は、数್化はࡎࡴかしいです。このෑ㝤

教育理ㄽの⪃え᪉は、ここࢁが成長していࡃ㐣

⛬を上ᡭにあわしていますので、分かりやすい

ᅗとなっています。こどもたちは、キャンプయ

㦂を㏻して、（1）自分自㌟との関係（�）௰㛫、

者とのࢥミࣗニࢣーシࣙン（�）自↛や社会࣭

⎔ቃとの関係が少しࡎつ少しࡎつ、ᣑ大、ᨵၿ

し、ここࢁも大きࡃなっていきます。こどもは

య㦂を㏻して自から成長していきます。 

 

6�㔝እ教育の特ᛶ  

 キャンプや㔝እ教育の教育としての特ᛶにつ

いて、少しゎㄝしたいとᛮいます。さまࡊまな

キャンプ活ືを㔝እ教育や㔝እ学習としてとら

えた場合、教ᐊእの㔝እや自↛⎔ቃという場を

どう⪃え、そこで、ఱをどう教えるのか、とい

う教育┠ᶆやෆᐜ、教育᪉ἲのၥ㢟、そして、

子どもたちはయ㦂を㏻してఱを学習しているの

かといったၥ㢟が㔝እ教育には常につきまとっ

ています。キャンプを㔝እ教育として見た場合、

子どもたちはキャンプを㏻してఱを学習してい

るのでしࡻうか㸽私は◊✲の中で、教ᐊの中で

の教育と教ᐊのእでの教育のẚ㍑をしてみまし

た。キャンプなどの㔝እ教育を学校での教ᐊで

の教育とẚ㍑すると、ᵓ造ㄽⓗに教ᐊの「ෆと

እ」という⣲ᮔなᵓ造ࣔࢹルとして⪃えること

がྍ⬟です。アメリカでキャンプ教育を㔝እ教

育へと発ᒎさせた、/�%�シャープという᭷ྡな

᪉がいます。彼の᭷ྡなよࡃ知られたことࡤ

 

ᅗ � /�%�シャープの言ⴥ 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 �

にḟのようなことࡤ（ᅗ �）があります࣭࣭࣭

教ᐊの中でよりⰋࡃ教えることができることは

教ᐊෆで、学校እで┤᥋య㦂を㏻してよりⰋࡃ

学べることは、学校のእ（教ᐊእ）で学ࡤれる

べきである。 

 

ᅗ � 教ᐊの中、教ᐊのእ 

 

 このᅗ（ᅗ �）は、/�%�シャープが言ってい

る、教⛉書でᐜ᫆に教えることができることと、

教⛉書ではなかなか教えることがࡎࡴかしいこ

との関係です。たとえࡤ、ㄞみ書きそࡤࢁん（�5V）

と言われるような教⛉学習は教ᐊෆでより教え

やすいですが、య㦂を㏻してはじめてわかるも

の、たとえࡤ、ᕝあそࡧの気持ちよさとか、山

Ⓩりの㐩成ឤ、だちとの関係࡙ࡃり、㞷山で

のスキーやᕝでのὋࡂ᪉やなどは教⛉書だけで

は教えることができません。私たちのᢅうキャ

ンプは、主に、この教ᐊのእでの教育となりま

す。 

 少しࡎࡴかしいヰになりますが、/�%�シャー

プが言う教ᐊのෆとእでᢅう学習ෆᐜの関係は、

実は、ဴ 学分㔝の「ᙧᘧ知とᬯ㯲知」あるいは、

「㛫᥋య㦂と┤᥋య㦂」「ᐈほⓗ知と主ほⓗ知」

「⛉学ⓗᛮ⪃と情ືⓗᛮ⪃」などの知の㡯関

係でとらえることができます。「ᕥ⬻とྑ⬻」 

「,4 と との関係と「グࣟࢼタルとアࢪࢹ 」「4)

も同じ関係です。 

 実は、キャンプでよࡃ行う「ࡩりかえり」と

いう行Ⅽは、キャンプでయ㦂したᴟめてಶேⓗ

で主ほⓗなᛮい（ᅗのྑഃのෆᐜ）をࡩりかえ

りという行Ⅽを⤒て、いわࡺる学習されたもの

へとኚする行Ⅽ（ྑഃのᅗからᕥഃのୡ⏺へ

のᶫΏしをすること）で、言ⴥや共᭷された知

㆑として学べるものにኚしていることになり

ます。 

 私は、教育学者ࣗࢹーが言う、一ḟయ㦂と

ḟయ㦂の関係は、このᅗのྑഃのきわめてಶ

ேⓗにయ㦂されたこと（第一ḟయ㦂）を自分自

㌟のෆ省や௰㛫とのࡩりかえりを㏻して、ᕥഃ

のᅗののேと共᭷できるయ㦂や知にኚする

（第ḟయ㦂）ことを指しているのだࢁうとゎ

㔘しています。私は、どちらの᪉が正しいか㛫

㐪っているか、どちらのほうが、教育としてⰋ

いかᝏいかといった関係を言っているのではあ

りません。どちらも大事ですし、バランスが大

切です。キャンプや㔝እ教育は、య㦂を学ࡧに

発ᒎさせることができるきわめてバランスのと

れたⰋい教育であるということが言いたいので

す。 

 

7㸬キャンプయ㦂を㏻した文化の⥅ᢎについて 

 私のキャンプのཎⅬは学生時代にありますが、

私には、もう一つ大きなᙳ㡪をཷけたことがあ

りました。大学院をಟし、᫂大学に⫋を得

た後、三༑ṓ代༙ࡤで、1年㛫のアメリカでのᅾ

እ◊✲（9LVLWLQJ 5HVHDUFKHU）のᶵ会が得られ

ました。1985年からの1年㛫でした。この1年㛫

のできごとは、初期にキャンプを学んだ時と同

じか、あるいはそれ௨上に、現ᅾの私の⪃え᪉

にỴᐃⓗに大きなᙳ㡪をཬࡰしました。 

 アメリカリࣀ大学大学院には、㔝እ教

育ᑓ㛛ࢥースがあり、㔝እ教育でⴭྡなࢼࢻル

ッࢼ࣭ࣇン先生やⱝᡭのクリ࣐ー࣐ンࣁ�5࣭ࢻ

プ先生たちが教㠴をᇳっておられ、私も┤᥋指

導をཷけました。この時に、ࣁン࣐ー࣐ン先生

図 3　教室の中、教室の外
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する行ҝ（ӈଆの図からࠨଆの世界への橋渡しを

すること）で、言葉や共有された知識として学べ

るものに変していることになります。

私は、教育学者デューイが言う、第一次経験と

第二次経験の関係は、この図のӈଆのきわめて個

人的に体験されたこと（第一次経験）を自分自身

の内省や仲間とのふりかえりを通して、ࠨଆの図

の他の人と共有できる体験や知に変する（第二

次経験）ことを指しているのだろうと解釈してい

ます。私は、どちらの方が正しいか間違っている

か、どちらのほうが、教育として良いかѱいかと

いった関係を言っているのではありません。どち

らも大事ですし、バランスが大切です。キャンプ

や野外教育は、体験を学びに発展させることがで

きるきわめてバランスのとれた良い教育であると

いうことが言いたいのです。

7．キャンプ体験を通した文化の継承について

私のキャンプの原点は学生時代にありますが、

私には、もう一つ大きな影響を受けたことがあり

ました。大学院を修ྃし、明࣏大学に職を得た後、

三े歳代ばで、1 年間のアメリカでの在外研究

（7iTiting 3eTearDIer）のػ会が得られました。

1985 年からの 1 年間でした。この 1 年間のでき

ごとは、初期にキャンプを学んだ時と同じか、あ

るいはそれ以上に、現在の私の考え方に決定的に

大きな影響を及ぼしました。

アメリカ北イリϊイ大学大学院には、野外教育

専門ίースがあり、野外教育で著名なドナルド・

3� ハンマーマン先生や若手のクリフ・ナップ先

生たちが教ฬをࣥっておられ、私も直接指導を受

けました。この時に、ハンマーマン先生から教え

ていただいたことで、今でも強く印象に残ってい

ることがあります。

ハンマーマン先生は、野外教育を行うことの意

義の一つとして、「野外での直接体験を通して、

ことばや֓念の本当の意味が身につくことであ

る」と言われていたことです。先生がこの点を強

調されていたことは、教育学者でもあるジϣ

ン・デューイのプラグマチズムの影響もあると思

われますが、最近、とくに先生の言われていた「本

当のことばの意味がわかること、身につくこと」

（図 4）が野外教育の強みであり、かつ大事な視

点であるということが実感として、私にもよくわ

かるようになってきました。

アメリカでの 1 年間で、文化というものは、

共有体験や、生活体験の中から形作られるՁ؍

を基൫に、じっくりと時間をかけて作られていく

ということを強く実感しました。日本人が誰もい

ないところで、たった一人で 1 年間生活したお

かげで、私個人という人間がいかに日本の文化を

受け継いだ存在であるかということをとても強く

感じた 1 年間でした。

キャンプでテントに৸たことのある子どもに

とって「テント」ということばや文ࣈの意味は、

(oogle を使って調べた「キャンプでധまるため

の道具」という以上の、たくさんの意味や体験、

イメージをؚんだことばとなっているはずです。

ѱ天の中、同じテントで共にらした仲間同࢜で

あれば、「テント」ということばには、ߋに多様

な意味付けがなされていることでしょう。

ある言葉がؚんでいる意味は、そのことばを受

けるଆの体験ίードをհして理解されていきます

ので、同じ体験が共有されていますと、言葉も意

味をؚんで૬手に伝わっていきます。

最近私は、この「共有体験を通して、ことばの

本当の意味がわかる、体験を通して身につけたこ

とばに意味が生じる」という点にキャンプのもう

一つの大事で大きな意義があると感じるように

なってきました。かつてハンマーマン先生が言っ

ていたことはこれなんだなと確信しています。イ

ンターωットが開発された 1985 年以߱に生まれ

た世代は、デジタルωイティブと呼ばれるそうで

す。デジタルωイティブ世代の子どもたちにとっ図 4　野外教育の重要な意義

 7

から教えていただいたことで、でもᙉࡃ༳象

にṧっていることがあります。 

 

ᅗ4 㔝እ教育の㔜せな意⩏ 

 

ン先生は、㔝እ教育を行うことの࣐ー࣐ンࣁ 

意⩏の一つとして、「㔝እでの┤᥋య㦂を㏻して、

ことࡤやᴫ念の本当の意味が㌟につࡃことであ

る」と言われていたことです。先生がこのⅬを

ᙉㄪされていたことは、教育ဴ学者でもあるࢪ

ࣙン࣭ࣘࢹーのプラグࢳ࣐ズ࣒のᙳ㡪もある

とᛮわれますが、最㏆、とࡃに先生の言われて

いた「本当のことࡤの意味がわかること、㌟に

つࡃこと」（ᅗ4）が㔝እ教育のᙉみであり、か

つ大事などⅬであるということが実ឤとして、

私にもよࡃわかるようになってきました。 

 アメリカでの1年㛫で、文化というものは、共

᭷య㦂や、生活య㦂の中からᙧ作られる౯್ほ

をᇶ┙に、じっࡃりと時㛫をかけて作られてい

実ឤしました。日本ேがㄡࡃということをᙉࡃ

もいないとこࢁで、たった一ேで1年㛫生活した

おかげで、私ಶேというே㛫がいかに日本の文

化をཷけ⥅いだᏑᅾであるかということをとて

もᙉࡃឤじた1年㛫でした。 

 キャンプでテンࢺにᐷたことのある子どもに

とって「テンࢺ」ということࡤや文Ꮠの意味は、

*RRJOHをってㄪべた「キャンプでἩまるため

の㐨ල」という௨上の、たࡃさんの意味やయ㦂、

。ですࡎとなっているはࡤをྵんだことࢪメー

ᝏኳの中、同じテンࢺで共にᬽらした௰㛫同ኈ

であれࡤ、「テンࢺ」ということࡤには、᭦に多

様な意味付けがなされていることでしࡻう。 

 ある言ⴥがྵんでいる意味は、そのことࡤを

ཷけるഃのయ㦂ࢥーࢻをして理ゎされていき

ますので、同じయ㦂が共᭷されていますと、言

ⴥも意味をྵんで┦ᡭにఏわっていきます。 

 最㏆私は、この「共᭷య㦂を㏻して、ことࡤ

の本当の意味がわかる、య㦂を㏻して㌟につけ

たことࡤに意味が生じる」というⅬにキャンプ

のもう一つの大事で大きな意⩏があるとឤじる

ようになってきました。かつてࣁン࣐ー࣐ン先

生が言っていたことはこれなんだなと☜ಙして

います。ンターࢿッࢺが開発された1985年௨

㝆に生まれたୡ代は、ࢪࢹタルࢿィティࣈと

ୡ代の子ࣈィティࢿタルࢪࢹ。れるそうですࡤ

どもたちにとって「య㦂すること」の意味は、

ますます大きࡃなっていࡃものとᛮわれます。

上（እ部記᠈⨨）の⏝語とయࢺッࢿンター

㦂を㏻して㌟につけた⏝語には大きな㐪いがあ

ります。 

 

య㦂と⤖ࡧつࡃ言ⴥの意味 

 

 この┿にっているのは、私のᏞですが、

このኟ、私が生まれ育った実家の前のᕝで、㔮

りの仕᪉を教えてきました。彼は、私よりも上

ᡭにス࣐࣍を自⏤自ᅾにいこなしていますが、

このᕝで彼自㌟の㌟యの中に記᠈させた「㔮り」

や「ᕝあそࡧ」は、*RRJOHの᳨⣴情報からは見

つけられない、自分だけのᐆ物として彼の㌟య

や⬻の中にṧっているのだとᛮいます。私は、
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て「体験すること」の意味は、ますます大きくなっ

ていくものと思われます。インターωット上（外

部記憶置）の用語と体験を通して身につけた用

語には大きな違いがあります。

この写真に写っているのは、私のଙですが、こ

の夏、私が生まれ育った実家の前の川で、りの

仕方を教えてきました。彼は、私よりも上手にス

マホを自由自在に使いこなしていますが、この川

で彼自身の身体の中に記憶させた「り」や「川

あそび」は、(oogle の検ࡧ情報からは見つけら

れない、自分だけの宝物として彼の身体や脳の中

に残っているのだと思います。私は、世界がグロー

バル化している今、子どもたちにキャンプを提供

する事の大事な意味がこの点にもあると思ってい

ます。このようなローカルで文化的な体験を子ど

もたちに伝えていくことがいまとても大事ではな

いかと最近特に強く感じています。　

青少年キャンプには、生きる力を育んだり、仲

間とのίミュニケーシϣン能力を向上させたり、

自然؍を育成するなど、時代を超えて通ఈする 3

つの大きなねらいと教育的な効果があります。私

は、最近は、これに加えて、文化的なことばの意

味が共有されること、つまり「日本的な文化を伝

えること」、「その国の文化をキャンプを通じて伝

えること」をキャンプ 4 番目のねらいとしても

良いのではないかと考えるようになりました。

私たち大人がキャンプで使っている何気ないこ

とばの中には、日本人の自然の見方や考え方、自

然と関わるらしの中から͗出されてきたこと

ばが豊富にあります。子どもたちは、自然の中で

キャンプをするという共有体験を通して、私たち

大人が先人から受け継いできた日本的な自然؍や

ものの見方考え方、自然との接し方を知らず知ら

ずのうちに学び、身につけ、受け継いでいるので

はないか、それが、大きな目で見ると日本文化の

伝ঝにܨがっているのではないか、最近特にそう

思うようになってきています。

戦後 70 年、ますますグローバル化する国際社

会の中で、今の日本の子どもたちが成長し、ւ外

の同世代の人たちと交ྲྀし意見交するときに、

しっかりとした日本的なものの見方考え方を基൫

にし、自分の国を誇り、自信を持って意見が言え

るような、そんな日本人がキャンプを通してたく

さん育っていってཉしいとئっています。

いつの時代にも大事なことは、「良質な体験の

場と自然環境と信པできる指導者」がいる場を青

少年のためにいつも用意しておくことです。その

ために最దなのが組織キャンプなのです。学校教

育のิとしてばかりでなく青少年が成長してい

く上での必ਢ事項として、また、各国の文化の継

ঝとしてもキャンプ体験がとても重要だと私は考

えています。これからもօさんと手を携えてキャ

ンプ振ڵにྭんで行きましょう。

みなさま、ご੩ௌ、ありがとうございました。

本稿は 2016 年 10 月 29 日から開催された、

第 6 回アジア・オセアニア・キャンプ大会での

基調講演（10 月 31 日）「0rgani[eE Camping in 

+apan」の内容です。掲載にあたり、発表者のঝ

を得て一部加筆修正しています。

体験と結びつく言葉の意味

 7

から教えていただいたことで、でもᙉࡃ༳象

にṧっていることがあります。 

 

ᅗ4 㔝እ教育の㔜せな意⩏ 

 

ン先生は、㔝እ教育を行うことの࣐ー࣐ンࣁ 

意⩏の一つとして、「㔝እでの┤᥋య㦂を㏻して、

ことࡤやᴫ念の本当の意味が㌟につࡃことであ

る」と言われていたことです。先生がこのⅬを

ᙉㄪされていたことは、教育ဴ学者でもあるࢪ

ࣙン࣭ࣘࢹーのプラグࢳ࣐ズ࣒のᙳ㡪もある

とᛮわれますが、最㏆、とࡃに先生の言われて

いた「本当のことࡤの意味がわかること、㌟に

つࡃこと」（ᅗ4）が㔝እ教育のᙉみであり、か

つ大事などⅬであるということが実ឤとして、

私にもよࡃわかるようになってきました。 

 アメリカでの1年㛫で、文化というものは、共

᭷య㦂や、生活య㦂の中からᙧ作られる౯್ほ

をᇶ┙に、じっࡃりと時㛫をかけて作られてい

実ឤしました。日本ேがㄡࡃということをᙉࡃ

もいないとこࢁで、たった一ேで1年㛫生活した

おかげで、私ಶேというே㛫がいかに日本の文

化をཷけ⥅いだᏑᅾであるかということをとて

もᙉࡃឤじた1年㛫でした。 

 キャンプでテンࢺにᐷたことのある子どもに

とって「テンࢺ」ということࡤや文Ꮠの意味は、

*RRJOHをってㄪべた「キャンプでἩまるため

の㐨ල」という௨上の、たࡃさんの意味やయ㦂、

。ですࡎとなっているはࡤをྵんだことࢪメー

ᝏኳの中、同じテンࢺで共にᬽらした௰㛫同ኈ

であれࡤ、「テンࢺ」ということࡤには、᭦に多

様な意味付けがなされていることでしࡻう。 

 ある言ⴥがྵんでいる意味は、そのことࡤを

ཷけるഃのయ㦂ࢥーࢻをして理ゎされていき

ますので、同じయ㦂が共᭷されていますと、言

ⴥも意味をྵんで┦ᡭにఏわっていきます。 

 最㏆私は、この「共᭷య㦂を㏻して、ことࡤ

の本当の意味がわかる、య㦂を㏻して㌟につけ

たことࡤに意味が生じる」というⅬにキャンプ

のもう一つの大事で大きな意⩏があるとឤじる

ようになってきました。かつてࣁン࣐ー࣐ン先

生が言っていたことはこれなんだなと☜ಙして

います。ンターࢿッࢺが開発された1985年௨

㝆に生まれたୡ代は、ࢪࢹタルࢿィティࣈと

ୡ代の子ࣈィティࢿタルࢪࢹ。れるそうですࡤ

どもたちにとって「య㦂すること」の意味は、

ますます大きࡃなっていࡃものとᛮわれます。

上（እ部記᠈⨨）の⏝語とయࢺッࢿンター

㦂を㏻して㌟につけた⏝語には大きな㐪いがあ

ります。 

 

య㦂と⤖ࡧつࡃ言ⴥの意味 

 

 この┿にっているのは、私のᏞですが、

このኟ、私が生まれ育った実家の前のᕝで、㔮

りの仕᪉を教えてきました。彼は、私よりも上

ᡭにス࣐࣍を自⏤自ᅾにいこなしていますが、

このᕝで彼自㌟の㌟యの中に記᠈させた「㔮り」

や「ᕝあそࡧ」は、*RRJOHの᳨⣴情報からは見

つけられない、自分だけのᐆ物として彼の㌟య

や⬻の中にṧっているのだとᛮいます。私は、
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特別寄稿

組織キャンプの先駆者小西孝彦が残したもの

石田易司（桃山学院大学教授）

Yasunori ISHIDA

論文の概要

戦後の日本のキャンプのリーダーの一人である

小西孝彦の業績を、彼の著作、知人の証言、追悼

集「小西孝彦さんに学ぶ」などから考える。

神戸 YMCA のキャンプカウンセラー、アサヒ

キャンプのキャンプ長、オーナーなど、30 年近

く組織キャンプの世界に関わってきた小西は、日

本で最初の市民に開かれた組織キャンプ場の創

設、日本で最初のスペシャルニーズキャンプの実

施、家型やフレッシュエア型のテントの日本での

製作、組織キャンプに関する著作など、日本型の

組織キャンプの創造に大きな足跡を残した。

その目指したものは、キャンプに参加する子ど

もたちだけでなく、キャンプカウンセラーとして

活動した学生ボランティアなど、広く青少年の育

成を目指す無償のムーブメントであり、「Camping 

for All」という考え方に根差した、誰でもがキャ

ンプができるという、一人ひとりの人権を尊重す

る精神にあった。

目次

1．小西孝彦の残したもの

①アサヒ型テント、フレッシュエア型テント

②「キャンプカウンセリング」「組織キャンプ」

③物語

④障がい児者キャンプ

2．小西孝彦の略歴

キーワード　

　組織キャンプ、アサヒキャンプ、障がい児キャンプ、フレッシュエアーテント、創造と協同

3．小西が創ったアサヒキャンプ

4．まとめに変えて～小西の言葉

①キャンプは善意のムーブメント

②組織キャンプの形

③キャンプのプログラムとは

④キャンピング　フォー　オール

⑤キャンプの安全

⑥キャンプの食事はスローフード

⑦キャンプカウンセラーのリーダーシップ

⑧キャンプ長の仕事は未来を見ること

1．小西孝彦の残したもの

2015 年 12 月、小西孝彦が死んだ。その人を

知っている人は、キャンプをしている人の中でも

ごく限られた少数の人だろう。彼がアサヒキャ

ンプのキャンプ長として直接キャンプの世界に関

わったのは 1953 年から 63 年のわずか 10 年で

しかなかった。しかも、アサヒキャンプという狭

い世界の中でのことでしかない。しかし、この短

い間に、ともにキャンプをした人達の心には、大

きな印象を残した人だった。

また、一緒にキャンプをしたことのない人で

も、そして、小西の名前は知らなくっても、たと

えば、少年時代ボーイスカウトの活動に参加した

人や、学校キャンプに参加した人の記憶に残って

いるはずの、カーキ色の帆布を使った家形テント

や、クラスの男子や女子がそれぞれ一つのテント
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で眠れる大きなフレッシュエア型テントを初めて

日本に導入した人が小西孝彦である。

私が初めてキャンプの世界に飛び込んだ 1960

年代、キャンプカウンセラーとして勉強しようと

したとき、参考になる本を探してその少なさに多

くの人が戸惑っていただろう。1967 年にベース

ボールマガジン社からミッチェルとクロフォード

が書き、兼松保一氏が訳した「キャンプカウンセ

リング」という本が出版され、当時のキャンプリー

ダーにはまさにバイブルのような存在になるのだ

が、小西孝彦はその前年、66 年に「キャンプカ

ウンセリング」という本を、67 年には「組織キャ

ンプ」という本を出版している（いずれも朝日新

聞大阪厚生文化事業団）。商業出版されたわけで

はないので、それを見た人は限られているだろう

が、持っている人はまさに宝物のように大切にし

てきたはずだ。私の手元にも先輩から譲られた、

ぼろぼろの表紙で、中には線や書き込みがいっぱ

いされた、汚いその本があり、今も私の心の中で

大切にされている。

また、その後、キャンプや障がい者福祉などの

研修会や講演会で小西が語った話も、形ではない

けれど、多くの人の心に深く残っている。冷めて

しまったカレーライスが、とてもおいしかったと

いう日本で最初の障がい児キャンプのエピソード

や、先に書いた家形テントを作った時の話だ。

この障がい児キャンプは、今でも各地で、様々

な団体の手で実施されている。竹内靖子の調査で

は、大阪市内の特別支援学校、社会福祉施設、

ＮＰＯ／ボランティア団体などの手で、2014 年

夏には 60 団体も実施している（※ 1）。この障が

い者キャンプの最初の仕掛け人の一人が小西孝彦

だった。

※ 1［知的発達障がい児・者キャンプの意義と可能性に関

する実証的研究］〔科研費〕

戦後の関西で、まさに先駆的なキャンプの世界

で、こうした様々な事績を作ったのが小西孝彦な

のである。

ではその一つひとつのことをもう少し深く振り

返ってみよう。

①アサヒ型テント、フレッシュエア型テント

1953 年、小西孝彦がその創設に関わったアサ

ヒキャンプでは、当時、その道具のほとんどを米

軍や日本軍から払い下げられたキャンプ用具を使

用していた。道具のほとんどが軍隊使用のもの

だったので、色はほとんどが目立たないカーキ色

一色であった。

私が初めてアサヒキャンプに参加したアサヒ志

摩キャンプセンターの倉庫の奥から、昆虫採集で

使うような細いガラス容器がたくさん出てきた。

英語の読める仲間が説明を読むと、死体の脇に挟

んで、個人が識別できるように名前などを入れて

おく容器だった。

こんなふうに、テント、毛布、飯ごう、なべな

ど、いろんなものが軍隊の払い下げ品だった。

下のパンフレットは 1953 年、アサヒキャンプ

が初めて大阪府と奈良県の県境、生駒山上で開設

された時のパンフレットだが、見てわかる通り、

テントは三角テントである。移動に大切な軽さ、

冬季使用に必要な暖房効率、風対応などを考える

と、この三角テントは合理的である。

しかし、夏季だけ使用する、また定住型のキャ

ンプでは、この三角テントが不自由で使いにくい

のは当然である。暑いし、立って生活することが

できない。低い屋根で高さのない部分は物置にも

ならない。

そんな 1953 年、ヘミングウエイ原作、グレゴ

リー・ペック主演の一本の映画が世界中で大ヒッ

トした。「キリマンジャロの雪」である。アフリ

カのサバンナを探検する小説家の話である。けが

をして、ベースキャンプから動けなくなって救援

を待つ、そのテント生活が冒頭に出てくる。映画

を見て、小西はそのテントに釘付けになった。そ

れまで日本では見たこともない「ウォール」のあ

る家型のテントだ。ビデオのない時代、小西はそ
 

 

ものだったので、Ⰽはほとんどが┠立

たないカーキⰍ一Ⰽであった。 

私が初めてアサヒキャンプに参加し

たアサヒᚿᦶキャンプセンターのᗜ

のዟから、᪻᥇㞟でうような⣽い

さん出てきた。ⱥ語ࡃラスᐜჾがた࢞

のㄞめる௰㛫がㄝ᫂をㄞࡴと、Ṛయの

⬥にᣳんで、ಶேが㆑ูできるように

ྡ前などをධれておࡃᐜჾだった。 

こんなࡩうに、テンࢺ、ẟᕸ、飯ご

う、なべなど、いࢁんなものが㌷㝲の

ᡶい下げရだった。 

ྑのࣃンࣞࣇッࢺは 195� 年、アサヒ

キャンプが初めて大阪ᗓとዉⰋ┴の┴

ቃ、生駒山上で開設された時のࣃンࣇ

ࣞッࢺだが、見てわかる㏻り、テンࢺ

は三ゅテンࢺである。⛣ືに大切な㍍

さ、Ꮨ⏝にᚲせなᬮᡣຠ⋡、㢼対

ᛂなどを⪃えると、この三ゅテンࢺは

合理ⓗである。 

しかし、ኟᏘだけ⏝する、またᐃ

ఫᆺのキャンプでは、この三ゅテンࢺ

が自⏤でいにࡃいのは当↛である。

ᬬいし、立って生活することができな

い。పいᒇ᰿で高さのない部分は物⨨

にもならない。 

 

そんな 195� 年、࣊ミングウ࢚ཎ作、

グࣞࢦリー࣭ペック主₇のの一本のᫎ

⏬がୡ⏺中で大ヒッࢺした。「キリ࣐

ンࢪャࣟの㞷」である。アࣇリカのサ

バンࢼを᥈᳨する小ㄝ家のヰである。

けがをして、࣋ースキャンプからືけ

なࡃなってᩆをᚅつ、そのテンࢺ生

活がෑ㢌に出てࡃる。ᫎ⏬を見て、小

西はそのテンࢺに㔥付けになった。そ

れまで日本では見たこともない「ウ࢛

ール」のある家ᆺのテンࢺだ。ࢹࣅオ

のない時代、小西はそのᫎ⏬のෑ㢌の

場㠃だけのために � 回も 4 回も見て、

ᅗ㠃をᥥき、サズを った。これが

ཱྀ山スキー◊✲所（※�）のᡭでၟရ

化される。 

 ※� ཱྀ山スキー◊✲所 大阪市༊に

あったⓏ山やスキーのᑓ㛛ᗑ。ཱྀ♩

ྜྷẶが創設し、�000 年はじめに、高㱋

のため㛢㙐した。私もこのᗑでさまࡊ

まなキャンプ⏝ရを㉎ධしていたが、

リࣗックも、Ⓩ山㠐も⣒がྂࡃなって

きたら、↓ᩱでಟ理してࡃれた。子ど

もの⛣ືキャンプで一ே⏝テンࢺがᚲ

せだといったら、一⥴に設ィᅗをᘬい

て、いࡃつかのヨ作ရを作ってࡃれた。 

しかし、一生ものをりにしてい

たため、高㱋者は一ᗘ㈙ったものは

� ᗘ㈙うことはなࡃ、ⱝいேがⓏ山

やスキーをしなࡃなって、また、ᗑ

主の高㱋もあって、ᗑは㛢㙐された。

ཱྀ♩ྜྷẶは �004 年、日本キャンプ

P29-37.indd   30 2017/01/25   17:39:22



JJCS 20 2017

31

の映画の冒頭の場面だけのために 3 回も 4 回も

見て、図面を描き、サイズを測った。これが北口

山スキー研究所（※ 2）の手で商品化される。

※ 2　北口山スキー研究所　大阪市北区にあった登山やス

キーの専門店。北口礼吉氏が創設し、2000 年はじめに、

高齢のため閉鎖した。私もこの店でさまざまなキャン

プ用品を購入していたが、リュックも、登山靴も糸が

古くなってきたら、無料で修理してくれた。子どもの

移動キャンプで一人用テントが必要だといったら、一

緒に設計図を引いて、いくつかの試作品を作ってくれ

た。

しかし、一生ものを売りにしていたため、高齢

者は一度買ったものは 2 度買うことはなく、若

い人が登山やスキーをしなくなって、また、店主

の高齢もあって、店は閉鎖された。北口礼吉氏は

2004 年、日本キャンプ協会キャンピングアワー

ドを受賞されている。

そして、アサヒキャンプだけでなく、ボーイス

カウトなどでも定住型のキャンプで使用するテン

トのモデルとして日本中に普及するのである。

また、小西は 1956 年、朝日新聞厚生文化事業

団創設 50 周年事業の一環で、アサヒキャンプカ

ウンセラー卒業生で大阪府野外活動協会職員の吉

水泰彦と 48 日間、アメリカのキャンプの視察に

出かける。その結果が次の項に出てくる「組織キャ

ンプ」としてまとめられるのだが、その中に印象

的な項目がある。

ニューヨーク・ヘラルド・トリビューンという

新聞社が、スラムの子どもたちに新鮮な自然の空

気をと、「フレッシュエアキャンプ」という社会

事業的な視点を持ったキャンプを実施している。

その時に使用しているテントが、日本での学校

キャンプなどに向いていると、日本に持ち込むの

である。これも北口山スキー研究所の手で商品化

され、各地に広がっていくのだ。1 クラスの男女

およそ 20 人が一緒に生活できる広さ。テント台

があるので、雨や湿気に強い。ウォールがあるの

で、立って生活できる。1 シーズン中、建てたま

まで管理できる丈夫さなどが、このテントの特色

だ。学校キャンプ中心に普及してきた日本のキャ

ンプではまさにヒット商品だろう。

②「キャンプカウンセリング」「組織キャンプ」

1966 年、小西は「キャンプカウンセリング」

という本を書く。63 年、小西は朝日新聞内の厚

生文化事業団から印刷局に異動になるのだが、

キャンプの現場を離れたこと、勤務時間が深夜に

及ぶことなどで時間ができたことなどが理由で、

これまで活動してきたことをまとめようとする。

キャンプディレクター 10 年の活動のまとめであ

る。

神戸ＹＭＣＡで、関西学院大学社会学部で今井

鎭雄から学んだグループワークの理論と、アサヒ

キャンプでの実践を整理した小冊子である。

その時、アサヒキャンプでキャンプ長をしてい

た佐野信三がその出版に大きな役割を果たしたこ

とが、前書きに出てくるが、彼も同志社大学で大

塚達雄からグループワークを学んだのだから、内

容はもしかしたら二人の合作といえるのかもしれ

ない。

アサヒキャンプでは、それまで日本のキャンプ

をリードしていたボーイスカウトやＹＭＣＡが使

用していたキャンプリーダーという用語を使用せ

ず、キャンプカウンセラーといっていたが、まさ

にリーダーではなくカウンセラーだと、グループ

ワーク、カウンセリングの理論をキャンプに応用

 

 

ものだったので、Ⰽはほとんどが┠立

たないカーキⰍ一Ⰽであった。 

私が初めてアサヒキャンプに参加し

たアサヒᚿᦶキャンプセンターのᗜ

のዟから、᪻᥇㞟でうような⣽い

さん出てきた。ⱥ語ࡃラスᐜჾがた࢞

のㄞめる௰㛫がㄝ᫂をㄞࡴと、Ṛయの

⬥にᣳんで、ಶேが㆑ูできるように

ྡ前などをධれておࡃᐜჾだった。 

こんなࡩうに、テンࢺ、ẟᕸ、飯ご

う、なべなど、いࢁんなものが㌷㝲の

ᡶい下げရだった。 

ྑのࣃンࣞࣇッࢺは 195� 年、アサヒ

キャンプが初めて大阪ᗓとዉⰋ┴の┴

ቃ、生駒山上で開設された時のࣃンࣇ

ࣞッࢺだが、見てわかる㏻り、テンࢺ

は三ゅテンࢺである。⛣ືに大切な㍍

さ、Ꮨ⏝にᚲせなᬮᡣຠ⋡、㢼対

ᛂなどを⪃えると、この三ゅテンࢺは

合理ⓗである。 

しかし、ኟᏘだけ⏝する、またᐃ

ఫᆺのキャンプでは、この三ゅテンࢺ

が自⏤でいにࡃいのは当↛である。

ᬬいし、立って生活することができな

い。పいᒇ᰿で高さのない部分は物⨨

にもならない。 

 

そんな 195� 年、࣊ミングウ࢚ཎ作、

グࣞࢦリー࣭ペック主₇のの一本のᫎ

⏬がୡ⏺中で大ヒッࢺした。「キリ࣐

ンࢪャࣟの㞷」である。アࣇリカのサ

バンࢼを᥈᳨する小ㄝ家のヰである。

けがをして、࣋ースキャンプからືけ

なࡃなってᩆをᚅつ、そのテンࢺ生

活がෑ㢌に出てࡃる。ᫎ⏬を見て、小

西はそのテンࢺに㔥付けになった。そ

れまで日本では見たこともない「ウ࢛

ール」のある家ᆺのテンࢺだ。ࢹࣅオ

のない時代、小西はそのᫎ⏬のෑ㢌の

場㠃だけのために � 回も 4 回も見て、

ᅗ㠃をᥥき、サズを った。これが

ཱྀ山スキー◊✲所（※�）のᡭでၟရ

化される。 

 ※� ཱྀ山スキー◊✲所 大阪市༊に

あったⓏ山やスキーのᑓ㛛ᗑ。ཱྀ♩

ྜྷẶが創設し、�000 年はじめに、高㱋

のため㛢㙐した。私もこのᗑでさまࡊ

まなキャンプ⏝ရを㉎ධしていたが、

リࣗックも、Ⓩ山㠐も⣒がྂࡃなって

きたら、↓ᩱでಟ理してࡃれた。子ど

もの⛣ືキャンプで一ே⏝テンࢺがᚲ

せだといったら、一⥴に設ィᅗをᘬい

て、いࡃつかのヨ作ရを作ってࡃれた。 

しかし、一生ものをりにしてい

たため、高㱋者は一ᗘ㈙ったものは

� ᗘ㈙うことはなࡃ、ⱝいேがⓏ山

やスキーをしなࡃなって、また、ᗑ

主の高㱋もあって、ᗑは㛢㙐された。

ཱྀ♩ྜྷẶは �004 年、日本キャンプ

 

 

協会キャンピングア࣡ーࢻをཷ㈹さ

れている。 

 

そして、アサヒキャンプだけでなࡃ、

などでもᐃఫᆺのキャࢺスカウー࣎

ンプで⏝するテンࢺのࣔࢹルとして

日本中にᬑཬするのである。 

また、小西は 1956 年、朝日新聞厚生

文化事業団創設 50 ࿘年事業の一⎔で、

アサヒキャンプカウンセラー卒業生で

大阪ᗓ㔝እ活ື協会⫋員のྜྷỈὈᙪと

40 日㛫、アメリカのキャンプのどᐹに

出かける。その⤖ᯝがḟの㡯に出てࡃ

る「組織キャンプ」としてまとめられ

るのだが、その中に༳象ⓗな㡯┠があ

る。 

ニࣗーࣚーク࣭࣊ラルࢺ࣭ࢻリࣗࣅ

ーンという新聞社が、スラ࣒の子ども

たちに新㩭な自↛の✵気をと、「ࣞࣇ

ッシ࢚ࣗアキャンプ」という社会事業

ⓗなどⅬを持ったキャンプを実施して

いる。その時に⏝しているテンࢺが、

日本での学校キャンプなどにྥいてい

ると、日本に持ち込ࡴのである。これ

もཱྀ山スキー◊✲所のᡭでၟရ化さ

れ、ྛᆅにᗈがっていࡃのだ。1 クラス

の⏨ዪおよそ �0 ேが一⥴に生活できる

ᗈさ。テンྎࢺがあるので、㞵や‵気

にᙉい。ウ࢛ールがあるので、立って

生活できる。1 シーズン中、ᘓてたまま

で⟶理できる夫さなどが、このテン

の特Ⰽだ。学校キャンプ中心にᬑཬࢺ

してきた日本のキャンプではまさにヒ

ッၟࢺရだࢁう。 

 

ղ「キャンプカウンセリング」「組織キャ

ンプ」 

1966 年、小西は「キャンプカウンセ

リング」という本を書6。ࡃ� 年、小西

は朝日新聞ෆの厚生文化事業団から༳

ๅᒁに␗ືになるのだが、キャンプの

現場を㞳れたこと、勤務時㛫が῝ኪに

ཬࡪことなどで時㛫ができたことなど

が理⏤で、これまで活ືしてきたこと

をまとめようとする。キャンプࢹィࣞ

クター10 年の活ືのまとめである。 

⚄ᡞ㹗㹋㹁㸿で、関西学院大学社会

学部で㙟㞝から学んだグループ࣡

ークの理ㄽと、アサヒキャンプでの実

㊶をᩚ理した小冊子である。 

その時、アサヒキャンプでキャンプ

長をしていたబ㔝ಙ三がその出∧に大

きなᙺをᯝたしたことが、前書きに

出てࡃるが、彼も同ᚿ社大学で大ሯ㐩

㞝からグループ࣡ークを学んだのだか

ら、ෆᐜはもしかしたらேの合作と

いえるのかもしれない。 

アサヒキャンプでは、それまで日本

のキャンプをリーࢻしていた࣎ース

カウࢺや㹗㹋㹁㸿が⏝していたキャ

ンプリーࢲーという⏝語を⏝せࡎ、

キャンプカウンセラーといっていたが、

まさにリーࢲーではなࡃカウンセラー

だと、グループ࣡ーク、カウンセリン
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した著作だった。

また、翌年、小西は「組織キャンプ」を出版す

る。これは吉水泰彦との48日間のアメリカ珍（？）

道中日記なのだが、自身が実践してきたアサヒ

キャンプと最新のアメリカのキャンプ事情を整理

した本である。まさに小西が理想とする組織キャ

ンプのあり方を論じている。

この二つの本の意義は、先にも書いた兼松訳の

「キャンプカウンセリング」に先行する日本で最

初の組織キャンプを論じた本であること。また、

それまでアメリカのキャンプ理論でしかなかった

キャンプ本を、日本の実践と交わらせた、日本の

キャンプの本だということ。また、そのことによっ

て、体験でしか語れなかったキャンプをグループ

ワークやカウンセリングという援助技術論で理論

化したことである。 

③物語

小西孝彦は文章を書くのが得意だった。小西の

文章は理論的でもあったが、人に理解してもらお

うと思ったとき、具体的な事実の上に物語で色づ

けして、誰にとっても分かりやすい、象徴的なス

トーリーを作り上げることが、まさに名人芸のよ

うだった。

下の冊子は、大阪府キャンプ協会が主催し、

2 日間に渡って小西自身のキャンプ人生を語って

もらったものをテープに起こし、整理したブック

レットだが、そうした物語であふれている。

小西自身も何度も語っているので、形式的な物

語になりきっているのだが、日本で最初の障がい

児キャンプを象徴する「冷めたカレーライス」の

話はそのことを雄弁に語っている。

歩くことのできない脳性まひの少年が 1 週間

かかって、テントサイトから坂道の上にある食堂

へ自力で行くのを他のメンバーがじっと待ってい

た結果、おいしいカレーライスがさめきってし

まったというのである。しかし小西は、そのカレー

ライスがこれまで食べた中で一番おいしいカレー

ライスだったというのである。

下の写真は、小西が最初にキャンプ長をしたア

サヒ志摩キャンプセンターの航空写真だが、新婚

旅行の時に新妻をほったらかしにして、ホテルの

窓から見えたこの島を、モーターボートを借り

切って、何周もして、これこそ私たちのキャンプ

場だと決めたというのだ。私たちのキャンプ場が

誕生した、まさに秘話なのだが、奥様はそんなこ

とはなかったと、軽く否定されていた。

社会福祉界では「岡村理論」を打ち立てた、伝

説の人岡村重夫氏がこの島に来られた時、目隠し

をして障害物を超えていくゲームをして、岡村氏

が障害物を記憶した後、目隠しをしてそれを乗り

越えていくとき、全部の障害物を取り除いてしま

い、何もない平地をまるで障害物があるがごと

く、足を上げ、回り道をして歩いて、それをみん

なが大笑いしたのを知って、激怒した話など、誰

が聞いても、いつ聞いても大笑いものだった。

物語をもう一つ。アサヒキャンプではキャンプ

場の地元の人を大切にしてきた。必要があれば地

域の人を雇用し、地域の商店からものを購入する。

 

 

グの理ㄽをキャンプにᛂ⏝したⴭ作だ

った。 

また、⩣年、小西は「組織キャンプ」

を出∧する。これはྜྷỈὈᙪとの 48 日

㛫のアメリカ⌋（㸽）㐨中日記なのだ

が、自㌟が実㊶してきたアサヒキャン

プと最新のアメリカのキャンプ事情を

ᩚ理した本である。まさに小西が理

とする組織キャンプのあり᪉をㄽじて

いる。 

 このつの本の意⩏は、先にも書い

た兼ᯇヂの「キャンプカウンセリング」

に先行する日本で最初の組織キャプを

ㄽじた本であること。また、それまで

アメリカのキャンプ理ㄽでしかなかっ

たキャンプ本を、日本の実㊶と交わら

せた、日本のキャンプの本だというこ

と。また、そのことによって、య㦂で

しか語れなかったキャンプをグループ

࣡ークやカウンセリングというຓᢏ

⾡ㄽで理ㄽ化したことである。  

 

ճ物語 

小西Ꮥᙪは文❶を書ࡃのが得意だっ

た。小西の文❶は理ㄽⓗでもあったが、

ேに理ゎしてもらおうとᛮったとき、

ලయⓗな事実の上に物語でⰍ࡙けして、

ㄡにとっても分かりやすい、象徴ⓗな

スࢺーリーを作り上げることが、まさ

にྡேⱁのようだった。 

 下の冊子は、大阪ᗓキャンプ協会が

主催し、� 日㛫にΏって小西自㌟のキャ

ンプே生を語ってもらったものをテー

プに㉳こし、ᩚ理したࣈックࣞッࢺだ

が、そうした物語であࡩれている。 

 小西自㌟もఱᗘも語っているので、

ᙧᘧⓗな物語になりきっているのだが、

日本で最初の障がい児キャンプを象徴

する「෭めたカࣞーラス」のヰはそ

のことを㞝ᘚに語っている。 

 歩ࡃことのできない⬻ᛶまࡦの少年

が 1 㐌㛫かかって、テンࢺサࢺから

ᆏ㐨の上にある食ᇽへ自ຊで行ࡃのを

のメンバーがじっとᚅっていた⤖ᯝ、

おいしいカࣞーラスがさめきってし

まったというのである。しかし小西は、

そのカࣞーラスがこれまで食べた中

で一␒おいしいカࣞーラスだったと

いうのである。 

 

下の┿は、小西が最初にキャンプ

長をしたアサヒᚿᦶキャンプセンター

の⯟✵┿だが、新፧᪑行の時に新ጔ

をほったらかしにして、࣍テルの❆か

ら見えたこの島を、ࣔーター࣎ーࢺを

り切って、ఱ࿘もして、これこそ私

たちのキャンプ場だとỴめたというの

だ。私たちのキャンプ場がㄌ生した、

 

 

グの理ㄽをキャンプにᛂ⏝したⴭ作だ

った。 

また、⩣年、小西は「組織キャンプ」

を出∧する。これはྜྷỈὈᙪとの 48 日

㛫のアメリカ⌋（㸽）㐨中日記なのだ

が、自㌟が実㊶してきたアサヒキャン

プと最新のアメリカのキャンプ事情を

ᩚ理した本である。まさに小西が理

とする組織キャンプのあり᪉をㄽじて

いる。 

 このつの本の意⩏は、先にも書い

た兼ᯇヂの「キャンプカウンセリング」

に先行する日本で最初の組織キャプを

ㄽじた本であること。また、それまで

アメリカのキャンプ理ㄽでしかなかっ

たキャンプ本を、日本の実㊶と交わら

せた、日本のキャンプの本だというこ

と。また、そのことによって、య㦂で

しか語れなかったキャンプをグループ

࣡ークやカウンセリングというຓᢏ

⾡ㄽで理ㄽ化したことである。  

 

ճ物語 

小西Ꮥᙪは文❶を書ࡃのが得意だっ

た。小西の文❶は理ㄽⓗでもあったが、

ேに理ゎしてもらおうとᛮったとき、

ලయⓗな事実の上に物語でⰍ࡙けして、

ㄡにとっても分かりやすい、象徴ⓗな

スࢺーリーを作り上げることが、まさ

にྡேⱁのようだった。 

 下の冊子は、大阪ᗓキャンプ協会が

主催し、� 日㛫にΏって小西自㌟のキャ

ンプே生を語ってもらったものをテー

プに㉳こし、ᩚ理したࣈックࣞッࢺだ

が、そうした物語であࡩれている。 

 小西自㌟もఱᗘも語っているので、

ᙧᘧⓗな物語になりきっているのだが、

日本で最初の障がい児キャンプを象徴

する「෭めたカࣞーラス」のヰはそ

のことを㞝ᘚに語っている。 

 歩ࡃことのできない⬻ᛶまࡦの少年

が 1 㐌㛫かかって、テンࢺサࢺから

ᆏ㐨の上にある食ᇽへ自ຊで行ࡃのを

のメンバーがじっとᚅっていた⤖ᯝ、

おいしいカࣞーラスがさめきってし

まったというのである。しかし小西は、

そのカࣞーラスがこれまで食べた中

で一␒おいしいカࣞーラスだったと

いうのである。 

 

下の┿は、小西が最初にキャンプ

長をしたアサヒᚿᦶキャンプセンター

の⯟✵┿だが、新፧᪑行の時に新ጔ

をほったらかしにして、࣍テルの❆か

ら見えたこの島を、ࣔーター࣎ーࢺを

り切って、ఱ࿘もして、これこそ私

たちのキャンプ場だとỴめたというの

だ。私たちのキャンプ場がㄌ生した、

 

 

まさに⛎ヰなのだが、ዟ様はそんなこ

とはなかったと、㍍ྰࡃᐃされていた。 

社会福祉⏺では「岡ᮧ理ㄽ」をᡴち

立てた、ఏㄝのே岡ᮧ㔜夫Ặがこの島

に᮶られた時、┠㞃しをして障ᐖ物を

㉸えていࢤࡃー࣒をして、岡ᮧẶが障

ᐖ物を記᠈した後、┠㞃しをしてそれ

をり㉺えていࡃとき、全部の障ᐖ物

をྲྀり㝖いてしまい、ఱもないᖹᆅを

まるで障ᐖ物があるがごとࡃ、足を上

げ、回り㐨をして歩いて、それをみん

なが大➗いしたのを知って、⃭ᛣした

ヰなど、ㄡが聞いても、いつ聞いても

大➗いものだった。 

 

 物語をもう一つ。アサヒキャンプで

はキャンプ場のᆅ元のேを大切にして

きた。ᚲせがあれࡤᆅᇦのேを㞠⏝し、

ᆅᇦのၟᗑからものを㉎ධする。 

 アサヒᚿᦶキャンプセンターでは㔝

⳯は㬼᪉にある᳃ཱྀၟᗑから㈙ってい

た。ὀ文のရをࣇクスで㏦り、ẖ日

༗後 � 時に㈼島 に⯪でྲྀりに行ࡃ。

お┅も日᭙日も関係な7、ࡃ 月 8 月の �

か月㛫、ẖ日、ご夫፬で㍍ࢺラックを

㐠㌿してᒆけてもらう。 

 その᳃ཱྀၟᗑの家᪘がそࢁって、⤯

対に食中ẘを出さないように、食ရの

ẖ日ᱵᖸ、ࡃックは言うまでもな࢙ࢳ

を食べて、ኟの㛫⤯対に気しないよ

うに、⣽心のὀ意をしてࡃれていると

いうのである。 

 このヰをしながら、小西は、だから

私たちも最新のὀ意で食事を作り、キ

ャンࣃーにᥦ౪しなけれࡤならないと

私たちにㄝࡃのである。 

 

մ障がい児者キャンプ 

先のカࣞーラスのヰで出てきた、

私たちキャンプ௰㛫の㛫で᭷ྡなヰは、

日本で最初の障がい児キャンプの成立

のことだ。ᩚᙧእ⛉་Ỉ㔝正ኴ㑻さん

と⚄ᡞ㹗㹋㹁㸿主事の㙟㞝さんの

㛫でまとまった障がい児の 1 㐌㛫のキ

ャンプを、小西がᶫΏしをして、朝日

新聞がス࣏ンサーになり、⚄ᡞ㹗㹋㹁

㸿వ島キャンプ場で開かれることにな

った。⩣年には当時の大スター᳃⦾久

ᘺがキャンプ中にࣚッࢺでゼれるとい

うࣁプニングがあったし、カࣞーラ

スの主ேබ西ᮧ㞝三さんが、のちに足

の指の㛫に⤮➹をᣳんでᥥࡃ⏬家にな

って、障がい者の自立の象徴のような

Ꮡᅾになり、వ島キャンプのメン࣍

ールに 100 ྕのバラの⤮をᐤ㉗するこ

とになるなど、ヰ㢟がᑾきないこのキ

ャンプの仕けேが小西だったのであ

る。下の┿はその時のもので、�015

年 1� 月の小西のṚの数日前に、当時の

キャンプカウンセラーとキャンࣃーが、

60 年後に、あれはいったいఱだったの

かという回㢳をする講₇会のࢳラシに

われた（※�）。 

※� �015 年 11 月 �9 日、はんしん自

立の家㹙195� 年⫥య自⏤児キ
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アサヒ志摩キャンプセンターでは野菜は鵜方に

ある森口商店から買っていた。注文の品をファ

クスで送り、毎日午後 2 時に賢島港に船で取り

に行く。お盆も日曜日も関係なく、7 月 8 月の 2

か月間、毎日、ご夫婦で軽トラックを運転して届

けてもらう。

その森口商店の家族がそろって、絶対に食中毒

を出さないように、食品のチェックは言うまでも

なく、毎日梅干を食べて、夏の間絶対に病気しな

いように、細心の注意をしてくれているというの

である。

この話をしながら、小西は、だから私たちも細

心の注意で食事を作り、キャンパーに提供しなけ

ればならないと私たちに説くのである。

④障がい児者キャンプ

先のカレーライスの話で出てきた、私たちキャ

ンプ仲間の間で有名な話は、日本で最初の障がい

児キャンプの成立のことだ。整形外科医水野正太

郎さんと神戸ＹＭＣＡ主事の今井鎭雄さんの間で

まとまった障がい児の 1 週間のキャンプを、小

西が橋渡しをして、朝日新聞がスポンサーにな

り、神戸ＹＭＣＡ余島キャンプ場で開かれること

になった。翌年には当時の大スター森繁久弥が

キャンプ中にヨットで訪れるというハプニング

があったし、カレーライスの主人公西村雄三さ

んが、のちに足の指の間に絵筆を挟んで描く画家

になって、障がい者の自立の象徴のような存在に

なり、余島キャンプのメインホールに 100 号の

バラの絵を寄贈することになるなど、話題が尽き

ないこのキャンプの仕掛け人が小西だったのであ

る。次の写真はその時のもので、2015 年 12 月

の小西の死の数日前に、当時のキャンプカウンセ

ラーとキャンパーが、60 年後に、あれはいった

い何だったのかという回顧をする講演会のチラシ

に使われた（※ 3）。

※ 3　2015 年 11 月 29 日、はんしん自立の家［1953 年

肢体不自由児キャンプから学ぶ「人間の尊厳とは何か」

神戸 YMCA 主催。

私もその講演会に参加したが、「この時私は障

がい児から一人の少年になった」と語った参加

者・片岡實は、大人になって障がい者福祉の仕事

に携わる。そのパートナーに小西を選び、彼が理

事長を務めるひょうご障害福祉事業協会の、小西

は理事や監事をずっと続けることになる。

2016 年 3 月に開かれた「小西孝彦さんに学ぶ

会」（主催・大阪府キャンプ協会ほか）の中で片

岡さんは次のように思い出を語っている。

1953 年夏、神戸ＹＭＣＡと朝日新聞厚生文化

事業団が小豆島（余島）で日本で初めて「小児

まひの子どものキャンプ」を開き、私は 9 歳で

参加したキャンパーの 1 期生で、小西孝彦さん

は朝日新聞社のスタッフとして参加されていまし

た。キャンプは子どもたちに、障がい児ではなく、

一人の子どもとして、自信と勇気を持たせてくだ

さいました。

2．小西孝彦の略歴

こうしたキャンプ史上華々しい活躍をした小西

は、いったいどんな経歴で、キャンプに触れ、日

本のキャンプに次から次へと新しい風を吹かせる

ことができたのだろうか。

記録にない略歴をご子息、朗さんの確認で作成

してみた。

1931 年　西宮市の高級住宅街仁川地区で、小西

作太郎氏の次男として誕生。（作太郎

氏は朝日新聞元常務で、高校野球の生

みの親として有名。第 1 回大会の始球

式をする）

1949 年　関西学院大学社会学部入学、社会福祉

専攻。神戸ＹＭＣＡのキャンプボラン

ティアとして活躍。今井鎭雄氏にグ

ループワークを習う。元関学アメリカ

ンフットボール部監督として有名な武

田建氏と同級生。ソーシャルワークの

 

 

ャンプから学ࡪ「ே㛫のᑛཝと

はఱか」⚄ᡞ <0&$ 主催。 

  

私もその講₇会に参加したが、「この

時私は障がい児から一ேの少年になっ

た」と語った参加者࣭∦岡ᐿは、大ே

になって障がい者福祉の仕事にᦠわる。

そのࣃーࢼࢺーに小西を㑅ࡧ、彼が理

事長を務めるࡻࡦうご障ᐖ福祉事業協

会の、小西は理事や┘事をࡎっと⥆け

ることになる。 

�016 年 � 月に開かれた「小西Ꮥᙪさ

んに学ࡪ会」（主催࣭大阪ᗓキャンプ

協会ほか）の中で∦岡さんはḟのよう

にᛮい出を語っている。 

 195� 年ኟ、⚄ᡞ㹗㹋㹁㸿と朝日新聞

厚生文化事業団が小㇋島（వ島）で日

本で初めて「小児まࡦの子どものキャ

ンプ」を開き、私は 9 ṓで参加したキ

ャンࣃーの 1 期生で、小西Ꮥᙪさんは

朝日新聞社のスタッࣇとして参加され

ていました。キャンプは子どもたちに、

障がい児ではなࡃ、一ேの子どもとし

て、自ಙとຬ気を持たせてࡃださいま

した。 

 

�㸬小西Ꮥᙪの␎歴 

こうしたキャンプ史上⳹々しい活㌍

をした小西は、いったいどんな⤒歴で、

キャンプにゐれ、日本のキャンプにḟ

からḟへと新しい㢼を྿かせることが

できたのだࢁうか。 

記録にない␎歴をご子ᜥ、ᮁさんの

☜ㄆで作成してみた。 

19�1 年 西ᐑ市の高⣭ఫᏯ⾤ோᕝᆅ༊

で、小西作ኴ㑻Ặのḟ⏨とし

てㄌ生。（作ኴ㑻Ặは朝日新

聞元常務で、高校㔝⌫の生み

のぶとして᭷ྡ。第 1 回大会

のጞ⌫ᘧをする） 

1949 年 関西学院大学社会学部ධ学、

社会福祉ᑓᨷ。⚄ᡞ㹗㹋㹁㸿

のキャンプ࣎ランティアとし

て活㌍。㙟㞝Ặにグルー

プ࣡ークを習う。元関学アメ

リカンࣇッ࣎ࢺール部┘╩と

して᭷ྡなṊ田ᘓẶと同⣭生。

ーシャル࣡ークの◊✲者とࢯ

しても᭷ྡな彼を小西は「ࢣ

ンちࡷん」とんでいた。 

195� 年 同大学を卒業と同時に朝日新

聞社ධ社。厚生文化事業団配

ᒓ。アサヒ生駒山キャンプ場

の創設に関わる。 

    アメリカᫎ⏬「キリ࣐ンࢪャ

ࣟの㞷」を見て、家ᆺテンࢺ

の設ィ。日本のキャンプのᬑ

ཬに㈉⊩。 

1957 年 アサヒ生駒山キャンプ場キャ

ンプ長。 

     新፧᪑行で三㔜┴ⱥ‴ෆ

の多ᚨ島に出会い、この島を

キャンプ場にとỴ意。 
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研究者としても有名な彼を小西は「ケ

ンちゃん」と呼んでいた。

1953 年　同大学を卒業と同時に朝日新聞社入

社。厚生文化事業団配属。アサヒ生駒

山キャンプ場の創設に関わる。

アメリカ映画「キリマンジャロの雪」

を見て、家型テントの設計。日本のキャ

ンプの普及に貢献。

1957 年　アサヒ生駒山キャンプ場キャンプ長。

　　　　　新婚旅行で三重県英虞湾内の多徳島に

出会い、この島をキャンプ場にと決意。

1959 ～ 63　アサヒ志摩キャンプセンターキャ

ンプ長。

　　　　　多くのキャンプカウンセラーを育て

る。

1963 年　朝日新聞大阪本社印刷局へ異動

1966 年　「キャンプカウンセラー」、発刊

1967 年　吉水泰彦さんと 48 日間のアメリカ

キャンプ視察。日本で最初の公立キャ

ンプ場、大阪府立総合青少年野外活動

センターの設立に貢献。

　　　　「組織キャンプ」発刊

1976 年　朝日新聞 100 周年記念事業として、滋

賀県朽木村（現高島市）に「朝日の森」

設立を提案、担当。アサヒキャンプ朽

木村設立に協力

1985 年～ 88 年　朝日新聞大阪厚生文化事業団

事務局長。

この間、日本キャンプ協会理事、関西

で組織キャンプの理論研究をする「組

織キャンプ研究会」メンバー、大阪府

キャンプ協会設立にかかわる。宝塚市

社会教育委員など歴任。

2015 年 12 月　永眠

以上が小西のキャンプに関わる略歴である。

3．小西が創ったアサヒキャンプ

小西のキャンプの活躍の場の中心はアサヒキャ

ンプだった。また、そこにこだわって、人生を過

ごしてきたことも間違いのない事実だと思う。小

西個人の目に見える事績は第 1 章で示したが、

それらの集大成ともいえるアサヒキャンプは何を

残し、その小西の影響は何だったのだろう。

小西のアサヒキャンプへのこだわりは大きく、

二つあると思う。

一つは、小西の後任のアサヒ生駒山キャンプセ

ンターのキャンプ長を務めた戸室常一が、小西に

「キャンプ長として一番大切なことは」と聞いた

とき、間髪を入れず、「キャンプカウンセラーを

育てること」（前掲「小西孝彦さんに学ぶ」）といっ

たように、人材の育成に心血を注いだことだろう。

アメリカ大陸への視察旅行を共にした吉水泰彦

をはじめ、戸室常一、佐野信三、谷川俊一、畠中彬、

石田易司、中村茂高など、小西の薫陶を受けて

大阪府キャンプ協会の理事を務めたメンバーも 7

人に上るし、岡本民夫、東山紘久、小田兼三、日

高正宏など、教育、心理、福祉関係で大学教授を

務めたメンバーも多い。福祉施設や青少年施設、

学校などの現場で働いたキャンプカウンセラー卒

業生は数知れない。

上の冊子はそうした小西の作ったアサヒキャン

プが 60 年を迎えたときの記念誌である。

また、小西がアサヒキャンプに気持ちを込めた

もう一つの特徴が、日本で最初の障がい児キャン

プをはじめ、日本で最初の数々のスペシャルニー

ズキャンプの実施である。

私も小西に言われたけれど、新聞社がキャンプ

をしている意味は記事になるキャンプを実施する

ことにある、と。

中島豊（※ 4）が日本キャンプ協会主催の第 1

回日本キャンプミーティングで、戦後の日本の組

織キャンプの歴史の中のスペシャルニーズキャ

ンプの初出を発表した時、そのほとんどがアサ

ヒキャンプであったことに大きな驚きを禁じ得な

かった。

 

 

1959㹼6� アサヒᚿᦶキャンプセンタ

ーキャンプ長。 

     多ࡃのキャンプカウンセラ

ーを育てる。 

196� 年 朝日新聞大阪本社༳ๅᒁへ␗

ື 

1966 年 「キャンプカウンセラー」、

発ห 

1967 年 ྜྷỈὈᙪさんと 48 日㛫のア

メリカキャンプどᐹ。日本で

最初のබ立キャンプ場、大阪

ᗓ立⥲合青少年㔝እ活ືセン

ターの設立に㈉⊩。 

    「組織キャンプ」発ห 

1976 年 朝日新聞 100 ࿘年記念事業と

して、㈡┴ᮙᮌᮧ（現高島

市）に「朝日の᳃」設立をᥦ

、ᢸ当。アサヒキャンプᮙ

ᮌᮧ設立に協ຊ 

1985 年㹼88 年 朝日新聞大阪厚生文

化事業団事務ᒁ長。 

    この㛫、日本キャンプ協会理

事、関西で組織キャンプの理

ㄽ◊✲をする「組織キャンプ

◊✲会」メンバー、大阪ᗓキ

ャンプ協会設立にかかわる。

ᐆሯ市社会教育ጤ員など歴௵。 

�016 年 1� 月 Ọ╀ 

௨上が小西のキャンプに関わる␎歴で

ある。 

 

�㸬小西が創ったアサヒキャンプ 

小西のキャンプの活㌍の場の中心は

アサヒキャンプだった。また、そこに

こだわって、ே生を㐣ごしてきたこと

も㛫㐪いのない事実だとᛮう。小西ಶ

ேの┠に見える事⦼は第 1 ❶で♧した

が、それらの㞟大成ともいえるアサヒ

キャンプはఱをṧし、その小西のᙳ㡪

はఱだったのだࢁう。 

   

小西のアサヒキャンプへのこだわり

は大きࡃ、つあるとᛮう。 

  

一つは、小西の後௵のアサヒ生駒山

キャンプセンターのキャンプ長を務め

たᡞᐊ常一が、小西に「キャンプ長と

して一␒大切なことは」と聞いたとき、

㛫㧥をධれࡎ、「キャンプカウンセラ

ーを育てること」（前ᥖ「小西Ꮥᙪさ

んに学ࡪ」）といったように、ேᮦの

育成に心⾑をὀいだことだࢁう。 

   

アメリカ大㝣へのどᐹ᪑行を共にし

たྜྷỈὈᙪをはじめ、ᡞᐊ常一、బ㔝

ಙ三、㇂ᕝಇ一、␊中ᙯ、石田᫆ྖ、

中ᮧⱱ高など、小西の⸅㝡をཷけて大

阪ᗓキャンプ協会の理事を務めたメン

バーも 7 ேに上るし、岡本民夫、ᮾ山
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※ 4　1997 年 5 月、国立オリンピック青少年センターで

開催。「日本における量育キャンプの歴史」中島豊〔弘

前学院短期大学〕

日本で最初の市民に開放された組織キャンプ

「アサヒ生駒山キャンプセンター」の開所、文部

省主催のキャンプ指導者養成講習会（※ 5）をは

じめ、下記の記録のように、様々な対象のキャン

プがアサヒキャンプで実施されている。

※ 5　1955 年、文部省主催「全日本教育キャンプ指導員

中央講習会（西日本会場）」（「先駆」朝日新聞大阪厚生

文化事業団 55 年の歩み 1984 年 5 月）

上の表は中島の表にアサヒキャンプの年報「創

造と協同」を元に、石田が付け加えたものである。

このほかにも、盲児キャンプ、中卒の勤労青少年

キャンプ、保育学生キャンプ、障がい児と健常児

の統合キャンプなども行われている。

ここでも小西は物語を作る。

最初の生活保護家庭児キャンプの時、「キャン

プ長の仕事は彼らにご飯を腹いっぱい食わせるこ

と」と。米が配給制の時代、一般のキャンプでは

みんな自分の食べる米を持参するのが当たり前

だった。それができない子どものために、麓の農

家を一軒一軒回って、米を分けてもらえるよう交

渉することが、キャンプ長の仕事だったと。そし

て、子どもたちがお代わりをするときの満足げな

表情を見て、自分のしたことが報われたと言い切

る。

アサヒキャンプカウンセラー 6 期生の岡本民

夫は盲児たちのキャンプをしたとき、自分の好き

な夕日のきれいな場所へ子どもたちを連れて行っ

て、「きれいな夕日」を見せた。そのとき、彼ら

の目が見えないことに気付く。自分の失敗に気付

かされ、落ち込みそうになった時に、全盲の少年

が「きれい」と同調してくれたことで救われる。

全盲といっても光は感じる彼は、オレンジ色の世

界がちゃんと「見えていた」のだ。

そんな話を通じて、小西はアサヒキャンプが何

をするところなのか、カウンセラーの仕事は何な

のかを私たちに語り続けた。

カウンセラーの育成とスペシャルニーズキャン

プへのトライが小西のアサヒキャンプにおける二

つの大きな主張だったと言えるだろう。

こうした小西の、青少年を育てる、あるいは障

がいがあろうと病気があろうと、すべての人に

キャンプを提供するという思想は、どこから生ま

れてきたのだろうか。

学生時代からの同級生で、ともに関西の組織

キャンプの発展に尽くしてきた井上都史弘さんに

よれば、元神戸 YMCA 総主事の今井鎭雄氏、頌

栄学院大学初代学長で女子教育に携わった横田栄

三郎氏、あるいは育った関西学院などのキリスト

教精神に大きな影響を受けていた。

アサヒキャンプのその志は、小西の後を継いだ

戸室、佐野両キャンプ長の手で間違いなく小西の

目指したものが実践され続けてきた。

4．まとめに変えて～小西の言葉

最後に、小西の著述や語った言葉の中から、印

象に残る言葉を挙げて、小西のキャンプへの思い

をまとめておこう。

「小西孝彦さんに学ぶ」の中に、アサヒキャン

プカウンセラー 11 期の畠中彬さんが様々な小西

の文章からまとめたものをさらに整理し、私自身

が小西から直接聞いた言葉を加えててみた。

①キャンプは善意のムーブメント

伝統には永遠の生命を持った部分と、時代と

ともに変わる部分がある。当初の目的ややり方

のすべてを、今のキャンプは受け入れることは

できない。永遠の伝統は守り、その上にその時

に社会が要求しているものを加えてこそ、今の

組織キャンプであると言えます。

キャンプの変わらない伝統とは、自然の中で

集団の生活をすることによって、青少年を心身

ともに健康に育てようとする善意の運動（ムー

ブメント）であり、何らかの教育的意図を持っ

 

 

紘久、小田兼三、日高正宏など、教育、

心理、福祉関係で大学教授を務めたメ

ンバーも多い。福祉施設や青少年施設、

学校などの現場で働いたキャンプカウ

ンセラー卒業生は数知れない。 

上の冊子はそうした小西の作ったア

サヒキャンプが 60 年を迎えたときの記

念誌である。 

 

また、小西がアサヒキャンプに気持

ちを込めたもう一つの特徴が、日本で

最初の障がい児キャンプをはじめ、日

本で最初の数々のスペシャルニーズキ

ャンプの実施である。 

 私も小西に言われたけれど、新聞社

がキャンプをしている意味は記事にな

るキャンプを実施することにある、と。 

中島豊（※4）が日本キャンプ協会主

催の第 1 回日本キャンプミーティング

で、戦後の日本の組織キャンプの歴史

の中のスペシャルニーズキャンプの初

出を発表した時、そのほとんどがアサ

ヒキャンプであったことに大きな驚き

を禁じ得なかった。 

※4 1997 年 5 月、国立オリンピッ

ク青少年センターで開催。「日本にお

ける量育キャンプの歴史」中島豊〔弘

前学院短期大学〕 

日本で最書の市民に開放された組織

キャンプ「アサヒ生駒山キャンプセン

ター」の開所、文部省主催のキャンプ

指導者養成講習会（※5）をはじめ、下

記の記録のように、様々な対象のキャ

ンプがアサヒキャンプで実施されてい

る。 

※5 1955 年、文部省主催「全日本

教育キャンプ指導員中央講習会（西日

本会場）」（「先駆」朝日新聞大阪厚

生文化事業団 55 年の歩み 1984 年 5 月）   

  

上の表は中島の表にアサヒキャンプ

の年報「創造と共同」を元に、石田が

付け加えたものである。このほかにも、

盲児キャンプ、中卒の勤労青少年キャ

ンプ、保育学生キャンプ、障がい児と

健常児の統合キャンプなども行われて

いる。 

ここでも小西は物語を作る。 

最初の生活保護家庭児キャンプの時、

「キャンプ長の仕事は彼らにご飯を腹

いっぱい食わせること」と。米が配給

制の時代、一般のキャンプではみんな

自分の食べる米を持参するのが当たり

前だった。それができない子どものた

めに、麓の農家を一軒一軒回って、米

を分けてもらえるよう交渉することが、

キャンプ長の仕事だったと。そして、

子どもたちがお代わりをするときの満

足げな表情を見て、自分のしたことが

報われたと言い切る。 

アサヒキャンプカウンセラー6 期生の

岡本民夫は盲児たちのキャンプをした

とき、自分の好きな夕日のきれいな場

所へ子どもたちを連れて行って、「き
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ていることです。

②組織キャンプの形

アサヒキャンプのモットーは「Creativity　

＆　Cooperation 」 です。「創造と協同」と言っ

ています。キャンプというのは多くの人たちが

寄り集まって、新しいものを生み出していく力

をつけるというのが私たちの最初のキャンプで

した。

テントも何もないところで生活するためには

お互いに知恵を出し合い、力を合わせないと何

もできない。知恵を出し合い、協力することで

楽しいキャンプができる、それが組織キャンプ

です。

③キャンプのプログラムとは

キャンプのプログラム技術は、キャンプス

タッフの目に見える技術として強調されてきま

した。だから従来のキャンプの本は「プログラ

ム技術の本」でした。キャンプの中でプログラ

ムが重要であることは当然ですが、プログラム

はキャンプの目的に達するための手段であり、

過程です。

いかにキャンプのプログラム活動の種類が豊

富で、内容があって楽しいものでも、そのキャ

ンプの目的を見失ってはなりません。

また反対にキャンプの目的により早く、より

高く近づくためには、キャンプのプログラム活

動こそ大切だと言えます。

④キャンピング　フォー　オール

私は学生時代のＹＭＣＡ，さらにアサヒキャ

ンプで通算 30 年間キャンプをしました。その

中心課題を一つだけ挙げるとしたら、どんな子

どもでもキャンプができるようにすることでし

た。

私たちの若い時代は子どもの障がいを隠すの

が普通でしたから、障がい児をキャンプに連れ

出すというのは大変なことでした。

そんな子どもたちがキャンプに参加できるよ

うにするための 30 年だったと思います。その

間、約 30 万人の子どもたちが私たちのキャン

プに参加しましたが、そのうちの 1 割、3 万人

が障がいを持っていたことが、私の誇りです。

⑤キャンプの安全

水泳プログラムの遊泳可能なゾーンは、毎日

変化します。水泳のゾーンを決めるのは、その

日、その時のスイミングリーダーで自分の責任

で安全に泳がせることのできる範囲を決めま

す。その日のスタッフの人数、遊泳者の人数と

能力、潮の干満、気温や天候によって、遊泳ゾー

ンは毎日変わるのが当たり前です。

アーチェリーでは弓の弦をカウンセラーが

もっていきます。

このように、「安全か」という質問に「イエス」

という関所を越さないと、キャンプの活動は成

り立たないのです。

窮屈で、参加者のニーズを狭めるようです

が、実際にやってみると、全く逆で、安全に楽

しくキャンプができるように工夫し、知恵を

絞っているうちに、プログラムの幅が広がり、

活気が生まれてくるのです。

⑥キャンプの食事はスローフード

食生活をただすと、子どもたちは生き生きし

てきます。

キャンパーは自然の中でプログラムにできる

だけたくさんの時間が取れるよう、食事を作る

のに時間がかからないよう、油を使った料理を

多くします。しかし、これからのキャンプは切

り干し大根を朝から水につけて、夕食に油揚げ

と一緒に炊くような、時間と手間をかける食事

が大切です。

時間をかけて、心を込めて食事を作る、これ

がキャンプの食事の基本になるべきです。

⑦キャンプカウンセラーのリーダーシップ

生まれながらにしてリーダーシップを持って

いる人はいません。キャンプカウンセラーと

は、リーダーシップを持ち、言葉で表せないよ

うな魅力のある人で、人付き合いがよく、気が

利いて、おしゃべりが上手な人と思っている人

があるでしょうが、本当に有能なキャンプカウ

ンセラーは万事控えめな人柄の人が多いもので

す。リーダーシップの本質は、他に影響を与え

るその人の内面の問題と解釈するべきです。

⑧キャンプ長の仕事は未来を見ること

グループカウンセラーは今、グループの子ど

もたちを見、責任を持っています。プログラム

ディレクターは、今日の、あるいはこの期間の

キャンプ全体を見て、判断をし、責任を負いま
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す。

キャンプ長は、今のキャンプのことはカウン

セラーやプログラムディレクターに委ね、来年

の、あるいはもっと先のキャンプを見ていなけ

ればなりません。

こうした文章の中から、私たちがキャンプの指

導者として活動するために、忘れてはならない事

をいろいろ見出すことができる。

戦後の日本のキャンプの先駆者、小西孝彦の死

に出会って、今一度、日本の組織キャンプの原点

を確かめてみたい。

参考文献、引用文献

朝日新聞大阪厚生文化事業団　「創造と協同」　

1954 ～ 1988

小西孝彦　「キャンプカウンセリング」　朝日新

聞大阪厚生文化事業団　1966

小西孝彦　「組織キャンプ」　朝日新聞大阪厚生

文化事業団　1967

朝日新聞大阪厚生文化事業団［先駆］55 年の歩

み　1984

石田易司編　「小西孝彦のキャンプの世界」　大

阪府キャンプ協会　1993　

日本キャンプ協会［第 1 回日本キャンプ会議抄

録集］1997

編集委員会編　「アサヒキャンプの 60 年」　アサ

ヒキャンプ　2013

畠中彬・石田易司編「小西孝彦さんに学ぶ」　大

阪府キャンプ協会　2016

　本稿は「桃山学院社会学論集 50 巻第 2 号 1 ～

19 ページ」に掲載された原稿を、転載許可を頂

き掲載しています。転載許可を頂きました関係者

のみなさまにお礼申し上げます。
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⋉社団ᴺੱ 日本キャンプද会ޟキャンプ研究ޠ投稿ⷙ⒟ 
 
 
 
 ޤ投稿⾗ᩰޣ

１． 投稿のᇳ筆者は、筆㢌および共同ともに、公益社団法人日本キャンプ協会（以下、「本会」という）の会

員に㝈る。ただし、本会がᇳ筆を౫㢗する場合は、この㝈りではない。 
 
 ޤ投稿原稿ޣ

２． 投稿原稿の᮲௳は、以下の通りとする。 
（１） 投稿原稿の内容は、キャンプや㔝እάືあるいは⮬↛体㦂άື等をᑐ㇟としたものであること。 
（２） 投稿原稿は、原則としてᮍⓎ表ものに㝈る。ただし、以下のものについては、ึ出を᫂記するこ

とでᮍⓎ表のものとみなす。 
１）各種Ꮫ会等においてⓎ表要᪨集等に掲載されたもの。 
 。研究集会、ㅮ₇会等で㈨料等としてⓎ表されたもの、࣒࢘ジ࣏ンࢩ（２
３）国、⮬体、ᴗ⏺、団体等からの委クによるㄪ査研究報告᭩等に㘓されたもの。 
４）その、本会が≉に認めたもの。 

 
 ޤ投稿原稿のಽޣ

３． 本誌の投稿原稿の区ศは、研究論文、実践報告とする。 
（１） 研究論文は、論文としての内容と体裁をᩚえており、キャンプや㔝እάືあるいは⮬↛体㦂άື

等において᪂たな▱見をもたらすもの。 
（２） 実践報告は、実㝿に行われたキャンプ等に関する報告であり、┠的・ᑐ㇟・プ࣒ࣟࣛࢢ・ᣦᑟ体

ไ等のᴫ要を♧し、᪂たな取り⤌みやㄢ㢟等が༑ศにᩚ⌮され、ᚋのキャンプにおいて᭷益な

♧၀をえるもの。 
 
 ޤၫ╩ⷐ㗄ޣ

４． ᇳ筆に関する細則については、以下の通りとする。 
（１） 体裁は、A4 ∧タテ用紙を用し、必ず࣡ーࢻプࣟセッࢧ等で作ᡂする。 
（２） 原稿の㛗さは、本文・ᅗ表・┿・ᘬ用文⊩を含めて、研究論文は 12 㡫以内（1 㡫 1,600 Ꮠ以

内）、実践報告は 8 㡫以内を原則とする。 
（３） 文体は、「である」ㄪとし、文Ꮠは、現代௬名㐵いをᇶ本とする。ྃ読Ⅼは、「、」および「。」を

用いる。 
（４） Ặ名と所属は、文およびⱥ文の᪉を᫂記する。表㢟は、原稿の内容を➃的に♧すもので、

文およびⱥ文の᪉を᫂記する。 
（５） 要᪨（200 ㄒ以上 300 ㄒ以内）とキー࣡ー5）ࢻ ㄒ以内）は、研究論文のみ、ⱥ文の記載をする。 
（６） ᘬ用文⊩は、本文᭱ᚋに著者名のアルファ࣋ット㡰で一ᣓして、一連␒ྕをつけて記載する。本

文のᘬ用箇所には、該当する文⊩␒ྕを⫪Ꮠ「１）」で♧す。以下に、ᘬ用文⊩の記載を♧す。 
（記載） 

㞧誌の場合：著者名（Ⓨ表年）㢟┠、㞧誌名、Ⓨ行所、ᕳ（ྕ）、所ᅾ࣌ージ 
㔝እ一㑻（2010）キャンプのᩍ⫱的ຠ果、キャンプ研究、日本キャンプ協会、3(2)、101-112 

᭩⡠（༢著）の場合：著者名（出∧年）᭩名、Ⓨ行所、所ᅾ࣌ージ 
㔝እ次㑻（2010）キャンプᩍ⫱、キャンプᩍ⫱研究社、30-40 

᭩⡠（共著等）の場合：著者名（出∧年）❶の㢟┠、編者名、᭩名、Ⓨ行所、所ᅾ࣌ージ 
㔝እ୕㑻（2010）㔝እ⏕άᢏ⾡、㔝እ一㑻（編）、キャンプ総論、キャンプᩍ⫱研究社、25-28 
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 ޤ投稿原稿のណุޣ

５． 投稿原稿は、以下の掲載の採択を受けるものとする。 
（１） 研究論文の掲載の採択は、本会が委嘱する査読者 2 名が行う。審査の手続きは、以下の通りで

ある。 
 １） 研究論文の体裁に関して、本会が確認を行う。必要に応じて投稿者に修正を求める。 
 ２） 各査読者による審査結果は、次の 4 つのいずれかで報告され、投稿者あてに意見が付され

る。 
A：そのまま掲載可能 
B：一部修正すれば掲載可能 
C：大幅に修正可能ならば掲載可能 
D：掲載不可 

３） 2 名の査読者の審査結果が、共に「D」の場合は、掲載不可とする。 
 ４） 上記 3）に当てはまらない場合のみ、2 名の査読者の審査結果が、「A」の段階に至るまで、

投稿者とやりとりを行う。ただし、査読者が相応と考える修正や補足等が、同一箇所につ

き 3 回までに満たされなかった場合は不採択とする。 
（２） 実践報告の査読審査は行わない。ただし、不適切な表現や内容がある場合は、当該委員会が適宜

助言し、投稿者が加筆修正を行った上で、掲載可能とする。 
（３） 修正を要する研究論文や実践報告は、60 日以内に再提出することとし、それを越える場合は取

り下げたものとみなす。 
 
 ޤ原稿のᮭޣ

６． 本誌に掲載された研究論文や実践報告の著作権（「複製権」、「公衆通信権」、「翻訳権、翻案権」および「二

次的著作物の利用権」を含む）は、本会に帰属するものとする。ただし、内容に関する責任は、当該研

究論文や実践報告の著者が負うものとする。  
 
 ޤ投稿方ᴺޣ

７． 投稿に関する細則は、以下の通りとする。 
（１） 別紙の「キャンプ研究投稿連絡票」に必要事項を記入し、投稿原稿の計 3 部（オリジナル１部、

コピー2 部）と合わせて提出する。また、投稿原稿の電子ファイル（テキスト形式：各種メディ

ア、電子メール等）も提出する。尚、投稿された原稿は、掲載の採否に関わらず、原則として返

却しない。 
（２） 掲載料は、研究論文および実践報告ともに 5,000 円とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
投稿原稿の送付先・問い合わせ先 

〒１５１－００５２ 
東京都渋谷区代々木神園町３－１ 国立オリンピック記念青少年総合センター内 
公益社団法人日本キャンプ協会「キャンプ研究」編集事務局 
電話 ０３－３４６９－０２１７   ファックス ０３－３４６９－０５０４ 
E-mail ncaj@camping.or.jp 

 
掲載料の振込口座 

郵便振替口座 ００１９０－３－３４０３１ 
加入者名 公益社団法人日本キャンプ協会 
＊通信欄に「キャンプ研究掲載料等」と記載すること 
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※添付書類確認欄（原稿送付時にチェックしてください）

■キャンプ研究投稿連絡票

□オリジナル原稿１部（プリントアウトしたもの）とコピー２部の計３部

□原稿内の写真と図表

□原稿データを保存した各種メディアまたは原稿データを添付したメールの送信

キャンプ研究投稿連絡票

送付日　　　　年　　　月　　　日

投稿者氏名

　　ふりがな

　　氏　　名

　　英字表記　　　　姓　　　　　　　　　　　　　　　　名

　　所属など

　　会員番号　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　（団体会員の方は団体会員番号をご記入ください。）

別刷りの希望　　　□なし　　　□あり　　　　　　部（別途実費）

Ｔｅｌ．　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆａｘ．

投稿原稿の種類　　　　　　□研究論文　　　　　□実践報告

原稿題目

原稿内訳　　　原稿本文　　　　　　枚　　写真　　　　　　点　　図表　　　　　　点

投稿者連絡先

〒　　　　 －

都 道 

府 県 

Ｅ-mail　　　　　　　　　　　　　＠

※平日昼間に連絡可能な連絡先をご記入ください。

　（勤務先）会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ．

　（携帯電話）
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資　料◆「キャンプ研究」収録題目一覧

■第 1 巻（199�/12/20）
[ ஶจݪ ] ●障児における֮ײ౷合野外キャンプ　●障者野外活動におけるアμプテーションに関する一ߟ　●青
少年の組৫キャンプ運Ӧに対するキャンプカウンセラーのݙߩ　●キャンプにおける৯中ಟの๏的責任とҙٛ務
[ 実践報告 ] ●野外体験学習ࢦಋ者ཆコース事ྫ報告　●小学生を対象としたアドベンチャーカψーツアーの実践報告　
●大ࡕҵ市におけるリーμー育キャンプの事ྫ　●アサヒキャンプٺଜを中৺としたెาҠ動ܕキャンプの実践
報告　●ෆొ校の子どもୡのॵいՆ　●自然体験活動のී及に関する৽たな取り組み

■第 2 巻（199�/�/20）
[ ಛผߘد ] ●全日本学生キャンプの　
[ ஶจݪ ] ●キャンプ運Ӧにおけるߦ主催からϘランティアクラブ主催のҠߦに関する　●グループをཧղす
る
[ 実践報告 ] ●体験はະདྷをく力　●トーチトワリング

■第 3 巻第 1 号（1999/6/30）
[ ஶจݪ ] ●障児における雪上での֮ײ౷合トレーニングキャンプ　●知的障者のキャンプ　● 2002 年からの৽学
習ࢦಋཁྖにみる教Պ教育 “ਫล活動” 実施にけての研究　●Րのٕज़に関する一ߟ　●ᄶଉ児キャンプにおけるݺ
気ήームの実践

■第 3 巻第 2 号（1999/12/25）
[ ஶจݪ ] ●子ども長期自然体験ଜと参加体験ܕ学習システム　●ࢥय़期ঁ子キャンύーのཧղと援ॿ
[ 実践報告 ] ●߱Ӎが学生キャンύーの気に及ぼす影響について　●障児におけるණ上での֮ײ౷合トレーニングキャ
ンプ　●知的障者におけるキャンプフΝイアーのݕ౼　●അのいる生活を体験する ň ウマキャンプ ŉ　●ࡶྛを学び
のに　●୮ࢁ中Ҡ動ܕキャンプ ň かもしかキャンプ ` 99ŉ の実践報告

■第 4 巻第 1 号（2000/�/26）
[ 実践報告 ] ● ` 99 無人島キャンプ in ۩ࢤ島　●フΝミリーキャンプにおける冒険教育の実践　●無人島体験記　●デイ
ケアセンターぼちぼちハウス リフレッシュキャンプ　●ޫ࠼キャンプ ` 99　●体育ܥ学生のܰొࢁにおけるਫઁ取の効
果　●キャンプ対象の֦大～幼児キャンプの実践～　●フィットネスキャンプをऴえて　●ஒโੑ人と自然をڞ有した
ň シニアキャンプߴ知 ŉ の実践報告

■第 4 巻第 2 号（2001/2/2�）
[ 実践報告 ] ●ஜ後リバーサイドキャンプ in ݪ　●ࢁ田キャンプフェスティバル 2000　●知的障を࣋つ子ڙたちと
の長期キャンプ　●「ෆొ校児」自然生活体験キャンプ in いけだ
[ ஶจݪ ] ●「環境教育の学び」のධՁ方๏に関するจݙ研究

■第 5 巻第 1 号（2001/6/30）
[ 実践報告 ] ●家でのഅ体験プログラム　●幼児を対象にした野外教育の実践　●人間関ܗのとしてのキャンプ
～「ະདྷੈ　さしさ発見！びわこキャンプ」の実践から～　●第 1 回にいがたஒโੑ人キャンプ in 長Ԭ　●ニコニ
コキャンプ　●୮自然क़－৽しいコンセプトをͬ࣋たシルバーキャンプのこころみ－
[ 研究ࢿ料 ] ●野外活動における冒険プログラムのׂについて

■第 5 巻第 2 号（2002/1/31）
[ 実践報告 ] ●アドベンチャー in Ѩોキャンプ実践報告　●森ྛ環境にಇ͖かけるキャンプ　●大野町アドベンチャー
キャンプ　●ෆొ校キャンプの実践報告　●野外教育事業ॴワンύク大学の幼児キャンプ　● ”育ڞ“ 活動としての幼少
児キャンプ　●知的障児のための教育キャンプ　●࡛ۄ :MCA　-% 児キャンプ～つさグループキャンプ～
[ 研究ࢿ料 ] ●キャンプ༻環境家ܭのఏҊとその効果

■第 6 巻第 1 号（2002/11/11）
[ 実践報告 ] ●体験活動における༡びඇܕߦෆొ校中学生の援ॿ　●ウマキャンプ－അとのかかわりを通した教育的アプ
ローチのݕ౼－　●人と人 つなごう 手と手 ৺と৺「 つくしの家キャンプ in ླࣛಕ自然の家」の実践から　●「からだ΄
͙し」を通しての人とのかかわり 第 1 回 ハッピウィリムン～ウィリアムズԻָキャンプ～　●とೕ幼児のためのキ
ャンププログラム　●Τコキャンプ in ෑキャンプ　内学ಐクラブ　ෑキャンプでのࢼみ

■第 6 巻第 2 号（2003/3/20）
[ 実践報告 ] ●ւの自然体験活動としてのカψープログラムの։発－ߓの中（ดਫ域）におけるプログラムの一ࢼみ－　
●カッύ体験キャンプ　●ユニバーサルキャンプ
[ 研究ࢿ料 ] ●ւ༸ੑキャンプ参加者のւ活動体験とプログラムຬ
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■第 � 巻第 1 号（2003/9/30）
[ 実践報告 ] ●ஒโੑ人のキャンプ体験における自ݾ表現に及ぼす効༻　●子い͖い͖リフレッシュキャンプ－事業中
プログラムにおけるスタッフのはたら͖かけ－「大野町アドベンチャーキャンプ」の実践かࢁొ●　－から学Ϳことࢭ
ら－
[ 研究ࢿ料 ] ●キャンプのユニバーサルデザインについて ●キャンプ༻環境家ܭの։発と効果

■第 � 巻第 2 号（2004/1/30）
[ 実践報告 ] ●Ѩો੍ַޒチャレンジキャンプ実践報告　●ւの体験活動としてのϤットプログラムの։発－内（ด
ਫ域）におけるプログラムの一ࢼみ－　●子どもとڞにるキャンプ（ᶗ）－ന小学校・ਆล小学校・ࡾॏ大学による
3 校合ಉキャンプの実践から－　●子どもとڞにるキャンプ（ᶘ）－ന小学校・ࡾॏ大学による合ಉキャンプ in ੴਫ
－の実践からܢ
[ 研究ࢿ料 ] ●長期キャンプが参加者に及ぼす効果とそのҡ࣋期間－わんͺくこども （॓10 ധ 11 日）にண目して－　●キャ
ンプ環境報告ॻのఏҊ　●ւลを活༻した総合的学習におけるւのイメージの変容に関する研究－国立室ށ少年自然の家
主催事業「日本൛ School 8ater 8ise」にண目して－　●キャンプ実習におけるঢ়ଶෆ安に関する研究－のׂにண目
して－

■第 � 巻第 1 号（2004/9/30）
[ 実践報告 ] ●シニアと子どもの交流キャンプ　●ָしく、安全なొࢁをめ͟した中ߴ年のキャンプ࠲ߨ　●第 5 回ஒโੑ
者キャンプྸߴ in ͙んま
[ 研究ࢿ料 ] ●自然体験活動をࢤす動ػについて ●アメリカにおける野外教育ࢦಋ者ཆカリキュラム－ 8ilderness 
Education Association を事ྫとして－

■第 � 巻第 2 号（2005/1/30）
[ 実践報告 ] ●野外活動チャレンジଜアドベンチャーキャンプ実践報告　●キャンプܦ験が育ੈのサッカーબ手の o⒎ 
the pitch ߦ動に及ぼす影響　
[ ஶจݪ ] ●長期キャンプ参加者の日常生活が自主ੑの変容に及ぼす影響

■第 9 巻第 1 号（2005/9/30）
[ 実践報告 ] ●おͻさまクラブ子キャンプ実施報告　●子どもとڞにるキャンプ（ᶙ）－ന小学校・ࡾॏ大学合ಉキャ
ンプの実践から－　●自ด協会౦ژ支෦おじの会フΝミリーキャンプ　●中ߴ年スキーツアーと自然観ツアー　
●とྛと災の教室
[ 研究ࢿ料 ] ●キャンプリーμーのキャンプ༻環境家ܭに対するҙࣝௐࠪ報告　●冒険キャンプのふりかえり໘におけ
る参加者の৺ཧঢ়ଶがキャンプ効果に及ぼす影響

■第 9 巻第 2 号（2006/1/30）
[ 実践報告 ] ●Ԭࢁ :MCA フΝミリーキャンプの実践報告～৴པの上に立するスϞールコミュニティの֦ॆをめ͟して
～　●ポーンଠの森自然冒険क़「今、ٻめられる৽しい自然体験のスタイル」

■第 10 巻第 1 号（2006/5/20）　Camp Meeting in Japan 2006 －第 10 回日本キャンプ会議 ಛ集号
[ ಄発表ޱ ] ●キャンプにおけるカウンセラーリポートのҙٛ－小ּݪ自然ふれあい学校をふりかえͬて　●おさお冒険
クラブの取り組みとキャンプの報告　●くろがͶ۞ָ෦キャンプ－野外活動を通してのコミュニティ　●ポーンଠの森自
然冒険क़　●日本ܕキャンプを୳る（1）　●ࢦఆཧ者ಋ入にう野外施設運Ӧのあり方について　●ࢦಋิॿһからみ
た自然学校の実ଶ　●リスクマップからみた安全ҙࣝのධՁ方๏のڷ●　౼ݕを知る自然体験活動の事ྫ報告　●幼児
キャンプ体験がその後に及ぼす影響　●自然体験がͻとりͬ子の長に༩える果　●カウンセリング・キャンプにおけ
るܭը・実施のあり方における一ߟ　●ふりかえり活動をಋ入した ASE が参加者の学習効果に及ぼす影響　●冒険キャ
ンプにおけるふりかえり活動が参加者の学習効果に及ぼす影響　●シニア長期ܕࡏキャンプ「ふ͒ーΏーനഅ」　●ྸߴ
者キャンプにおけるϘランティアスタッフの期とຬ　●ユニバーサルキャンプ in Ήろと実践報告　●ޢ学校にお
ける保݈体育の授業展։　●ඞ修キャンプ実習が参加学生の気に及ぼす影響　●授業としてߦう大学生のためのւ外ア
ウトドア体験プログラム
[ ө૾発表 ] ●教育キャンプߟ࠶　●キープ森のようちえん実践報告
[ ポスター発表 ] ●リスクに対する֮ײをຏくࢦಋ者トレーニング　●࢜ࢱཆ教育における༧උ実習としてのキャンプ
実習　●野生の森Ώめキャンプ報告－ 4 年間の実践と研究　●野外活動のコミットメントをఆするཁҼについて

■第 10 巻第 2 号（2006/9/30）
[ 実践報告 を知る野外活動の実践報告－チャレンジڷ● [ 2�02 ˑ事業のࢼみから－　●ユニバーサルキャンプ 2005 in
Ήろと
[ 研究ࢿ料 ] ●「子どもとڞにるキャンプ」における学生の学び　●野外教育の実践・研究においての出ていない
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■第 10 巻第 3 号（200�/3/30）
[ 実践報告 ] ●聴֮障大学生を対象にしたキャンプ実習に関する事ྫ報告　●զが国ॳの 8EA 野外教育ࢦಋ者ཆコー
スの実践報告　● Coalition for Education in the 0utdoors Eighth #iennial 3esearch Symposium 参加報告

■第 11 巻第 1 号（200�/5/19）　Camp Meeting in Japan 200� －第 11 回日本キャンプ会議ಛ集号
[ ಄発表ޱ ] ● 200� 年は日本の組৫キャンプ 100 周年かʁ　●日本の野外活動に対する中国ఱ津市の大学生のཧղఔ
とڵ味　●アフリカଳӍྛにॅΉङྌ࠾集ຽのキャンプ生活　●ۙ࠷ 5 年間における野外教育研究の　● 200� 
ACA /ational Conference 参加報告　●日本キャンプ協会国ࡍ交流ҕһ会のಇ͖－ A0C' 立－　● “8*-%E3/ESS '*3S5 
3ESP0/%E3” 野外ٸٹ๏֨ࢿ取ಘコース　●組৫キャンプ体験が子どもとその保ޢ者及ぼす影響について　●ޢઐ
学校の授業としてߦうキャンプにおける学生の学び　●デイ・キャンプでࣾ会的スキルをよりߴめるには　●クラフト活
動が参加者のふりかえり体験に及ぼす効果　●学校教育における॓ധܕ自然体験活動の取り組みについて　●大学野外活
動のプログラムの࣭上にد༩するキャンプಓ۩の使༻について　●ユニバーサルキャンプ 2006 実施報告
[ ポスター発表 ] ●少年期の組৫キャンプにおける Signipcant -ife EYperiences が人後の環境ߦ動に及ぼす影響　●組৫
キャンプのັ力に関する研究～Ֆࢁキャンプを事ྫとして～　●中学校における教Պと自然体験活動の関連について
●キャンプカウンセラーの長に関する研究　●キャンプインストラクターཆカリキュラムのࢦಋ実習におけるडߨ者
の৺ཧ的変化と自ݾධՁ　●サンフレッチェ島ジュニアチームキャンプ～ 10 年のي～

■第 11 巻第 2 号（200�/9/30）
[ 実践報告 ] ●あさお冒険クラブの間つくりとΤコ・キャンプをめ͟して－野外活動を通して気づくこと－
[ 研究ࢿ料 ] ●キャンプ活動がਭに及ぼす影響　●障者キャンプにおけるバリアの研究－体障者ٖױ者を通して
－　●キャンプ実習における参加者の期・ຬに関する研究

■第 11 巻第 3 号（200�/1/30）
[ ಛ　　集 ] ●ෆଗいのഴから作るビールの味にはਂみがある
[ 実践報告 ] ●キャンプ参加者が自ݾ実現をはかるためのスタッフの支援について－നࢁ市アドベンチャーキャンプの実践
から－
[ 研究ࢿ料 ] ●クラフト活動が参加者のふりかえり体験に及ぼす効果　●外国人チューターとのキャンプܦ験がキャンプ参
加者のҙࣝߦ動に༩える影響
[ 報　　告 ] ●第 11 回日本キャンプ会議全体会報告～みんなでつくるあしたのキャンプ（キャンプ編）～

■第 12 巻第 1 号（200�/5/24）　Camp Meeting in Japan 200� －第 12 回日本キャンプ会議ಛ集号
[ ಄発表ޱ ຽ間野外教育活動ஂ体におけるサービスマネジメン●　گఆཧ者ஂ体における野外活動事業の参加者ঢ়ࢦ● [
トに関するকདྷ༧測研究　●キャンプ参加අに関する保ޢ者のҙࣝ　●米国サマーキャンプの日՝活動（実修）について
－メインभ、キャンプ・オーアトカの合－　●知的障児のキャンプ「ニコニコキャンプ」実践報告　●Ψンバレ � 能
ొ 災支援キャンプ報告　●ౙのਞと雪のۛ－「雪のスΰイ � を体験しよう。ౙのᐻބݪキャンプ 200�」　●ͺるͺるキッ
ズ 200� 実践報告　●日本の野外活動に対する中国の（小学－大学）உঁ学生のೝ知　●「ࣾ会力」を育する教育プ
ログラムの։発－プロジェクトアドベンチャーの手๏をԠ༻して－　●連๏を༻いたキャンプの効果測ఆのࢼみ　●৽
入生オリΤンテーションキャンプが大学生のԾ的有能ײに及ぼす効果　●フΝミリーを対象としたイベントܕ事業「あ
いちキャンプフェスティバル」の実践報告－ଞஂ体との連ܞと運Ӧのポイントにண目して－　●『ए者自立支援事業「本
にりたい � ことプロジェクト」実践報告』　●サントリー・ਆށ :MCA ڞಉプロジェクト－༨島プロジェクト－　●「ಡ
ॻ」による観的キャンプ生活－中ଜय़ೋޱ༁「方ৎ記」の野外教育的Ձに目して－
[ ポスター発表 ] ●ར༻者アンケートにみる੩Ԭݝ立ேໄ野外活動センターのར༻ঢ়گ　●地域ॅຽの自然体験活動のఏ
者のキャンプ参加අに対するҙࣝ　●日本のキャンプޢけた大学におけるシステムづくり　●自༝回からみる保にڙ
スタンμードの։発にけて－キャンプが青少年の長に及ぼす効果－　●日本のキャンプスタンμードの։発にけて
－プログラムと自然・生活環境にண目して－　●日本のキャンプスタンμードの։発にけて－参加者とࢦಋ者にண目し
て－

■第 12 巻第 2 号（200�/9/30）
[ 実践報告 ] ●幼児キャンプの実践　●キャンプを通じた地域づくりのࢼみ「あしがらシニアキャンプ」

■第 12 巻第 3 号（2009/1/31）
[ 実践報告 ] ●子どものキャンプ参加අ༻に対する保ޢ者のҙࣝ－ෆຬධՁのࢹにண目して－
[ 報　　告 ] ●キャンプディレクター 2 ಋ者の実ଶ・ҙࣝௐࠪに関する報告　●第ࢦڃ 12 回日本キャンプ会議全体会報告
～みんなでつくるあしたのキャンプ（ࢦಋ者編）～

■第 13 巻第 1 号（2009/5/23）　Camp Meeting in Japan 2009 －第 13 回日本キャンプ会議ಛ集号
[ ಄発表ޱ ] ●組৫キャンプにおけるّࣜプログラムのҙٛとׂ－米国キャンプ・オーアトカにおけるٍ࢜ಓプログラム
－　●ප気とたたかう子どもたちにເのキャンプを～ҩྍ設උをඋえた日本ॳのキャンプ։設にけた、そらちキッ
ズキャンプの取り組み～　●ࢭٳスキーを活༻したキャンプのࢼみ－നࢁ市アドベンチャーキャンプの実践から－　●
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のਪҠ　●組৫キャンプが参加者の環境リテラシーに及ぼす効果とཁҼگఆཧ者ஂ体における野外活動事業のਃ込ঢ়ࢦ
の関連　●ロールレタリングを༻いたスタッフトレーニングプログラムの։発　●中国における野外ઐ運動ج地の現ঢ়
～ఱ津市ࢁ野運動ج地～　●実地౿ࠪをॏࢹし事者ҙࣝをॏࢹしたཆプログラムでࢦಋ者になることのҙٛ　●教
һ・保育者を目ࢦすঁ子大学生を対象としたチャレンジキャンプの実践報告　●活動の࣭をߴめるチャレンジとリラック
スのམࠩのٻ－日常生活に「࣋ちؼり ŋ ൠ化 ŋ ෑᔤ ŋ ๏－　●冒険キャンٕ・֮ײい出し」Մ能なキャンプでの体ࢥ
プにおけるキャンプ໘でのふりかえり体験のௐࠪ　●長期キャンプ参加者とࢦಋ者の内໘的長についてߟえる（1）　
●体験がもたらす教育的効果　●幼児とその保ޢ者における自然体験の現ঢ়～子どもの育つ環境による自然体験のҧい～
[ ポスター発表 ] ●िを活༻した子キャンプのࢼみ～スケートキャンプの実践報告～　●「スノーシューをཤいて雪の
－立ேໄ野外活動センターར༻ஂ体の教育的効果に関するௐࠪݝ会」実践報告　●੩Ԭ野での自然観ݪ 1 年目݁果報告
－　● Means�End Analysis を༻いたキャンプ効果のཁҼのݕ౼　●子育て支援としての「ママチルキャンプ」� 年間のܦ
Ңとܧ続上の՝　●小学校長期自然体験活動の効果とそのཁҼ～ࣛপ市自然体験交流センターを事ྫとして～　●幼児
キャンプにおけるイラストを༻いた݈߁ཧのࢼみ

■第 13 巻第 2 号（2009/11/30）
[ 実践報告 ] ●「20/20 7ision」と「多༷ੑのઓ」～ 2009 年全米キャンプ会議に参加して～
[ 研究ࢿ料 ] ●教৬をҙࣝしたキャンプ実習の一ߟ
[ 報　　告 ] ●第 13 回日本キャンプ会議全体会報告～みんなでつくるあしたのキャンプ（安全ཧ編）～

■第 14 巻第 1 号（2010/5/22）　Camp Meeting in Japan 2010 －第 14 回日本キャンプ会議ಛ集号
[ ಄発表ޱ ] ●保育者ཆを目的とした組৫キャンプの実践とそのࢼみ　●ϗリスティックな教育キャンプ実践報告　● 
(�/�C�A� スプリングキャンプ『ドリームキャンプ』報告　● JA-5 プログラム内容が参加者の自֓ݾ念変容に及ぼす影響　
●キャンύーのࢤによるキャンプの効果の表れ方のҧい－つながりੑࢤ・自然体験効果・ੑײの関からのߟ－　
●発ୡஈ֊にԠじたキャンプ効果のൺֱ～メタੳを༻いて～　●キャンプにおけるの力～ウィルμネス体験にண
目して～　●日米交流サマーキャンプ 20 年のาみ－その 1　● 8EA 2010 /ational Conference on 0utdoor -eadership
参加報告　●地域ॅຽとの協ಇによるフィールドづくりのࢼみ－ツリーハウスづくりの取り組みから－なͥバックカント
リースキーをٻめるのか～バックカントリースキーのҠߦに目して～　●地域活ੑ化にݙߩするキャンププログラム
に関する研究～コンジョイントੳのద༻～　●知的障ߴཆޢ学校における自然体験活動の実ଶについて
[ ポスター発表 ] ●「生͖る力」を育Ή効果的な野外教育プログラムのݕ౼～「アイΨϞを৯る」体験プログラムの効果
測ఆ～　●日米交流サマーキャンプ 20 年のาみ－その と学生の取り組ܠのഎߨ大学教育学෦野外教育ԋ習։ۄ●　2
み　●੩Ԭݝ立ேໄ野外活動センターར༻ஂ体の教育的効果～ 2 ϲ年ௐࠪ݁果のੳ～　●ウェビング・テープを使ͬた
チームビルディング「ラクーン・サークル」実践報告および体験　●ラϘキャンプ 2009 効果測ఆௐࠪ報告　●体験ܕ
プログラムを取り入れた発ୡ障児キャンプの効果　●アメリカ・キャンプ協会 100 年のྺ࢙

■第 14 巻第 2 号（2011/1/30）
[ 実践報告 ] ●「ドリームキャンプ」実践報告　●ਫล活動におけるࢦಋ者の「ヒヤリ・ハッと」ௐࠪ～その後に生かͤる
対Ԡ策とは～　●ެԂでの野外教育実践～プレーύーク活動を通して～　●大学と地域の連ܞによる年間を通じた野外教
育プログラムの展։
[ 研究ࢿ料 ] ●自然体験活動における子どもたちがٻめるཧのࢦಋ者　●キャンプの施設ධՁに関する研究～ࢁསݝの
市Ӧキャンプをྫとして～
[ ஶจݪ ] ●野外活動施設ར༻者のຬと࠶ར༻ҙਤに関する研究　●ઐ学校生対象のチームビルディングを目的と
したキャンプ実習の効果　●キャンププログラムにおけるՐの使༻体験とՐのೝࣝ・自ݾ長ੑとの関連に関する研究

■第 15 巻（2012/1/31）
[ ಛ　　集 ] ●子どもୡの൵しみを支えるということ－グリーフキャンプのࢼみにΉけて－　●౦日本大災の被災者を対
象とするグリーフキャンプの取り組み
[ 実践報告 ] ●キャンプࢦಋ者֨ࢿを取ಘした教һ・保育者のҙࣝௐࠪのࢼみ　●大学生の॓ധ研修（野外活動）の現ঢ়
と՝　●カンϘジアにおける青少年教育とキャンプの現ঢ়　● Hole in the 8all Camps ～ප児キャンプのੈք的ネット
ワーク～

■第 16 巻（2013/3/10）
[ 研究จ ] ●キャンプ参加児ಐに対する教育効果と保ޢ者のೝࣝ・期との関連ੑ
[ 実践報告 ] ●被災地域の児ಐを対象としたキャンプ実践報告と今後の՝　●自然体験૿߁݈ܕਐプログラム「スマイル・
ウΥーク」の実践とその果　●大学生の॓ധ研修（野外活動）の現ঢ়と՝－第 2 報－

■第 1� 巻（2014/3/10）
[ 研究จ ] ●雪上キャンプにおけるイグルー内の環境に関するௐࠪ研究
[ 実践報告 ] ●南会津アドベンチャーキャンプの実践と地域連ܞのՄ能ੑ　●子キャンプ（ύύチルキャンプ）の実践　
●「災にඋえる」野外力を͖たえよう～アウトドア体験キャンプの実践報告と今後の՝
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■第 1 回日本キャンプ会議（199�/5/24、国立オリンピック記念青少年総合センター）
[ 研究の෦ ] ●グループ活動における৺の安全について　●キャンプࢦಋ者のঢ়گೝ知に関する研究　●日本におけるྍ育
キャンプのྺ࢙　●キャンプྍ๏の֬立にΉけて　●雪中キャンプが及ぼすҙࣝ変化について　●ϖグのଧち込み֯とڧ
との関について　●ঁ子大生のキャンプ実習における݂ਗ਼࣭ࢷँ変動について　●青少年の組৫キャンプの運Ӧに
おけるキャンプカウセラーのݙߩ　●国立ެԂのҙٛとレンジャーのඞཁੑ　●組৫キャンプにおけるબプログラム
のࡏり方について
[ 報告の෦ ] ●自然環境下の保ཆ体験による৺ཧ的・生ཧ的変化　●ౙのサバイバルキャンプを通して　● ň であい・ふれ
あい・かよいあい ŉ のࢱの町で野外活動における障者とともにาΉ　●ͥんଉ児のサマーキャンプにおける運動ద正
テスト　●ஒโੑ人とߦうシニアキャンプ　●自ดの人たちがキャンプをָしΉために　● ň0�15�ŉ が青少年施設に
༩えた影響　●Ԭ大学におけるネイチャーήーム実践報告　●（ਆށ－౦ژ）中学生・ߴ校生ふれあいキャンプ　●੩
Ԭݝキャンプカウンセラー協会の活動について

■第 2 回日本キャンプ会議（199�/5/23、国立オリンピック記念青少年総合センター）
[ ԋߨௐج ] ●全日本学生キャンプの
[ 研究の෦ ] ●野外ਬさんの（マキ）のସ೩料に関する研究　●青年期の学校キャンププログラムに関する一ߟ　
●参加児ಐ・生ెによるౙقキャンプのධՁ　●障児における雪上での֮ײ౷合トレーニングキャンプ　●ᄶଉ児キャ
ンプにおけるෲࣜٵݺをԠ༻した室内ήームの実践　●グループをཧղする～ᄶଉ児キャンプにおける̖子を通じて　●
キャンプのධՁ～キャンύーがҙࣝするキャンプの効果を中৺として　●ྸߴ者キャンプの効果についてߟえる～݂ѹお
よび݂ӷ॥環動ଶに及ぼす影響　●組৫キャンプにおけるબプログラムのあり方について（2）
[ 報告の෦ ] ● ACA アメリカキャンプ協会総会報告　● 0#S 冒険を通しての体験学習　●こどもපキャンプの現ঢ়と
՝　●フロンティアアドベンチャー事業のその後（1）　●フロンティアアドベンチャー事業のその後（2）　●自然生活
体験キャンプ実践報告　●青少年のϘランティア体験としてのࢱキャンプ　●野外活動ࢦಋ者そのઐ家としての݅
～横市野外活動ࢦಋ者ཆ࠲ߨジェネラルディレクターの立から

■第 3 回日本キャンプ会議（1999/5/22、国立オリンピック記念青少年総合センター）
●におけるಐ܉（Ϙーイスカウト）教育に関する研究　● ACA ެೝܕࡏキャンプのੳ　●ՐଧちۚによるՐけ
๏　●キャンプにおけるのணՐについての実験的研究　●自然教室におけるՐىこしプログラムのཧՊ実験的展։　
●美ϗームにԙける野外活動のՄ能ੑ～日本横断ెา旅ߦを通じて～　●知的障者ࣾ会ब࿑センターのキャンプの実
践　●障者キャンプの実ࡍ～の実の森の実践～　●知的障者におけるキャンプフΝイアーのݕ౼　●障児におけ
るණ上での֮ײ౷合トレーニングキャンプ　●ਐ学क़における野外教育の取り組み　●市立キャンプ・キャンプカウ
ンセラーଔ業生の活動について　● 1 ϲ݄の長期自然体験キャンプ「৺のふるさとଜ」報告　●生͖る力を育Ή自然教育
けの森学Ԃスノーキャンプ実践報告　●キャンプと /P0　●日本キャンプ協会の生　●ྸߴ者キャンプの効果につい
てߟえる（ᶘ）～ 5 ധ 6 日のキャンプ生活における݂ѹ、加຺の変化～　●ࢥय़期のঁ子キャンύーをཧղする～
ੑに対する関৺を中৺に～　●野外活動のࢦಋにおけるアポトーシス～活動の目的化をめ͟して～　●キャンププログラ
ムにおけるܰొࢁ中のਫઁ取に関する研究～体育ܥ学生のキャンプ実習～

◆ CAMP MEETING IN JAPAN（日本キャンプ会議）発表題目一覧

■第 1� 巻（2015/2/15）
[ 研究จ ] ●大な人をくした子どものグリーフキャンプの実ଶとその効果に関するจݙレビュー　●キャンプ体験が
被災地児ಐのメンタルヘルスと生͖る力に及ぼす影響　●ハンディ気象ܭによる気象リスクマネジメントのՄ能ੑ～トム
ラウシૺࢁ難事ނ (2009) 報告ॻより～　●ຽ間野外教育事業者におけるヒヤリハットのੳ
[ 実践報告 ] ● 'rost 7alley :MCA のՁ教育　●自然体験がキャンプࢦಋ者の野外ࢦಋスキルに及ぼす効果
[ 事業報告 ] ●グリーフキャンプ・フΥーラム抄録「子どものグリーフサポート～地域ࣾ会のׂ・キャンプのׂ～」
● Camp Meeting in Japan 2014 ～第 1� 回日本キャンプ会議～全体会報告　ւ外のキャンプ事～日本のঢ়گとのൺֱか
ら～
■第 19 巻（2016/2/15）
[ 研究จ ] ●ෆొ校中学生を対象としたܧ続ܕキャンプの効果に関するݕ౼－ࣾ会教育施設とదԠࢦಋ教室の連ܞ事ྫ－
　●テーマύークでの修ߦ体験をར༻した体験教育のࢼみ d,id[ania ब業体験と野外教育の合 d　●キャンプにおける安
全教育が参加者の危険ೝ知能力の上に及ぼす効果に関する研究
[ 実践報告 ] ●ຽ間野外教育事業者におけるスキーヒヤリハットのੳ　●ߴ校体育Պキャンプ実習報告－スポーツબ手の
える－「チャレンジキャンプߟして－　●長期キャンプのҙٛをվめてࢦ力を育Ήことを目ૅج 2015d リヤカーで小豆島
一周 110km の旅 d」の事ྫから－　●くしろアウトドアキッズスクール 2015 冒険の旅の実践　●キャンύスۙくの自然
を活かした活動及びॏ的なࢦಋシステム
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■第 4 回日本キャンプ会議（2000/10/2 ～ 5、国立オリンピック記念青少年総合センター）
　※第 4 回日本キャンプ会議は第 5 回国ࡍキャンプ会議と合ಉでߦわれたため、発表抄録集はผとなͬています。

■第 5 回日本キャンプ会議（2001/5/19、国立オリンピック記念青少年総合センター）
●幼児対象野外教育の実践報告　●自然からの自ݾ発見～ڞにりあ͛る～　●キャンプカウンセリングの体ܥ化のࢼみ
●長期キャンプにおける子どもの自主ੑの発ୡとそのݪҼ　●知的障児のιリ༡びキャンプ　●障児キャンプのاը
と運Ӧ－ :MCA プロジェクト・SEE% のケース－　●障者キャンプを支えるϘランティアのシステム～キャンピズの会
һ੍を中৺に～　●キャンプ・インストラクター՝ఔೝఆ校におけるೝఆプログラムの実践報告　●ొࢁ༻ストック使
༻の有無がొࢁ者に༩える影響　●നഅシニアキャンプ協会設立レポート　●子どもの生活自立の「もと」をҾ͖出す野
外体験　●サイΤンスキャンプ　●キャンプとԻָ　●生ΰミサイロをར༻した環境教育
■第 6 回日本キャンプ会議（2002/5/1�、国立オリンピック記念青少年総合センター）
●自然とのの実践ྫとしてのఏҊ　●৽しいキャンプの取り組み－ハイテクキャンプとをテーマとした参加体
験キャンプ　●Նقゼミキャンプにおけるଞ者観の変動　●ઓલのࣾ会事業におけるキャンプ活動　●キャンプでする
大学入ࢁ●　ࢼས大学における学生主体ܕキャンプの実践報告－アウトドアύスーツの授業において　●୮自然क़のあ
Ώみ　●ೕ幼児とのためのキャンププログラム　●キャンプで気づくศརさについて　●՝ఔೝఆ校におけるキャン
プ・インストラクターܧ֨ࢿ続のࢼみ　●児ಐ・生ెにおけるバックύッキングプログラムの実践報告　●知的障児
のための教育キャンプの実践　●知的障Ϙーイスカウト・ローバーୂのւಓԕ　●キャンプとԻָྍ๏

■第 � 回日本キャンプ会議（2003/5/1�、国立オリンピック記念青少年総合センター）
●組৫キャンプにおいてグループリーμーのॻく記録　●ਫ਼ਆ障者ଆの立から見たキャンプのඞཁੑ　●ෆ地サイ
トにおけるंҜ子体験キャンプの実践　●キャンプにおける参加者の「ιーシャルスキル」の変化について　● English 
*mmersion Camp における子どもたちの変化と長　●ハワイ・カウアイ島アドベンチャーキャンプ 2003　●長期キャン
プ “わんͺく子ども॓（10 ധ 11 日）” の効果　●ฌݝݿ自然学校ࢦಋิॿһに関するௐࠪ　●キャンプ・インストラクター
取ಘ者の活動の取り組み　●子参加ܕ自然学校に関するௐࠪ　●キャンプとԻָྍ๏ 2　●多摩をࡐとした環境
教育的プログラムのఏҊ　●അとの関わりが対人関に及ぼす効果　●体験学習としてのキャンプ　●キャンプにおける
ঁ子ߴ校生の自֓ݾ念の変容՝ఔ　●ొࢁ下ࢁのෆ安とർ࿑に関する研究　●空気ѹॖࣜ発Ր۩をつくる　●キャンプに
はສ能でない　●ข͖Րのイメージに関する研究「手܉」

■第 � 回日本キャンプ会議（2004/5/15、国立オリンピック記念青少年総合センター）
●自然体験活動ࢦಋ者の動ػに関する研究　●幼少年期の自然人の関わりと自然体験活動のڵ味の関連について　●
キャンプ中のײの変化について　●子どもを主体にした৽しいキャンプ　●ԭೄわんͽーすキャンプ　●学校のキャ
ンプの༠い　●「自然体験ౙのਞ」を通してのスタッフの学び　●大学生を集める CAMP　●組৫キャンプとࣾ会ࢱ　
●キャンプインフΥメーションセンター૬ஊ記録より　● -eave /o 5race アメリカの野外教育ࢦಋ者ཆにおける実践　
●アメリカにおける野外教育ࢦಋ者カリキュラム૬ஊ記録より　●幼児のための雪上野外活動　●第 2� 回ウィンタース
クール実践報告

■ Camp Meeting in Japan 2005　－第 9 回日本キャンプ会議（2005/5/15、国立オリンピック記念青少年総合センター）
●野外教育ࢦಋ者ཆキャンプの実践報告　●大学カリキュラムにおける野外教育プログラム　●子どものためのि
キャンプ　●授業としてࢼみたアラスカͧݘり体験プログラム　●野外活動チャレンジଜアドベンチャーキャンプ実践報
告●第 12 回わいわいチャレンジキャンプ実践報告　● 2004 Նの体験学習　Ն ͅ・の༐気にか・ん܅ � ・い　●グルー
プが運Ӧする自ด児の雪上キャンプ　●野外教育セミナー in ニューϤーク報告　● ACA /ational Conference 参加報告
●国ࡍ自然大学校日野य़校の取り組み　●自然体験活動ౙのਞイグルー完（ө૾発表）　●雪上キャンプでのෑ物の断
効果実験　●キャンύーが影響をडけた活動について　●野外トイレの研究　●自然学校が༩えた影響について　●ࢁଜ
ཹ学における૬ஊһの業務　●キャンプにおけるݺশについての研究　●自然体験活動におけるϘランティアࢦಋ者のҙ
ࣝに関する研究　●災と野外活動（私の体験）　● 0#S プログラムܧ続参加者のセルフΤフィカシーの変容　●ふりか
えりがキャンプの効果に及ぼす影響　●ҟจ化交流キャンプが参加者の国ຽੑཧղに及ぼす影響　●アジアキャンプ連ໍ
（AC'）の立

■第 15 回 Camp Meeting in Japan 2011（2011/9/22 ～ 25、੩Ԭݝ立ேໄ野外活動センター）
　※第 15 回日本キャンプ会議は日本キャンプ協会設立 45 周年記念 第 20 回全国キャンプ大会 CAMP 'ES5A ࢜・ேໄ

と合ಉでߦわれたため、発表抄録集はผとなͬています。

■ Camp Meeting in Japan 2012　－第 16 回日本キャンプ会議（2012/5/26、国立オリンピック記念青少年総合センター）
[ ಛผߨԋ ] ●「グリーフ（ワーク）ʷキャンプ」にで͖ること
[ ಄発表ޱ ] ●災教育にඞཁとされるキャンプٕज़～ੴ巻での 21 日間の支援から～　●「～のんびり༡ぼう～ニコニ
コキャンプ ��」リフレッシュキャンプの実践報告　●「島の子ڙたちとその家にসإを」～アカデミーキャンプの実
践報告～　● :MCA フレンドシップキャンプー子どもらしくաごͤる࣌間を取りす　●ݝ外ආ難者の子どものケアと
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キャンプ　●ࡾୋ子どものָ校　島の子どもたちと森のָ校サマーキャンプ～「つくる」を༡ͿՆق学校～　●リフ
レッシュ・キャンプ参加者の実ଶௐࠪ－その 1　●レスキューザックの։発と効果　● EYperiential Education Evaluation 
'orm�3E フΥームの։発　● EYperiential Education Evaluation 'orm�3E フΥームのデϞンストレーション　●キャンプ
の変容　●年間ར༻者ײఆߠଞ者・ݾԭೄの無人島キャンプにおける自●　ߟಋ者ཆにおけるスキル習ಘに関するࢦ
�,000 人の「立少トントンたんけんୂ」の実ଶと今後の展望　●地域と学校の有ػ的連ܞをଅす自然体験活動に関する
研究～島ݝ日市市の事ྫから～その 1　●キャンプ体験が教৬ࢤ望学生の自然体験活動のࢦಋ力に及ぼす影響―その 1
●大学生の॓ധ研修（野外活動）の現ঢ়と՝（第 2 報）
[ ポスター発表 ] ●੩Ԭݝ立ேໄ野外活動センターར༻ஂ体の教育的効果 (3) － 4 ϲ年ௐࠪ݁果のੳ－　●౦日本大災
被災地でのグリーフキャンプの実施報告「ؠ手しͥんとあそぼキャンプ in テンύーク」の取り組み　●地域と学校の有ػ
的連ܞをଅす自然体験活動に関する研究～島ݝ日市市の事ྫから～その 2　●キャンプ体験が教৬ࢤ望学生の自然体
験活動のࢦಋ力に及ぼす影響―その 2　●リフレッシュ・キャンプ参加者の実ଶௐࠪ―その 2

■ Camp Meeting in Japan 2013　－第 1� 回日本キャンプ会議（2013/5/25、国立オリンピック記念青少年総合センター）
[ ಄発表ޱ ] ●ࣾһ教育研修としての野外活動プログラムのՄ能ੑ－ 0utdoor 5raining Program をಋ入した 5S Camp －　
●参加目的にண目した組৫キャンプ参加者のಛ－നࢁ市アドベンチャーキャンプの実践から－　●多จ化での野外教育
プログラムからߟえたこと　●冒険的自然体験キャンプ「私たちの 4 日間」　●幼ஓԂ・保育Ԃとの連ܞ～あか͗の森の
ようちえん実践報告～　●Ԭݝࢁの中ࢁ間地域における自然体験活動の実践報告　●グリーフケアキャンプに参加して～
被災地の子どもたちとともに～　●被災地域の児ಐを対象としたキャンプ実践報告と今後の՝　●੩Ԭݝにおけるෆొ
校キャンプの取り組みについて　●国立青少年教育施設の取り組み－৽しいެܕڞ運Ӧについて－国立青少年交流の
家の取り組みから－　●自然体験活動におけるマμニ対策についてߟえる～島ݝでの取り組み ( 報告 ) ～
[ ワークショップ発表 ] ●ウィルμネス教育協会ࢦಋ者֨ࢿೝఆコースの報告と今後の展望　●キャンプで使える「手話」
表現

■ Camp Meeting in Japan 2014　－第 1� 回日本キャンプ会議（2014/5/24、国立オリンピック記念青少年総合センター）
[ ಄発表ޱ ] ● -EA7E /0 53ACE の日本でのඞཁੑとී及について　●環境Ϙランティアリーμーւ外研修（ドイツ）報
告　●組৫キャンプにおける -eave /o 5race プログラムが参加者の環境に対するଶに及ぼす効果　●౦ژ :8CA 森ྛ
ワークキャンプ～プロに学Ϳ森づくり体験～　●ウィルμネス教育におけるウィルμネスのについてのݕ౼～わが国で
の実践にあたͬて～　●国ࡍワークキャンプ参加報告と参加動ػに関するௐࠪ　●キャンプカウンセラーのユーϞア表出
が参加者の集ஂงғ気に及ぼす効果　●大学野外実習が体力・メンタルに及ぼす効果に関する研究　●キャンプの力はこ
んなところにも！～ストレスੑをߴめる効果～　● *C6 ジュニアキャンύス・キャンプ～大学施設を使ͬた大学らしい
子どもキャンプの実践～　●関౦ߕ৴ӽ地۠青少年施設協議会青年෦会の取り組み～アメージングΨイドがで͖るまで～
　●災࣌対策教育プログラムの実践について
[ ポスター発表 ] ●キャンプの国ࡍൺֱ その 1「日本ܕキャンプ」をさ͙る 1�2 日本のキャンプスタイル　●Ԭݝࢁ A 大
学におけるキャンプインストラクターཆ実習の現ঢ়とվળ策　●地域のチカラを活かしたコラϘレーション～通年ܕ
業キャンプ ෩ͬ子フΝームの取り組み～　●南会津アドベンチャーキャンプの事業ධՁと地域連ܞ　●青少年の体験活動
に関する実ଶௐࠪ（ฏ 24 年ௐࠪ）の報告
[ あれこれ発表 ] ●『ハンディ気象観測ツール』によるアウトドアリスクマネジメント　●アメリカ組৫キャンプからの
学び　●続・キャンプで使える「手話」表現～目で見てわかるコミュニケーション～　● 0ne Minute Camp Evaluation 
EYperiential Education Evaluation 'orm վగ൛の体験
[ 全体会 ] ●ւ外のキャンプ事～日本のঢ়گとのൺֱから～

■ Camp Meeting in Japan 2015　－第 19 回日本キャンプ会議（2015/5/30、国立オリンピック記念青少年総合センター）
[ ಄発表ޱ ] ●わが国におけるアウトワード・バウンドをૅجとした冒険教育の動についての一ߟ　～จݙによるௐࠪ
を通して～　● %ay Camp のՄ能ੑ～１日の中で子どもたちに主体をあͣける～　●米国キャンプ・オーアトカ（Camp 
0�A5�,A）における日՝プログラムのҙٛ－༨Ջ教育としてのキャンプ・プログラム－　●ւಓ教育大学ؠ見校にお
けるࢦಋ者ཆ　●キャンプが児ಐのアサーションߦ動に及ぼす影響　●ొࢁにおけるストレスコーピングに関する研究
●スポーツチームに対する ASE プログラムಋ入が集ஂڽ集ੑに及ぼす影響 � チームॴଐ年にண目して �　●̬̖̚野外ࢦ
ಋ者ཆコースにおける野外ࢦಋスキルの発ୡ　●災Ϙランティアとキャンプ　●ຽ間野外教育事業者におけるヒヤリ
ハットのੳ　●スキーキャンプのヒヤリハット　●キャンプにおける安全教育が参加者の危険ೝ知能力の上に及ぼす
影響　●大学の授業としての、に目したカナμפݫ期の多国੶ԕ　●あか͗ワールドコミュニティ～༨Ջ教育とし
てのキャンププログラム～　●自然体験で地域づくり　まえし・マイはし・プロジェクト　●「ւΨキ・ࢁΨキになろう！
2014 Ն」実践報告
[ ポスター発表 ] ●ެԂにおける子を対象とした自然体験活動プログラムのՄ能ੑ　●キャンプ体験が参加児ಐのಓಙੑ
に及ぼす影響　●੩Ԭݝ立ேໄ野外活動センターのར༻ঢ়گのਪҠとアンケートから施設のՄ能ੑと՝を୳る　● CafÉ 
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de CAMP の作り方－参加者とつくる空間－
[ あれこれ発表 ] ●続々・キャンプで使える「手話」表現～目で見てわかるコミュニケーション～　●工作体験（お箸づく
り）を通じての安全で正しいナイフの使い方－ビクトリノックス工作イベントサポートプログラム－　●ハンディ気象観
測ツールによるアウトドアリスクマネジメント ( 実践編 )　
[ 全体会 ] 子どもシンポジウム　●ろう（聾）の子どものためのキャンプ～デフキッズキャンプ～　●被災地域の子どもの
ためのキャンプ－南会津アドベンチャーキャンプ－

■ Camp Meeting in Japan 2016 －第 20 回日本キャンプミーティング（2016/6/4、国立オリンピック記念青少年総合セ
ンター）
[ ポスター発表 ]（研究発表）●国立青少年教育施設における冒険教育プログラムの取組 —ジュニアチャレンジ淡路島一周—
　●キャンプ体験が小中学生のアサーティブに及ぼす影響　●大学キャンプ実習におけるストレッサーとストレスコーピ
ングに関する研究　●体育授業における ASE の効果について　●森のようちえん活動が幼児の運動能力に及ぼす影響　（実
践発表）●わが国におけるリーブ・ノー・トレイスのこれまでの取り組みと今後の展望について　●知的障がい者に対す
る日常生活に変化を作り出す地域生活支援―ユニバーサルキャンプを通して―　●チャレンジキャンプ 2015 ～リヤカー
で小豆島一周 110 ㎞の旅～　●千葉市少年自然の家主催事業「セブンデイズキャンプ」の実践報告　●オフザピッチトレー
ニングとしての雪上野外研修プログラムの実践　●保育内容研究と自然・生活・あそび　●大学授業での長期バックカン
トリーキャンプ　●ろう・難聴の子どもキャンプに参加した聞こえるスタッフのふりかえり～デフキッズキャンプの実践
から～　●町田ゼルビアにおける自然体験活動の実践報告　●２０１５年多摩の自然学校　●無人島キャンプの実践　●
米国大陸横断体験記
[ ワークショップ発表 ] ●キャンプで美味しい！コーヒーの入れ方教室　●フィールドワーカーのための危険生物 “ハチ”　
“ヘビ” 対策セミナー＆交流会　●私たちはリスクに対する説明責任をどう果たすのか　How do we achieve accountability 

for risk?　　●環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」を体験してみよう 

※ Camp Meeting in Japan 2006 －第 10 回日本キャンプ会議から Camp Meeting in Japan 2010 －第 14 回日本キャンプ
会議までの発表抄録集は『キャンプ研究』（毎巻第 1 号）として 編集されています。

※『キャンプ研究』および『日本キャンプ会議抄録集』は有料で頒布いたします。ご希望の方は、日本キャンプ協会事務
局までご連絡ください。
　・『キャンプ研究』　各 1,029 円（税・送料込み）　
　・『日本キャンプ会議抄録集』　各 1,029 円（税・送料込み）　

　なお、以下は完売しました。
　　・『キャンプ研究』第 2 巻、第 4 巻第 1 号、第 12 巻第 3 号
　　・『日本キャンプ会議抄録集』第 1 回～第 5 回
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編集後記

　本協会設立50周年を迎えた2016年は、さまざまな記念行事を行いました。なかでも、キャンプの

実践やキャンプに関連した研究発表を行なう場として、6月に開催された第20回日本キャンプミーティ

ング、10月末に開催された第6回アジア・オセアニア・キャンプ大会では、それぞれ多くの実践報告

と研究発表が行なわれました。こうしたこともあり、第20巻目となる今回の『キャンプ研究』には、

2点の実践報告と講演録、特別寄稿の合計4点の掲載となりました。

　「野外救急法を取り巻く最新の動向」は、野外救急法の国際的な動きとともに国内の現状を分析し、

野外指導者が身につけたほうが望ましい救急法について報告しています。また、我が国でも野外業

界全体で体系的に救急法の標準化を進めることや、社会に対して説明責任を果たさなければならな

い時期が来ていることも指摘しており、今後の動向にも注目です。「ろう児のキャンプにおける親プ

ログラム実践の成果と考察」は、キャンプに参加する親自身がろう者講師による活動を体験し、そ

れをもとに子ども達にプログラムを提供した成果と課題を報告しており、ろう児の野外活動での支

援方法を提示した貴重な内容でした。「Organized Camping in Japan」は、第6回アジア・オセアニア・

キャンプ大会基調講演の記録です。日本のキャンプの歴史、キャンプの意義と効果、野外教育の特

性など、キャンプや野外教育に携わる人たちが押さえておいた方がよい内容と、キャンプ体験を通

した文化の伝承についての興味深い内容でした。「組織キャンプの先駆者小西孝彦が残したもの」は、

2015年に他界された小西孝彦氏の功績を称える特別寄稿です。キャンプ界に多くの影響を与えた先

駆者の業績を紐解く内容から、日本のキャンプの原点を知ることができました。

　いずれの原稿もキャンプの価値や魅力を広く世間に伝えるために重要なものでした。「キャンプ研

究」では、引き続き多様なキャンプの研究報告、実践報告を掲載し、広く社会へキャンプをアピー

ルしていきたいと思います。次号もみなさまからの投稿をお待ちしています。

背 2.7mm

20302592 キャンプ研究 20巻_表2-3.indd   1 2017/01/25   17:52



第２０巻
キ
ャ
ン
プ
研
究
第

　巻

公
益
社
団
法
人 

日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会

20 

２０１７年２月発行

Vol.20Vol.20

第２０巻
２０１７年２月発行

▲実践報告
野外救急法を取り巻く最新の動向

岡村　泰斗・高山　昌紀

ろう児のキャンプにおける親プログラム実践の成果と考察
廣瀬　彩奈・久保香菜子

▲講演録
第6回アジア・オセアニア・キャンプ大会 基調講演
　－ Organized Camping in Japan －

星野　敏男

▲特別寄稿　
組織キャンプの先駆者 小西孝彦が残したもの

石田　易司

定価　1,080円（本体1,000円）公益社団法人日本キャンプ協会

Vol.20VVVVVVVVVVooooooooooooVoVooooVoVoool.20ll.20ll.20ll.20ll.20ll.20l.20.l.20l.2020l.20
Feb. 2017
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20302592 キャンプ研究 20巻_表1-4.indd   1 2017/01/25   17:54


